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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　ボツアイテムと古こ竜りゆう素材







　年末のクリスマスイベント、年とし越こしアップデートなどで盛り上がりを見せたＯＳＯの世界は、少しだけ雰ふん囲い気きに変化が現れ始めた。

　リアルでは正月休みが終わり、学校や会社が再開され、それに合わせて落ち着きを取り戻もどし始めるＯＳＯ。

　同時にＯＳＯでは、一つのインフォメーションが流れる。





──『エリア全域に発生している【寒冷ダメージ】の解除と緩かん和わを行いました。また、【炎えん熱ねつダメージ】と【寒冷ダメージ】の調整などを引き続き行います』






　このアップデートにより、第一の町近辺では、【寒冷ダメージ】によるダメージは発生しなくなった。

　北の町や洞どう窟くつなどの冷えるエリアやダンジョン内では、引き続き冬服などの寒冷対策が必要となるが、とりあえずは通常時には冬服装備も必要なくなった。

　俺は、久しぶりに夏服仕様のオーカー・クリエイターに袖そでを通し、リゥイとザクロを連れて、トップ生産職のマギさんのお店【オープン・セサミ】を訪おとずれていた。

「ユンくん、正月はどうだった？　楽しめた？」

「はい。センス拡張クエストで第11センスも開放することができました。マギさんは、どう過ごしましたか？」

「私は、ちょっとシチフクくんたちと交流したかな。でもそっかぁ、センス拡張クエストのクリア早いね。やっぱり強い人とパーティー組めるのは大きいよ」

　俺とマギさんは、カウンター越ごしに正月の過ごし方を話し、マギさんのパートナーのリクールと俺のパートナーのリゥイとザクロが互たがいに幼よう獣じゆう状態でじゃれ合っている姿を眺ながめながら、俺は話題を切り出す。

「その、マギさん、相談いいですか？」

「うん。そのために来たんだよね。大だい丈じよう夫ぶよ。なに？」

「ちょっと、色んなアイテムが溜たまったので、それについて客観的な意見が欲ほしいんです」

　俺はそう言って、カウンターの上にインベントリからアイテムを取り出し載のせていく。

　ＥＸエクストラスキル【魔ま力りよく付ふ与よ】によって仄ほのかに輝かがやくポーションや魔法薬、合成スキルを利用して作り出した、魔法攻こう撃げきを軽減・無効化する【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】などだ。

「えっと、こっちのポーションは、今までのポーションの効果の二割増しです。魔法薬の方は、武器に付けて属性ダメージを付与することもできますが、投げれば直接属性ダメージを与あたえることができるポーションです。それとこっちは魔法攻撃を軽減する金属片……」

　アイテムを一つ一つ説明していき、その中には、俺がひとまずボツにしたアイテムなども含ふくまれている。

　それらをマギさんは、真しん剣けんに一つずつ吟ぎん味みしていく。

「その、これらのアイテムを売り出した場合って、どのくらいの値段になるんでしょうか？」

　俺は、気になっていることを、マギさんに尋たずねる。

　適正価格の販はん売ばいを基本姿勢としているトップ生産職のマギさんに、大よその目安を教えて貰もらおうと思い、返事に耳を傾かたむける。

「ポーションは、単純に値段も二割増しとはいかないかもねぇ。このポーションなんて、既すでに【魔力付与】なしのハイポの回復量を超こえてるもの。反対に魔法薬の方は、効果から見ると１万から３万Ｇゴールドが妥だ当とうかしら。それとユンくんがボツ扱あつかいしたアイテムも、こういうのが好きな人もいるから、少量なら需じゆ要ようはあるわ」

　真剣な表情を緩ゆるめ、優やさしい言葉を選んで説明してくれるマギさんに、俺は、少しだけ緊きん張ちようを和やわらげる。

「でも──ここに使われている素材とセンスの要求レベルを考えると、結構製作費が掛かかってるんじゃない？」

「そうなんですよ。ポーションは、【魔力付与】スキルが必ひつ須すですし、魔法薬は、素材が少々高価だし。【魔除けの結界片】も、三種合成で、それなりにセンスの要求レベルが高いです」

　困ったように眉まゆ尻じりを下げて答える俺に、やっぱり、と小さな溜ため息いきを吐ついて答えるマギさん。

「私も生産系のクエストを受けて【魔力付与】ＥＸスキルを持ってるけど、大量生産には向かないんじゃない？」

「はい、ポーションを作るにはＭＰが大量に必要ですから、現状で量産はできないですね。あと、いくらポーションの回復量がハイポ並でも、アイテムの分類上、ポーションに変わりないですから」

　いくらポーション自体の回復量が上がっても、センスのレベルが上がることで手に入るＳＰセンス・ポイントを一定以上累るい積せきで取得すると、低いランクのポーションに回復量制限が掛かる。

　そうした理由で、ポーションの回復量をハイポ並に高めても、取って代わる存在にはなり得ないのだ。

「そうよねぇ。同じ生産職でも、【調合】系アイテムは、大量に用意する必要があるものね」

　ポーション作りに関する俺の説明を、マギさんも理解してくれる。

　それに、と、魔法薬を手に取るマギさん。

「ユンくんの場合には、エンチャントや安価なマジックジェムがあるから、こんな高価な魔法薬は使わないわよね。他ほかの攻撃系アイテムと比ひ較かくしてもコストパフォーマンス悪いでしょ」

「はい。それに、同程度の効果のアイテムでも、素材の入手難易度によって随ずい分ぶん値段が変わりますからね。掛ける手て間ま隙ひまよりも安く売ったんじゃ、利益が出ませんよ」

　アイテムの製作に関しては、俺の場合、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターから購こう入にゆうした【中級薬師技術書】という魔法薬のレシピ本を元にしているが、どれもが既き存そんのアイテムの下位互ご換かんにしかなっていない。

　唯ゆい一いつ有用なアイテムの【魔除けの結界片】は、やはりそれなりに製作コストがかかっていた。

　なので、それらを販売してプレイヤーの戦せん闘とうをサポートすることは難しいと考える俺は、マギさんにこうお願いした。

「──このアイテムのレシピを、【生産ギルド】で公開してくれませんか？」

「いいの？　魔法薬レシピとか、ユンくんにとって貴重なアドバンテージでしょ？」

　にこにこ笑いながらそう言うマギさんの視線に、俺は少々居い心ごこ地ちの悪さを感じ、言い訳するように自分の考えを口にした。

「も、もちろん、全部じゃなくて簡易版のレシピですよ。【調合】とか【合成】センスって、あんまりパッとしないというか、他の生産職より目立たないんです」

　俺は、言葉を選びながら、マギさんに自分の気持ちを伝える。

「だから、【調合】や【合成】でもこういうアイテムが作れる、って希望を持ってほしいんです。それと、このレシピを元に、他の有用なアイテムが生まれたらいいな、って」

「うん。ユンくんの考えはわかったよ。確かに、他のプレイヤーにアイテムの生産レシピが広がれば、どこかでもっと効果の高い魔法薬やアイテムが生まれるかもね」

　俺の考えを正しく理解してくれたマギさんが、そう言って同意してくれる。

「それなら、他の生産職の人にもボツアイテムのレシピとかを聞いて、それも一いつ緒しよに編へん纂さんしたものを、レシピ本として安価で売り出すってどう？」

　マギさんの言葉に、俺は少し考える。

　確かに、レシピなどの情報にも価値があり、ものによっては売買の対象にもなるのだから、全すべてタダで公開するというのは、少々先走り過ぎかもしれない。

　それに、タダだと、どうせ大した内容ではないのだろうと、逆に読む意い欲よくを失わせる可能性もある。そう考えると、安価でもちゃんとした販売が必要だと、俺にも理解できた。

　また、色んな生産職のネタアイテムやボツアイテムのレシピを集めることで、生産職全体のインスピレーションを刺し激げきするだけじゃなくて、それ以外のプレイヤーへのアイテムカタログになる可能性もある。

「マギさん、その案なら、他の生産職への技術開示の他にも、一いつ般ぱんプレイヤーのアイテムカタログにもなりそうですよね」

「でしょう？　かく言う私も、いつだってインスピレーションを求めているのよ。ほら、同じ武器ばっかり作ってるとマンネリ化しちゃうじゃない？」

　そう言って、はぁ、と物もの憂うげな色っぽい溜息を吐くマギさんにドキリとするが、確かにそういう時はある。

　俺も、延々と同じポーションを作っている時、たまには作り方の手順を変えて、効果量の違ちがいを試ためしてみたり、未知の素材を組み合わせてみたりする。

　マギさんも、最近はガレオン船建造に携たずさわるなど新しいことに挑ちよう戦せんして、常に刺激を求めているのだ。

「今だって、ユンくんの見せてくれたこの属性攻撃系の魔法薬を魔法金属と合わせて武器を作ってみたいとか、この【魔除けの結界片】のレシピを元に魔法防ぼう御ぎよ系のアイテムを作ってみたいとか考えて、わくわくしているわ」

「それ、凄すごく面おも白しろそうですね！　どのタイミングで魔法薬を投入するとか、どれくらいの分量を入れるとか！」

　そうやって俺とマギさんは、生産談義に花を咲さかせる。

「なら実際にやってみます？　この粉末タイプの魔法薬【溶熱粉マグマパウダー】を金属板の間に流し込んで、金属同士を接着させる鍛たん接せつ剤ざい代わりにするとかどうですか？　粉末なら、混ぜても元の素材の温度を下げることはありませんから、鍛接剤に混ぜるとかもできますよ？」

「おー、やろうやろう！　面白そう！　私も【魔力付与】のＥＸスキルを金属に施ほどこしたものを使って、新しいものを作りたかったんだ！　久しぶりにユンくん、相打ち手伝ってくれる？」

「はい、わかりました！」

　俺は、愛用している黒こく鉄てつ製のハンマーを取り出し、マギさんは、相打ち用の大きなハンマーを用意する。

　そして、マギさんの工こう房ぼうには、俺たちが金属を打つ音が響ひびき渡わたる。

　魔法薬を溶よう剤ざい代わりに利用した鍛か冶じ・細工技能は、魔法炉ろなどで金属を溶とかして作る合金インゴットの作製とは違い、それぞれの特性の金属板に、互いを定着させる必要がある。

　オーソドックスなのが、ミスリルと属性金属の、二重構造の装備を作るための鍛接だが、今回は、属性金属同士の鍛接だ。

　まずは、既にマギさんによって【魔力付与】を施された、火属性のレッドライト鋼板と水属性のブルライト鋼板の間に、何種類かの粉末タイプの魔法薬を鍛接剤の代わりに使ってからハンマーを振ふるう。

　鋼板がハンマーで叩たたかれた瞬しゆん間かん、その間に使った鍛接剤代わりの魔法薬が激しく反応して、そこに面する金属の表面が融ゆう解かいする時特有の衝しよう撃げき波はが工房に広がる。

「ユンくん、ここからだよ！」

「はい！」

　俺は魔法薬の衝撃波に耐たえながら、その激しい反応で熱せられた鋼板同士が隙すき間まなく圧着・融解するよう、全力でハンマーを振るった。

　だが、素材同士の相あい性しようというものは、やはり明確に存在するようだ。

　その後も色々な属性同士の鍛接をした結果、火属性と水属性、風属性と土属性、光属性と闇やみ属性という対極関係にある素材同士の鍛接には、予想通り、尽ことごとく失敗した。

　そして、対極同士以外の組み合わせ……つまり、一方が火属性なら、もう一方には水属性以外の素材を選んで鍛接すると、できた。

「火と水の組み合わせは、どうしても反発が強くて、同種や他の属性の魔法薬での鍛接はできないと」

「人間同様、相性が悪い相手イコール弱点ということにはならないわ。嫌きらいで反発する場合もあるでしょう？　とはいえ、反発し合ったり一方が強くなるような組み合わせは、いずれ必ず支障をきたすから、早めにバランス調整する必要があるでしょうね」

　そうして導き出された最も質の高い金属の作り方は、光と闇を除く反発しない属性金属の組み合わせに、光か闇どちらかの魔法薬の溶剤を使う方法だった。例えば、火属性の金属と風属性の金属の鍛接に、光属性の魔法薬を使うわけだ。これなら、火と風と光の、三つの属性を持った魔法金属ができることになる。

「おー、これで今までできなかった、二属性以上の魔法金属の武器が作れるよ。でも、光と闇属性は特に人気のある武器だから、その両属性を持った魔法金属を作れないのはちょっと残念だけど」

「あれ？　作れませんでしたっけ？」

「作れると言っても、双そう剣けんにして、それぞれを光属性と闇属性にするとか、一つの武器に後付けの追加効果で二属性にはできるけど、最初から光と闇の両属性を持った武器は、誰だれも作ってないよ」

　そう言って、現状作れるであろう、鍛接魔法金属のインゴットのレシピを紙に書き記していくマギさん。

「ふぅ、でもこの技術の使い道って、主に武器の刃はの加工かなぁ？　こうなってくると、もっと色んな素材で試したくなるわよね。でも、まぁそうなると、もっと多くの種類と数の素材が必要になるけどね」

　それはそれで面めん倒どうだけど、と笑うマギさんに、俺は苦笑いを浮うかべる。

　そこでお店の入り口のドアが開く音が聞こえ、マギさんと共に顔を上げると、そこには顔見知りの二人のプレイヤーが立っていた。




　　　　●




　二人は、素材屋を名乗る【錬れん金きん】と【合成】系生産職のエミリさんと、多数の使し役えきＭＯＢを連れているレティーアだ。

　互たがいによく知っている相手なので、軽く片手を上げて挨あい拶さつをする。

「エミリさん、こんにちは」

「ユンくん、こんにちは。ちょうどよかった、マギさんと一緒だったのね」

「エミリちゃん、いらっしゃい。今日は、前に頼たのんだミスリルの金きん属ぞく糸しが完成したのかな？」

「はい。納品です」

　俺は、店内をぼんやりと見回しているレティーアと、その使役ＭＯＢのラナーバグのキサラギにちらりと目を向け、次にエミリさんを見やると、銀色に輝かがやくしなやかな金属糸の束をマギさんに渡して微笑ほほえんでいる。

「それで？　何時も一人のエミリちゃんが他の人を連れてくるなんて珍めずらしいけど、今日はどうしたの？」

　マギさんは、いつものように、躊躇ためらいなく気になることを尋たずねる。

　それに対して、エミリさんは苦笑いを浮かべたものの、すぐに用件を告げてくる。

「一つは、ミスリルの金属糸に関する報告。もう一つは、マギさんとユンくんにお願いです」

「報告と……お願い？」

　マギさんが小首を傾かしげる一方で、ミスリルの金属糸に関する報告というのに、俺はあらかじめ予想がついた。

　エミリさんの【合成】センスでも金属糸は作ることができるが、ここにレティーアがいるということは、今回納品されたミスリルの金属糸は、レティーアの使役ＭＯＢのキサラギが生み出したものだろう。

「今回のミスリルの金属糸は、私の【合成】センスのレベルが足りずに作製できませんでした」

「でも、できあがったものがここにあるわよね。うーん、それで、普ふ段だん納品には一人で来るエミリちゃんが人を連れてきたってことは……」

「金属糸は元々は、レティーアの使役ＭＯＢが生成したアイテムを【錬金】と【合成】センスで再現したものですから」

　その話を聞いて、ふぅん、と言いつつ、ミスリルの金属糸とレティーアを見比べるマギさん。

「エミリちゃんは真ま面じ目めねぇ。わざわざ他人の成果だと報告するなんて」

「ふふっ、私は背せ伸のびするつもりはありませんからね。それに、今は作れなくても、すぐにレベルを上げて作れるようになります」

　自信に満ちた笑みを浮かべ、エミリさんがそう断言する。

「そっかぁ。ま、ミスリルの金属糸に関しては分かったわ。ところで、ユンくんは、今の件について驚おどろかないのね」

「えっ!?　あ、その、ええっと……」

　突とつ然ぜんマギさんに話を振られ、俺はしどろもどろになる。

「ユンくん、前からエミリちゃんやレティーアちゃんと親交が深いもんねぇ。それに金属糸のレシピも知っている。前から金属糸の秘密を知っていたんでしょ」

「ふふっ、ユンくんは、表情が分かりやすいわよね」

　マギさんとエミリさんに同時に言われて、俺はそんなに感情や考えが顔に出やすいのかと、思わず自分の顔を撫なでてしまう。

「ユンさん、ドンマイです」

「ううっ、レティーア、ごめん」

「別にバレても、私に作製依い頼らいが来なければいいですよ。その代わり、何か食べ物下さい」

　ここまで歩いてくる間に腹が減ったのか、両手を差し出して来るレティーアに、俺はインベントリからお菓か子しを取り出して渡す。

「作り置きのお菓子しかないけど、いいか？」

「わーい、ユンさんのお菓子、美お味いしくて好きですよ」

「そ、そうか？」

「はい。心が籠こもっていて、温かい感じがします」

　俺がレティーアにお菓子を渡して機き嫌げんを取っている横では、マギさんとエミリさんが交こう渉しようをしている。

「それと、もう一つのお願いに関してですが、私たちは化石が欲ほしいんです。ユンくんとマギさんのところに大量の化石はありませんか？　もしくは、竜りゆう系の素材でも構いません？」

「化石？」

　俺とマギさんが互いに小首を傾げつつ、自分の手持ちのアイテム状じよう況きようを話し出す。

「化石は、前々からアイテムの持ち込み分を買い取っているし、鉱石採さい掘くつの時に出たやつを集めてるよ。まぁ、殆ほとんど、未み鑑かん定ていだけど」

「私の方は、化石は定期的にＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに鑑定して貰もらってアイテム化しているから、在庫の化石は少ないわ。でも、竜系の素材は少し手元にあるから、欲しいものがあるなら探してあげるわよ」

　そう言うマギさんに対して、エミリさんは少しだけホッとしたような表情を浮かべ、もぐもぐと俺の渡したクッキーを食べているレティーアも、嬉うれしそうにしている。

「それで、エミリさんたちは、化石を集めて何をするつもりなんだ？」

「レティーアが、ある化石から、【古いにしえの竜の前ぜん腕わん骨こつ】というアイテムを手に入れたのよ。普ふ通つうなら素材アイテムとして使うけど、【錬金】と【合成】センスには別の使い道があるの」

「別の使い道？」

　マギさんがオウム返しに尋ねると、エミリさんは頷うなずいた。

「特定の系統のアイテムを複数合成し、そこへ更さらに特定のアイテムを使用することでそのアイテムの系統のＭＯＢを復活させることができるのよ」

「ＭＯＢを復活させる!?　さっき、竜系の素材が欲しいって言ってたよね。それってつまり、竜系の素材アイテムを使うと竜型の合成ＭＯＢができるってことなのか!?　そんなことができるのか!?」

　俺は、聞いたことのない新しい合成センスの可能性に興奮し、捲まくし立てるように尋ねる。

　それを見ていた、ザクロやリクール、レティーアの使役ＭＯＢたちと店の端はしでじゃれていたリゥイが、俺の元に駆かけてきて、俺の脇わき腹ばらに頭ず突つきをして来る。

「ぐほっ、リ、リゥイ。痛い」

　ふん、と鼻を鳴らしてザクロたちの元に戻もどるリゥイ。リゥイの頭突きで興奮から冷めた俺は、マギさんたちにクスクスと笑われ恥はずかしくなる。

「確かにユンくんが興奮するのも分かるわ。でも合成ＭＯＢとはちょっと違ちがうの。普通のＭＯＢとして復活させるのよ」

　合成ＭＯＢは、複数属性の素材を使い、更に強化などで核かく石いしに合成していくものだ。

　だが、今回は普通のＭＯＢとして復活するのだという。これが気にならないわけがない。

「つまりね、合成スキルで生み出したものは合成ＭＯＢであって、本物の竜じゃないということ。実際にいた竜の化石から復元した竜の素材に、一定ランク以上の竜の素材をつぎ込むことで、本物の竜を復活させられるようになったということなの」

「へぇ、そんなことができるのね」

「でも、肝かん心じんの竜系の素材が足りないんです。だから、協力してください」

　そう頼むエミリさんに、マギさんも好こう奇き心しんを抑おさえられない様子で頷いている。

「わかったわ。私も協力するわ」

「お、俺もエミリさんとレティーアに協力するよ」

　マギさんの言葉に、俺も思わず協力を申し出る。

「ありがとうございます。本当は私からお願いすべきことなんですけど」

　エミリさんの横に立っていたレティーアが、一歩前に出てぺこりと頭を下げる。

「いいのよ。私が面おも白しろそうって思ったことだから！　この件でレティーアちゃんとも知り合いになれたし、【竜の復活】でエミリちゃんのセンスのレベルが上がれば、ミスリルの金属糸を作れるようになるかもしれないじゃない」

　だから、これは投資ね、と答えるマギさんに、レティーアもホッとしたようだった。

　だが──

「投資とは言ったけど、タダで素材をあげちゃうのもなんだわよねぇ。それじゃあ、一つだけお姉さんが条件を付けようかしら」

　協力はするが対価は貰う主義のマギさんは、顎あごに手を当てて少し思案した後、ふと何かを思いついたらしく、楽しそうな笑みを浮うかべて俺たちに聞いてくる。

「ねぇ、みんな。年とし越こしアップデートの追加クエストに興味ない？」

　マギさんの質問、その真意はわからないまま俺たちは頷き、早さつ速そくクエスト攻こう略りやくに出かけることになった。







　　　一章　荒こう野やエリアと遺い跡せき







　マギさんに連れられて、年越しアップデートで追加されたクエストＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターからクエストを受注するために、パーティーを組む俺たち。

　町の少し外れに行き、芸術家のアトリエっぽい建物の中から出てきた青年ＮＰＣに、マギさんが話しかける。

「こんにちは」

「やぁ、僕は今新しい絵画を描えがいているんだが、どうも思い描いた色が出ないんだ。そこで、昔の偉い大だいな画家が好んで使ったという染せん料りようを取って来てほしいんだ！　きっと素す晴ばらしい色が出せるはずだから」





──【お遣つかいクエスト・芸術家の求める色】──

素材の納品（キョウセイチェリー０／５、ラピスラズリの原石０／５、【染め虫】10匹ぴき１セット０／５）






「マギさん、これがそのクエストですか？」

「そうよ。クエストアイテム収集系だけど、このアイテムが採とれるエリアは、私のセンス拡張クエストに必要な納品素材も採取できるからね」

　まさにマギさんにとって、一石二鳥の美味しいクエストというわけだ。

「それじゃあ、ポータルで移動しようか」

「「「──はい！」」」

　マギさんを中心に、ポータルから転移した先は──第一の町から南に移動した先にある【迷めい宮きゆう街がい】のポータル。

　目的のエリアは、【迷宮街】を更に南下した先にある荒野エリアだ。

　遮しや蔽へい物が少なく平へい坦たんなフィールドは広こう範はん囲い。そうした荒野エリアを、並のプレイヤー以上の速度を持つ機動力の高い中型ＭＯＢが闊かつ歩ぽしており、多くのプレイヤーがその敵ＭＯＢに追走される。

　だが、荒野エリアは、機動力の高い敵ＭＯＢだけが厄やつ介かいな存在ではない。

　敵ＭＯＢから逃にげるために走り回るフィールド各所に存在する、毒を始めとする様々な状態異常バツドステータスの天然トラップがプレイヤーに仕し掛かけられ、荒あれた地面の下では、プレイヤーの足音に反応して襲おそうモグラ型ＭＯＢが身を潜ひそめている。

「さて、陣じん形けいは、私とエミリちゃんが前衛、ユンくんとレティーアちゃんが後衛ね。全員、騎き乗じよう可能な使し役えきＭＯＢや合成ＭＯＢがいるから楽よね」

　マギさんがそう言って、俺たちは、それぞれの使役ＭＯＢたちを召しよう喚かんし、その背に乗る。

「リゥイ、今回もよろしくな。でも、ザクロはここから先、危ないから戻ってくれよな──《送そう還かん》」

「きゅぅ～」

　俺は、成せい獣じゆう化したリゥイの首筋を一撫でし、ザクロも撫でてから召喚石に戻して、他ほかのみんなを見回す。

　マギさんは、パートナーの魔氷狼フエンリルのリクールを成獣化させ、エミリさんは、獣けものをベースにした騎乗用の合成ＭＯＢを召喚する。

　レティーアは、フェアリーパンサーのフユの他に、偵てい察さつ用にミルバードのナツと火の球のＭＯＢであるウィル・オ・ウィスプのアキも一いつ緒しよに呼び出す。

「さぁ、クエストアイテムやその他の素材を探しに行きましょう。使役ＭＯＢの速さなら、そうそう敵ＭＯＢには捕つかまらないだろうけど、一人だと不安だったから、みんなと来られてよかったわ」

「それじゃあ、私は上空をナツとアキに警けい戒かいさせておきます」

「戦せん闘とうは基本回かい避ひでいいかな。どうしても戦闘する場合は、俺が弓矢で引き付ける？」

「お願いします。上空の私と地上のユンさんの二重で警戒しましょう」

　俺たちは、大よその方針を決め、【迷宮街】を出たところからリゥイたちに騎乗して、荒野エリアに入っていく。

　そして、早速罠わなに遭そう遇ぐうした。

「マギさん、エミリさん、ちょっと待って」

　荒野に入りすぐのところで停止指示を俺が出し、マギさんたちが止まったのを確かく認にんして、弓に矢を番つがえる。

　そして、地中に隠かくれたままこちらが通過するのを待つ敵ＭＯＢに弓を放ち、先制攻こう撃げきを仕掛ける。

　こちらの攻撃に驚おどろき、モグラ型ＭＯＢのハリワナモグラが地中から飛び出したところで、マギさんのリクールが前まえ脚あしを振ふるって仕留める。

「おー、気付かなかった。探たん索さく開始早々、手痛い洗礼を受けずに済んだわね。ありがと」

　振り返り、俺に笑え顔がおでお礼を言うマギさん。

　その直後、俺の隣となりで上空を見上げていたレティーアが声を上げる。

「ここから近い採取ポイントをナツが見つけたようです。ナツの案内で進みませんか？」

　周囲の警戒用に放ったミルバードのナツが俺たちの上空を旋せん回かいしており、レティーアの提案に俺たちが頷いて先導を頼たのむと、俺たちが追える速度でナツが飛んでいく。

「さぁ、アイテムを集めるわよ！」

　マギさんは俄が然ぜんやる気になり、みんなでミルバードのナツの後を追う。

　平坦な荒野エリアでは、中型ＭＯＢの群れがエリア内を巡じゆん回かいするように駆け、強そうな敵ＭＯＢが、岩石や地面に擬ぎ態たいしているのを見つけた。

　俺たちは、それらと遭遇しないように、若じやつ干かん迂う回かいしながら、エリアの採取ポイントに向かう。

「ここがそうみたいですね」

　ミルバードの先導で案内された場所は、赤茶けた荒野によく目立つ、緑色の植物が生えた場所だ。

　俺たちは、地中からの不意打ちを警戒しながら、使役ＭＯＢの背から地面に降り立った。

「うーん。ここには採さい掘くつポイントはないみたいね。敵ＭＯＢもいなければ天然トラップもないし、セーフティーエリアかしら」

「なら、ここで集められるのは、そんなに多くなさそうですね」

　そうして、生えている植物を慎しん重ちように調べていくマギさんとエミリさんを守るために、俺が周囲を警戒する。

「エミリちゃん、そっちは何か見つかった？」

「いえ、何も使えそうなアイテムは見つかりませんでした」

「うーん、おかしいなぁ。ここにだけ植物が生えてるってことは、何かあってもよさそうな気がするんだけど」

　荒野にポツンと存在する小さな緑地に何もないのは解げせないと言うマギさんとエミリさんの話を聞きながら俺が首を傾かしげていると、同じように周囲を警戒していたはずのレティーアが、その場にしゃがみ込んで何かをしている。

「レティーア？　何をやってるんだ？」

「ユンさん、虫ってエビみたいな味という話は聞きますが、食べられるんでしょうか？」

「あー、一応、バレット・ロコストなんかの蝗いなご型ＭＯＢのドロップなんかは食べられるらしいけど、どっちかというと食材よりも薬の材料の要素が強いな」

　俺がそんなことを答えながらしゃがみ込んだレティーアの手元を覗のぞき込むと、レティーアは地面に落ちていた大きな石をひっくり返し、その裏に張り付いている結けつ晶しよう化したような赤黒いダンゴムシの集まりを見つけた。

「レティーア、よくやった！　マギさん、エミリさん！　レティーアが【染め虫】を見つけました！」

「えっ、ホント!?　今行くわ！」

　緑地の周辺を探していたマギさんたちは慌あわてて戻もどって来て、レティーアのひっくり返した石の裏を覗き込む。

　背中側からの見た目はルビーのように綺き麗れいな【染め虫】だが、腹側はダンゴムシのそれであるために、うっかりそこを見てしまったマギさんとエミリさんが表情を引き攣つらせながらそこから離はなれていき、俺とレティーアで50匹もの【染め虫】を集めることになった。

「【染め虫】のアイテム説明文を見ると食べられないようですね。ちょっと残念です」

「マギさんたちは気持ち悪がってるけど、俺は結構可愛かわいいと思うんだけどな。まぁ、大き過ぎるとアレだけど」

　センス拡張クエストで遭遇した巨きよ大だいなダンゴムシ型ボスＭＯＢの【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】ぐらいになると流石さすがに引いてしまうことを思い出しながら、【染め虫】を指先で突つっつくと、くるんと丸くなり、張り付いた石からぽろぽろと地面に落ちるので、それを拾い集める。

　俺とレティーアで、あっという間に指定数の50匹を拾い集めたが、【染め虫】はアイテムの染色などの使い道もあるそうなので、俺は可能な限り回収しておくことにした。

　そうして、他の納品アイテムを集めるために、再びリゥイたちに騎乗して荒野を駆かける俺たちは、次に大岩の採掘ポイントを見つけて、今度は俺とマギさん、エミリさんの三人が採掘を行い、レティーアと使役ＭＯＢ全員が警戒に当たる。

「レティーア。敵は来てないか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、上空はナツとアキが、地上はフユが見てますから」

　大岩の上に立ち周囲を見回すレティーアは、使役ＭＯＢたちに指示を出しながら、周囲の警戒に当たっている。

　俺たちは、そのまましばらく採掘を続けて、入手できたアイテムをその場で広げる。

「ユンくんたちは、どんな感じで取れた？」

「結構、色んな種類が取れましたよ」

「私の方もそれなりね」

　俺たちは、採掘によって回収したアイテムを種類ごとに分けて確認していく。

「金鉱石や鉄鉱石、あと魔ま法ほう金属だと、グランライト鉱石とゲイルライト鉱石かぁ。他には、岩塩が少々ね」

「全体的に金属系が多いなぁ。でも、ラピスラズリの原石も、ちゃんと納品に必要な数が集まってる。よかった、俺の方は一個しか見つからなかったから」
















「これで二種類目も達成ね。ユンくん、エミリちゃん、お疲つかれ様。納品アイテム以外は、帰ったらみんなで配分しちゃいましょう」

　マギさんの指示で、この場で確認していたアイテムをインベントリに仕し舞まっている時、レティーアから声が掛かかる。

「みなさん！　敵ＭＯＢが接近中です！　戦闘準備をお願いします！」

　上空を見上げるレティーアの警告に、俺たちはすぐさまそれぞれの武器を構える。

「レティーア、敵はどの方向!?」

　エミリさんが、強い口調で敵の襲しゆう撃げき方向をレティーアに尋たずねれば、大岩の上に立つレティーアは、太陽の方向を指差す。

　俺たちも急いで、眩まぶしい太陽を手で遮さえぎりつつ、上空を見上げる。

　レティーアの指差した先では、チラチラと影かげのようなものが太陽の輪りん郭かくに入り込んだり外れたりして、見み辛づらくはあるが、その存在を視認することができた。

「あれは──ソニック・コンドルってＭＯＢだな。太陽を背に隠れていたのか。気付かなかった」

「はい。アキが見つけてくれました」

　レティーアの側そばをクルクルと漂ただよっているウィル・オ・ウィスプのアキのお陰かげで、敵に不意打ちされるのは未然に防げたが、小さく見えるほど上空から急降下してくる大きな鳥型ＭＯＢのソニック・コンドルに対して、マギさんとエミリさんは有効手段がないために、待ちの体勢を取り続ける。

「さて、ここは俺の出番だな」

　遮蔽物の少ない危険な荒こう野やエリアで突とつ然ぜん上空から敵ＭＯＢに襲われると、足元も見定めず闇やみ雲くもに走って逃げだした挙句、地下からはハリワナモグラに足元を狙ねらわれ、機動力の高い中型ＭＯＢには散々追い回されるのがオチである。

「《付加エンチヤント》──アタック。《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン」

　俺は、エンチャントによる自己強化を施ほどこし、上空で旋回しているソニック・コンドルに狙いを定めながら、弓に矢を番える。

　エンチャントによって自身の物理攻撃力を引き上げ、弓矢に風属性を施した俺は、ソニック・コンドルの急降下に合わせてアーツを放つ。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　上空からの垂直降下で俺たちを狙うソニック・コンドルは、その行動を停止することができず、真っ直すぐに俺の放った矢の射線上を急降下し続ける。

　そして、上空へと昇のぼっていく矢がソニック・コンドルの体に突き刺ささると、ソニック・コンドルは空中でバランスを崩くずし、そのまま錐きり揉もみしながら墜つい落らくしてくる。

「よし、成功だ」

「当たりましたね。しかも一撃とは凄すごいですね」

　俺たちは、遠くに墜落したソニック・コンドルが、光の粒りゆう子しとなって消えるのを見つめるが、そのまま一息つかせてはくれないようだ。

「ユンくん、レティーア。ハリワナモグラが迫せまってくるわよ！」

「分かった。エミリさんは、マギさんのフォローを頼む！　俺はレティーアと一緒に遠えん距きよ離りから倒たおす」

「ナツとアキは地中からの攻撃に強いので、一体を任せます。フユは、私を乗せて回避してください」

　それぞれに、地中を進行してくるハリワナモグラの迎げい撃げき準備を整え、すぐに戦闘を始める。

　これがソニック・コンドルの襲撃と同時だったなら、苦戦どころではなく、パーティー全ぜん滅めつの可能性があったと思い、俺の背中を冷たいものが伝う。

　だが実際には、ソニック・コンドルが攻こう撃げきを早まったため俺の一撃で倒せたうえに、続くハリワナモグラの襲撃にも冷静に対処することができたために、短時間で全すべての敵を倒すことができ、俺たちは、やっと一息つくことができた。

「みんな、お疲れ様。一度、さっきの緑地に戻って休きゆう憩けいしましょう」

「そうですね。ちょっと疲れました」

　俺が力なく笑って答えれば、エミリさんとレティーアも、頷うなずいて同意してくれる。

　俺たちは、再びリゥイたちに乗って、最初に見つけたセーフティーエリアらしき荒野の緑地に向かう。

　敵ＭＯＢに遭あうこともなく緑地に辿たどり着いた俺たちは、座るのに良さそうな石の上に腰こしを下ろし、俺は全員に水すい筒とうのお茶を振る舞まった。

「ふぅ、落ち着いたわ。ユンくん、ありがとう」

「ユンさん、ユンさん。あれ下さい」

「はいはい」

「わーい。ユンさん、大好きです」

　全員がお茶で一息つき、レティーアに催さい促そくされて、俺はインベントリからラッピングしたクッキーを一袋ふくろ取り出す。

　それを、ナツやアキ、フユたちと食べて満腹度を回復させ、落ち着いたレティーアは、ふと先さき程ほどの戦せん闘とうで気になったことを尋ねてきた。

「そう言えば、ユンさん、さっきのソニック・コンドルへの一撃は、特別なワザとか使ったんですか？」

「あー、あれね」

　俺は、苦笑いを浮うかべながら、簡単に倒せたネタバレを口にする。

「実は、【痺しびれ薬】を合成した麻ま痺ひ矢を使ったんだ。だから、多分麻痺が通って飛べなくなり、最後は落下による地形ダメージがトドメになったんだよ」

「そうなんですか!?」

「ああ、だから別に、俺が強くなったとか凄いワザを使ったとかじゃなくて、運が良かっただけ」

　そんな俺の説明に驚おどろき感心するレティーアとは対照的に、マギさんとエミリさんが呆あきれている。

「ユンくん、悪い癖くせだよ。運で話が済むなら、みんな苦労しないんだから」

　苦笑いを浮かべるマギさんの言葉に、今度は俺が耳を傾かたむける。

「クエストを受ける前に下調べしたけど、ソニック・コンドルは、急降下時に風の障しよう壁へきを張るらしいのよ。弱い魔法程度なら、そのまま弾はじいちゃうそうだから、その障壁を矢で貫かん通つうしちゃうってのは、やっぱり凄いわよ」

「本当ですか!?」

「ユンくん、自分に自信がないなぁ。ユンくんの強さは、お姉さんが保証してあげるよ！」

　マギさんに褒ほめられた俺は、曖あい昧まいに笑い返して、自分のセンスステータスを確かく認にんする。
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【弓Ｌｖ54】【長なが弓ゆみＬｖ37】【魔ま弓きゆうＬｖ20】【空の目Ｌｖ20】【看かん破ぱＬｖ33】【俊しゆん足そくＬｖ25】【魔道Ｌｖ26】【大地属性才能Ｌｖ７】【付ふ加か術じゆつＬｖ49】【調教Ｌｖ33】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ18】




控ひかえ




【調薬師Ｌｖ15】【錬れん金きんＬｖ46】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ28】【生産職の心得Ｌｖ10】【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】【念動Ｌｖ３】








　ソニック・コンドルの風の障壁は、複数の弓系センスを装備することによる貫通能力の向上や、【物理攻撃上昇】のセンスの補正、エンチャントのステータス底上げなど、一点突とつ破ぱの能力で貫通することができたのだと思う。

　だが、素す直なおに喜ぶことはできなかった。

　確かに俺は強くなっているが、【皇帝愚足蟲】のような本当に防ぼう御ぎよの硬かたい敵に対する有効打を持っていないことを知っている。

　俺は弱い敵にだけ強いということを、自分自身で知っているのだ。




　　　　●




　荒野の緑地でしばらく休憩した俺たちは、残りの納品アイテムである【キョウセイチェリー】を探して、再び移動を開始した。

　それと同時に、エミリさんとレティーアが欲ほしがっている竜りゆう系の【化石】も確保するため、荒野の採さい掘くつポイントも探していると、何もない平地に、唐とう突とつに採掘ポイントを見つけた。

「珍めずらしいわね。こんな平地に採掘ポイントがあるなんて」

　最初に見つけたのはエミリさんだった。赤茶けた荒野の大地の中で若じやつ干かん白っぽい地面を見つけて近寄れば、そこが採掘ポイントだと判明したのだ。

「それじゃあ、私は採掘スキルがないので、周囲の警けい戒かいをしていますね」

「ええ、レティーア。お願い」

　既すでに荒野での探たん索さくの暗あん黙もくの役割分担として、レティーアと使し役えきＭＯＢたちが警戒に当たり、俺、マギさん、エミリさんの三人が採掘に当たる。

　平地の採掘ポイントは、大岩のようにピッケルを突つき立てるのではなく、農業用のスコップを取り出し、地面を掘ほり返していく。

「おっ、アイテム発見……って【ガラクタ】か」

「ユンくん【ガラクタ】を見つけたの？　なら後で私にちょうだい」

「私の方も【ガラクタ】を見つけましたので後で渡わたしますね」

「ありがとう、エミリちゃん」

　平地の採掘ポイントをしばらく掘り返して出てきたものは、鉱石がごく少量で、残りは【化石】と【ガラクタ】系のアイテムだ。

　エミリさんたちの探している【化石】は、鑑かん定ていすることで、植物の種やＭＯＢの体の一部の生産素材が手に入り、エミリさんは、それらを活用してＭＯＢを復活させるそうだ。

【ガラクタ】も、同じように鑑定することで、剣けんや兜かぶとなどの武器や防具として活用できたりするそうだ。

　だが、【化石】と同様に、【ガラクタ】から有用なアイテムが出るのは極ごく低確率であり、多くが土ど偶ぐうの破は片へんや錆さびた剣、折れた剣など、文字通りのガラクタアイテムであるために、殆ほとんどネタ扱あつかいされるだけである。

「平地の採掘ポイントは【化石】や【ガラクタ】が多くて、殆どのプレイヤーには、あんまり旨うま味みがなさそうだな」

　一通り採掘し終えた俺がポツリと呟つぶやけば、マギさんが苦笑いを浮かべる。

「そうね。利用価値の高い鉱石狙いなら、大岩の採掘ポイントを狙うんでしょうけど、今回、【化石】狙いの私たちは、引き続き平地の採掘ポイントを巡めぐりましょう」

「なら、それらを優先して探させます。ナツ、よろしくお願いします」

　警戒を続けつつもこちらの話に耳を傾けていたレティーアが、ミルバードのナツを周囲の探索に出す。

　そして、しばらくして戻もどって来たナツの案内で、俺たちは荒野を安全に移動し、二つの平地の採掘ポイントを巡ることができた。

　そして──

「あ、いけません」

「ん？　レティーア、どうしたんだ？」

　次の採掘ポイントに向かおうとリゥイに騎き乗じようしかけた時、レティーアがポツリと呟き、俺たちの動きが止まる。

　何か不ま味ずいことでもあったのか、と思い心配になる。

「お腹なかが空すきました。何か下さい」

「またかよ。全く……ほら」

　心配して損した、という気分になりつつ、憎にくめない笑えみを浮かべて両手を差し出して来るレティーアに、俺は溜ため息いきを吐つきながら、インベントリからサンドイッチを取り出し渡わたす。

「わーい。ユンさんのサンドイッチです」

　喜びながら受け取るレティーアは、早さつ速そく美お味いしそうに食べ始める。

　その姿を見ると悪い気がしないので、俺は思わず微び苦く笑しようを浮かべてしまう。

「私もちょっと疲つかれてきたわね。エミリちゃんはどう？」

「なら、残りのクエストアイテムを収集したら、戻ってクエスト報告しましょうか」

　新しい方針をマギさんとエミリさんが相談する中、サンドイッチを食べ終えたレティーアが話に加わる。

「それなら、ナツやアキたちに【キョウセイチェリー】をずっと探させていましたので、すぐに案内できますよ」

「レティーア。準備がいいな」

「はい、荒こう野やのサクランボ。厳しい環かん境きようの果物は、きっとおいしいのでしょうね」

「おい、やっぱり食べ物絡がらみ優先か」

　うっとりと呟くレティーアに俺がツッコミを入れ、今度はマギさんとエミリさんが微苦笑を浮かべる。

　そして再度、使役ＭＯＢに乗って移動を始め、ミルバードのナツに案内されて【キョウセイチェリー】のある場所に着くと、そこには、この荒野エリアでは特に目立つ一本の木が生えていた。

　真っ赤な艶つやのあるサクランボのような【キョウセイチェリー】の実をつけたその木は、大岩に根を食い込ませるようにして生えている。

「なんか、怪あやしいよな。あれ」

「ええ、いかにも罠わなっぽいけど、センスに反応する？」

　マギさんが尋たずねてくるが、俺の【看破】のセンスは一応反応するものの、それがどのような種類のものなのか分からない。

「すみません。センスには反応するんですけど、何が待ち構えているか分かりません」

「なら、下手に手を出すべきじゃないわよね。あれ」

　俺の言葉を受けて、岩の上に生える木をじっと見つめるエミリさん。

　レティーアは、あのサクランボを食べてみたいという雰ふん囲い気きを全身から発しており、現在、小声で木に実る【キョウセイチェリー】の数を数えている。

「俺の【看破】のセンスでも、どんな種類の反応か分からないんじゃ、どうしようもないな」

「ユンさん、ナツに取りに行かせますか？」

　レティーアの問い掛かけに、その腕うでに留まるミルバードのナツが、チチッと小さく鳴き、やる気を出すが、エミリさんはそれを止める。

「それは止やめた方がいいと思うわ。ＭＯＢが近づいたら反応する罠の場合もあるから、下手に近づくべきじゃないわ」

「ですけど、こうしたいかにもな罠は、あえて踏ふまないと取れないですよね」

「それは、そうだけど……」

　困こん惑わくするエミリさんに、俺もマギさんも安全な取り方を考え、一つの方法を思いつく。

「ちょっと試ためしてみたいことがあるけどいいかな？」

「なに？　ユンくん」

「ちょっとした実験。駄だ目めだったら、その時は別の方法を考えます」

　俺は、そう言って、この場を任せてもらい、装備している【俊足】のセンスを【念動】センスと交こう換かんする。

　この【念動】センスは、センス拡張クエストのクリア時にノーコストで取得できたセンスだが、ミュウたちからゴミセンスと評価されていた。

　事実、低レベルの【念動】センスで動かせる物は、小さな石程度であり、動かせる範はん囲いも、俺を中心に半径五メートル程度である。

　また、動かした物を他ほかの物にぶつける程度のことも殆どできないくらい攻こう撃げき性が乏とぼしいセンスだが、俺はそれを、【空の目】のターゲティング能力と組み合わせて使ってみることにしたのだ。

「──《キネシス》！」

　五メートル以上離はなれた位置の【キョウセイチェリー】をターゲットに指定し、【念動】スキルを発動させる。

　本来の操作範囲を越こえた発動にＭＰ消費量が増えるが、【念動】スキルの不可視の手が【キョウセイチェリー】に触ふれ、ぷちり、と小気味のいい音を立てて採ることができた。

　俺はそのまま《キネシス》を操作し、宙に浮ういた状態の【キョウセイチェリー】を、ゆっくりと引き寄せる。

「やった。成功だ」

「おめでとう、ユンくん。この方法なら、ユンくんの感じた反応も発動しないから安全ね」

　俺が手元に引き寄せた【キョウセイチェリー】を見ながら、マギさんが微笑ほほえみを向けてくる。

　レティーアはその【キョウセイチェリー】を食べたそうにしているが、これはクエストの納品分であり、まだ最初の一個目なので、俺がインベントリに仕し舞まい込むと、レティーアは露ろ骨こつに残念そうな顔をした。

「レティーア、我が慢まんしろ」

「むぅ、ユンさん」

「我慢したら、今度レティーアの食べたいものを作ってやるから」

「それホントですか？　なら我慢します！」

　そう言って、ぶつぶつと食べたいものを考え始めるレティーアに、マギさんたちが微苦笑を浮かべ、場が和なごむ。

「それじゃあ、この方法で集められるのね」

「エミリさん、ごめん。集中して疲れたし、ＭＰが心こころ許もとないからちょっと待って」

　本来の操作範囲外まで念動スキルの不可視の手を伸のばしたために、ＭＰの消費量が非常に大きく、それを訴うつたえる俺に、逆にエミリさんが申し訳なさそうにする。

　その後、俺はＭＰポーションを使い、少しの休きゆう憩けいを挟はさんでから再び念動スキルを使い、【キョウセイチェリー】を採取した。

　離れた場所からのアイテム採取という新しい可能性のあるセンスだが、まだ低レベルで使い慣れていないために、一つ一つ慎しん重ちように回収していき、現在、四個目の【キョウセイチェリー】を手元に引き寄せているところだった。

「あと一つだな。いくぞ」

　最後の一つを回収するために《キネシス》を発動させ、摘つみ取ろうとしていた時、レティーアから声が掛かる。

「ユンさん。上空からソニック・コンドルが狙ねらってます」

「不味いわね。ユンくん、一度中断して迎げい撃げきできる？」

「ごめん、マギさん。それは無理かも」

　現状では、《キネシス》発動で消費したＭＰの回復やスキルの待機時間デイレイ・タイムの関係から、迎撃には間に合わない。

「スキルの発動が間に合わないから、みんな逃にげる準備をしてください」

「分かったわ。なら、あの【キョウセイチェリー】を回収したら即そつ行こうでこの場から離り脱だつね」

　マギさんたちが頷うなずき、それぞれの使し役えきＭＯＢたちに騎乗して逃げる準備を整える中、俺は最後の一つを素す早ばやく回収しなければと焦あせって《キネシス》のコントロールを誤り、実のついている枝ごと折ってしまった。

「……あっ、ヤバいかも」

　折れた枝が《キネシス》の不可視の手をすり抜ぬけて、【キョウセイチェリー】の木の生える岩の上にポトリと落ちる。

　落ちた枝付きの【キョウセイチェリー】を回収しようと、更さらに《キネシス》の手を伸ばそうとするが、マギさんに肩かたを摑つかまれて中断させられる。

「ユンくん、タイムリミットよ！　今は逃げましょう！」

　マギさんの言葉に、俺は後うしろ髪がみを引かれつつもリゥイの背に飛び乗り、手た綱づなを取って、上空から襲おそってくるソニック・コンドルから逃げる。

　直後、俺たちがいた地点に急降下して地面を陥かん没ぼつさせたソニック・コンドルが、再び飛び立つ。

　次の襲しゆう撃げき前には、スキルの待機時間デイレイ・タイムが終わるから、ソニック・コンドルの急降下に合わせたカウンターに間に合いそうだ、と内心安あん堵どしていると、俺たちが後にしてきた【キョウセイチェリー】の生える大岩が鳴動を始め、俺たちの動きが固まる。

「まさか……さっき落としたのがトリガーになったとか？」

　俺は、情けない声を出すと共に、【看かん破ぱ】のセンスで、正体不明の反応が動き出したのを感じる。

　地面が揺ゆれ、【キョウセイチェリー】の木が大岩ごと持ち上がったかと思うと、その前後の地面から、ハサミが付いた二本の腕と、長い針を持つ尻しつ尾ぽが飛び出してきた。

『──ＫＹＵＵＵＵＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡ！』

　ガラスを擦こすり合わせたような叫さけびを上げるのは、大岩に擬ぎ態たいした背中に【キョウセイチェリー】の木を根付かせた、大おお蠍さそり型ＭＯＢのロック・スコルピオンだ。

　両手のハサミと尻尾を持ち上げたまま猛もう烈れつな速度で俺たちの方向に迫せまって来る。

　その姿から、岩場に擬態した背中は、全体のほんの一部でしかないことが分かった。

　胴どう体たい部の大きさは、マギさんの騎乗するリクールの約４倍。手足と尻尾を含ふくめれば、７倍から８倍の大きさの敵ＭＯＢが迫ってきているのだ。

「あんなの相手にできないから逃げるわよ」

　ロック・スコルピオンの登場を呆ぼう然ぜんと見ていた俺たちは、マギさんの言葉で我に返り、それぞれの騎き乗じようする使役ＭＯＢたちを走らせる。

　後ろからは、巨きよ体たいに似合わぬ速さで迫る巨大蠍さそり。更に上空では、ソニック・コンドルが、俺たちを再び狙うために追ってくる。

「ロック・スコルピオンとソニック・コンドルに同時に追われるなんて、最悪のパターンだわ！　こっちよ！」

　先頭のマギさんは、荒野エリアの境界に向かって使役ＭＯＢのリクールを走らせる。

　エリア外に出てしまえば、敵ＭＯＢは追つい跡せきしてこないからだ。

　普ふ通つうのプレイヤーでは逃げ切れない移動速度を持つ二種類のＭＯＢに追われながら、俺たちは何とか距きよ離りを保ちつつ逃げるが、相手はそれを許さない。

　上空のソニック・コンドルは、俺たちを追い抜くと、その場で一八〇度方向転てん換かんし、こちらに向けて、羽ばたきと共に真空波を飛ばしてきた。しかしそれは、俺たちの頭上を越え、後方へと飛んでいく。

　正面から狙ってはずした？　首を傾かしげつつ、走るリゥイの背から後ろを振ふり返って確かく認にんすると、そこにはもうもうと土つち煙けむりが舞まい上がっていて、俺たちを猛もう追ついしているはずのロック・スコルピオンの姿がよく見えない。

　俺は嫌いやな予感がして、思わずエミリさんに声を掛けた。

「エミリさん、避よけて！」

「っ!?　きゃっ!?」

　土煙で互たがいを視認し辛づらい状態の中、ロック・スコルピオンは尻尾の先せん端たんから滴したたる毒液を高速で飛ばしてきた。それがエミリさんの騎乗する合成ＭＯＢに当たり、横よこ倒だおしになった合成ＭＯＢが光の粒りゆう子しとなって消えてしまうと、エミリさん一人が荒こう野やに投げ出されてしまった。

　合成ＭＯＢは使い捨ててしまって大だい丈じよう夫ぶだが、騎乗による移動手段を失ったエミリさんは、このままでは、すぐ後方から迫るロック・スコルピオンに襲われてしまう。

「マギさんとユンさんは、走り続けて下さい。私が助けます」

「レティーア！」

　最さい後こう尾びを走っていたレティーア、騎乗しているフェアリーパンサーのフユを操あやつり、倒れたエミリさんの許もとに向かう。

　悠ゆう然ぜんとした動きで上空から狙いをつけるソニック・コンドルは、レティーアを真空波で狙うが、レティーアはフェアリーパンサーの背に乗ったまま、それを軽々と避けた。

　また、後方からロック・スコルピオンの放った毒液は、フェアリーパンサーが高く飛び上がって躱かわし、そのまま妖よう精せいの羽根で滑かつ空くうして一気にエミリさんの許に到とう達たつすると、レティーアはフェアリーパンサーを走らせながらエミリさんに片手を差し出して叫んだ。

「後ろに乗って下さい！」

「ありがとう、レティーア！」

　差し出された手を握にぎり返したエミリさんは、フェアリーパンサーの走り抜ける勢いを殺さずにレティーアの後ろに飛び乗り、俺たちを追い掛かけてくる。

　その間、俺たちもエミリさんたちが追い付けるように援えん護ごする。

「いい加減、しつこいわよ！　いっけぇ！」

　マギさんは、インベントリから取り出した投なげ槍やりを担かつぎ、リクールに乗ったまま上体の力だけで投とう擲てきした。投げ槍は、正面上空から真空波を放とうと滞たい空くうしていたソニック・コンドルの体を掠かすめる。

　急降下時ではないために風の障しよう壁へきを纏まとっていなかったソニック・コンドルは、即そく反撃すべく、マギさんに垂直急降下の突とつ撃げきを仕掛けてくるが、それに対しては、俺が真正面から迎撃する

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　走るリゥイの背の上で、上空から突撃してくるソニック・コンドルに狙いを定める。そして放った麻ま痺ひの合成矢がソニック・コンドルの纏う風の障壁を貫つらぬいてその体に突つき刺ささると、ソニック・コンドルは地面に墜つい落らくし、光の粒子となって消えた。

　その時、レティーアたちが俺たちに追い付いた。

「あとは、ロック・スコルピオンなんだけど……リゥイ！　全力回かい避ひ！」

　背後から毒液を飛ばしてくるロック・スコルピオンの攻こう撃げきに、リゥイは体を左右に傾かたむけるようにして進路を変え、攻撃を避けていた。

　基本、真っ直すぐに走っているために、真後ろの敵を矢で射い貫ぬくのは容易ではない。人間の身体構造的には、事実上不可能だ。

　それに、あの硬かたそうな甲こう殻かくでは、俺の矢は弾はじかれてしまうだろう。

「それなら──」

　俺は、リゥイの手綱を握り直し、エミリさんとレティーアがマギさんに合流したのを確認して、その後を追うための最短コースをリゥイに走らせると、ロック・スコルピオンも俺を狙って追ってくる。

　そこで俺は、インベントリからマジックジェムを摑み出し、リゥイの背からそれを背後にばら撒まいた。

「これで止まってくれよ。──【ボム】【クレイシールド】！」

　すると、地面に撒いたマジックジェムを起点に爆ばく発はつが起こり、次々と土つち壁かべが迫せり上がる。

　だが、ロック・スコルピオンは、それらを両りよう腕うでのハサミで粉ふん砕さいし、腹の下で巻き起こる爆発をものともせずに走ってくる。

『──ＫＹＵＵＵＵＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡ！』

　そんなロック・スコルピオンは、両腕のハサミを地面に突き立てて激しい土煙を上げると、その姿を消してしまう。

「ロック・スコルピオンがいない？」

　先頭を走るマギさんがリクールの走る速度を落としてゆっくりと止まり、後ろで薄うすれていく土煙を見る。

　マギさんが止まったことで、リゥイやフェアリーパンサーのフユも足を止め、後ろを振り返る。

「俺たち、ロック・スコルピオンから逃げられたのか？　はぁ、疲つかれたぁ～」

「ユンくん、そういうこと言うと──」

　エミリさんが俺を窘たしなめるように声を掛けてきた直後、進行方向正面の地面が爆発し、土煙が上がる。

「ホラーだと大体、助かったと思った瞬しゆん間かんが死ぬ時だから！」

「おー、正面に回り込まれた」

「吞のん気きに言っている場合じゃなくて逃にげるわよ！」

　俺たちは、再び現れたロック・スコルピオンから逃げるために、使役ＭＯＢたちを走らせる。

　さっきの進路のまま真っ直ぐ走れば、荒野エリアの境界線に辿たどり着くはずだったが、正面に回り込まれてしまったために進路を変えて荒野を逃げ続けることになった。

「マギさん！　逃げる当てはあるんですか!?」

「荒野のセーフティーエリアか、遺い跡せきオブジェクトの中よ！」

「遺跡オブジェクト!?」

「見えたわ！」

　マギさんの指差す先には、長方形の建物の一部らしきものが地面に斜ななめに沈しずんでいるのが見える。

　あそこに逃げ込めば、ロック・スコルピオンの巨体では侵しん入にゆうすることはできなさそうだが──

「駄だ目めよ！　追い付かれるわ！」

　レティーアの後ろに乗るエミリさんが声を上げた通り、じりじりとロック・スコルピオンとの距離が縮んでいく。そして、リゥイたちは今全員が全力で走っている。

　これ以上走る速度を上げるには、エンチャントでリゥイたちを強化する必要がある。

「みんなが乗ってる使し役えきＭＯＢたちに速度エンチャントを掛けるからしがみ付いて！」

　俺が声を張り上げると、全員が引き剝はがされないようにしっかりと、それぞれが乗ってる使役ＭＯＢに摑つかまった。

　俺自身もあの速度を再度体験するのは覚かく悟ごがいるが、俺はリゥイに、仲間全員が視界に入る位置に動いてもらい、エンチャントを施ほどこす。

「【空間付加ゾーン・エンチヤント】──スピード！」

「うっ、きゃぁぁぁっ！」

　リゥイ、リクール、フユの三体に同時に施された速度エンチャントのお陰かげで、一気にロック・スコルピオンとの距離が開く。

　だが、急激に猛もう加速する使役ＭＯＢに騎乗する俺たちは、その背にしがみ付いて耐たえることしかできず、マギさんやエミリさんは悲鳴を上げている。

　俺は、二度目でも慣れておらず、リゥイにしがみ付き、体を小さくして空気抵てい抗こうを少なくするのが精いっぱいだ。

　ちらりと横目で見たレティーアだけが、涼すずしげな表情をして前を見ていた。

　そして、俺たちは、そのままの速さで、マギさんが遺跡オブジェクトと呼んだ建造物の中に駆かけ込んでいくのだった。




　　　　●




　遺跡オブジェクトに駆け込むと、リクールとフユは、体を横向きにして脚あしを踏ふん張り、ズザザザッと地面を抉えぐりながら走る勢いを殺して停止した。

「はぁ、楽しかった」

「はぁ、怖こわかった」

「「ん？」」

　マギさんは、加速したリクールに乗るので精いっぱいだったらしく肩かたで息をしながらも楽しかったと言う一方、レティーアの後ろでフェアリーパンサーに乗っていたエミリさんは、地面に降り立った瞬間、その場でしゃがみ込んでしまう。

　そんな二人が、落ち着いたところで、互いに顔を見合わせていた。

「エミリさん、大丈夫ですか？」

「ユンくん、酷ひどいじゃない。って、ユンくん自身も大丈夫じゃなさそうね」

　俺もリゥイに速度エンチャントを掛けて走ったのは二度目だが、それでもあの速度はきついものがあり、エミリさん同様に地面にしゃがみ込んでしまう。

「どう？　ちゃんと逃げ切れたみたい？」

　今、俺たちの中で、比ひ較かく的てき元気なマギさんとレティーアが、そっと外部の様子に耳をそばだてる。

　俺もその場から【空の目】の遠視能力で見れば、ロック・スコルピオンは、追ってきた勢いのまま、遺跡オブジェクトに突っ込んでくる。

「きゃっ!?」

「うわっ!?」

　ロック・スコルピオンの激げき突とつで遺跡オブジェクト全体が揺ゆれたため、みんなバランスを崩くずし後ろに倒れそうになるが、リゥイやリクールたちそれぞれの使役ＭＯＢが、後ろから支えてくれた。

『──ＫＹＵＵＵＵＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡ！』

　遺跡オブジェクトに突撃したものの、その巨きよ体たいでは入り口から入ることができず、苛いら立だつように両方のハサミを遺跡の壁かべに叩たたき付けるロック・スコルピオン。

　そのたびに内部ではパラパラと砂が舞まい落ち、俺たちはドキドキしていたが、しばらくすると諦あきらめたようで、こちらに背を向けると、両方のハサミを地面に突き立てて地中に潜もぐり去っていく姿が、俺の【空の目】で見えた。

「ふぅ、帰ったみたいね。それにしても疲れたわ。慣れない騎き乗じようもしたし、ここで少し休みましょう」

　リクールの体に寄り掛かったマギさんは、ロック・スコルピオンに追われた精神的な疲れを癒いやすため、リクールのもふっとした青み掛かった白銀の毛並みに顔を埋うずめて、気持ち良さそうに目を閉じる。

「それにしても、あと一つの【キョウセイチェリー】の採取に失敗したわね」

「ごめん。俺がちゃんとできなかったばかりに……。俺のせいだ」

「ユンくんを責めているわけじゃないわ」

　結局最後の一つは、回収する暇ひまもなく逃とう走そうすることになったが、なんとしても、もう一度、ロック・スコルピオンに追われるリスク覚悟で採りに行かなければならない。

「クエストに期限はないんだし、元々私が提案したクエストだから、今回は失敗しても構わないわよ」

　マギさんは、リクールに寄り掛かったまま、気にしていないと手を振ふって慰なぐさめてくれるが、俺は余計に心苦しく感じる。

「はぁ……」

「もう、ユンくんは真ま面じ目めね」

　俺は深い溜ため息いきを吐はき出し、エミリさんに苦笑いをされてしまう。

　その横でレティーアは、遺跡オブジェクトの天てん井じようにあたる位置にある四角い穴から見える空を見上げていた。

「レティーア、どうしたの？」

「終わりましたよ」

　きっと昔は窓代わりに使われていただろう穴を、俺もじっと見つめていると、ちらりと何かの影かげが過よぎり、レティーアが片腕を上げると、その穴から二つの何かが飛び込んでくる。

「うわっ！　ナツとアキ!?」

「はい。おかえりなさい。それとご苦労様です」

　穴から飛び込んできて、滑かつ空くうしてレティーアの片腕に留まるミルバードのナツと、ふわふわとした動きで漂ただよってくるウィル・オ・ウィスプのアキ。

　そして、ミルバードのナツの嘴くちばしに咥くわえられているのは、一ひと粒つぶの【キョウセイチェリー】の実が付いた木の枝──

「それ！　俺が採り落とした【キョウセイチェリー】!?　どうしてそれを!?」

「ユンさんが落とした枝をナツとアキが回収してくれました。これでクエスト達成です。褒ほめてくれますか」

　そう言って、微笑ほほえみを浮うかべて俺にドヤ顔で【キョウセイチェリー】を手て渡わたして来るレティーア。

　全く、気が利きくというか抜ぬけ目がないというか、と苦笑いを浮かべる俺とエミリさん。

　そして、クエストの納品アイテムが全すべて揃そろい喜ぶマギさんは、そのままの勢いでレティーアに抱だき付く。

　マギさんに抱き締しめられて押しつぶされそうになっているレティーアには、今声を掛かけても聞こえないだろうし、そんなレティーアの巻き添ぞえにならないように逃げたナツとアキがフユの背に乗っていたので、俺はレティーアに言うべき感謝の言葉を彼らに伝えてお礼の食べ物を差し出した。

「今日はありがとな」

「ああ、ユンさん、ナツたちだけズルいです」

「はいはい。レティーアの分もあるから」

「わーい、ユンさん大好きです」

　レティーアの現金な物言いに俺は微び苦く笑しようを浮かべ、改めてのんびりとした雰ふん囲い気きの中で休むことができた。

「それにしても何なんでしょうかね、ここ。ダンジョンでもないし。セーフティーエリアでしょうか？」

　俺がそう言いながら遺跡オブジェクトの中を見回していると、マギさんが説明してくれる。

「一応、セーフティーエリアの一種みたいね。荒こう野やエリアでは、敵ＭＯＢに延々と追われることが多いから、緊きん急きゆう時の避ひ難なん場所として使えるわね」

　ちょうど今の私たちみたいにね、と冗じよう談だんめかして言うマギさんに苦笑する。

「ここと同じような遺跡オブジェクトが、荒野エリアには幾いくつも点在していて、その内部には採さい掘くつポイントもあるらしいわ」

「ほんと？　なら探さなきゃね」

　マギさんの話を聞いてエミリさんが立ち上がり、遺跡オブジェクトの内部を探し始めると、すぐに採掘ポイントを見つけた。

　荒野の砂が長い期間吹ふき込んで溜たまったような地面を掘ほり返して現れたのは、ガラクタばかりだった。

「あはははっ！　採掘ポイントの殆ほとんどはガラクタしか出ないそうだから、盗とう掘くつプレイで遊ぶくらいしか利用方法はないんじゃない？」

「マギさん、それを早く教えて下さいよ！」

　期待して掘り返し、出てきたガラクタを両手に摑んで戻もどって来るエミリさん。

　そんなエミリさんの姿を見て、リクールも立ち上がり、遺い跡せきオブジェクトの端はしの方に移動していく。

「おっ？　どうしたのリクール？」

「ここ掘れワンワンでしょうか？」

　俺は、穴を掘り始めたリクールの足元を見るために横から覗のぞき込んだ。

　しばらくして、中ちゆう華か鍋なべのような金属の塊かたまりを引っ張り出すリクール。

「なにこれ？　リクール、何か役立つもの？」

『ワン！』

　体格が大きくなり、一咆ほえするだけで空気を震ふるわすリクールの返事だが、その直後にマギさんに甘えるように擦すり寄る姿を見ると、全く怖さは感じない。

「とりあえず、一度ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに鑑かん定てい依い頼らいですかね」

　第一の町の骨こつ董とう店で、これまでに集めた【化石】や【ガラクタ】アイテムを鑑定して貰もらわなきゃいけない。だが、俺の言葉に、エミリさんが声を掛けてきた。

「マギさん、鑑定なら私ができますよ」

「えっ？　ホント？」

「はい。私には、【収集眼】の上位センス【鑑定眼】がありますから、未鑑定アイテムの類たぐいも鑑定できますよ。まぁ、本来は、敵からのアイテムドロップ率上じよう昇しよう系のセンスなんですけどね」

　それは正直ありがたいと、マギさんが言う。

「凄すごいじゃんエミリちゃん！　これで溜め込んだアイテムを鑑定できるのね！　今まで集めた【化石】５００個とか【ガラクタ】１５０個とか」

「それは嬉うれしいなぁ。俺もお願いしていいですか？　今まで集めた未鑑定の【化石】３００個」

「二人とも、どんだけ溜め込んでいるんですか」

　エミリさんはそう言って呆あきれたようなジト目を向けてくるが、マギさんと俺は、あはははっ、と誤ご魔ま化かすように笑う。

　実際、３００個も集めたのはいいが、ＮＰＣに１個鑑定してもらうのに５０００Ｇゴールド掛かるのだ。それが10個程度なら特に気にならないが、１００個で50万Ｇ、２００個となると１００万Ｇにもなって、これは相当イタい出費だ。

　なので、出せなくはないけど、後回しでもいいかなぁ、と思っていたら、いつの間にかこれだけ溜まっていたのだ。

　マギさんも、俺と同じく鑑定を依頼する優先順位が低かったようで、俺以上に溜めていた。

「まぁ、【化石】の提供をお願いしたのは私だから、それくらいの鑑定はするわ。骨董店ＮＰＣに頼たのむと、馬ば鹿かにならない鑑定料を取られるものね」

　日ひ頃ごろ【錬れん金きん】や【合成】でアイテムを大量に使うエミリさんが、最後にそう愚ぐ痴ちをこぼした。

　そうして、遺跡オブジェクト内を一通り見て回り、いくつかの【ガラクタ】アイテムを見つけたが、その場では鑑定せず、町に戻ってから、エミリさんの【素材屋】のお店に他ほかの手持ちのアイテムなども持ち寄って、それらと一いつ緒しよに鑑定するという話になった。

　その後、外を警けい戒かいしながら遺跡オブジェクトを出て、今度こそ無事に荒野エリアを抜けた俺たちは、【迷めい宮きゆう街がい】のポータルから第一の町に戻り、クエストＮＰＣである芸術家のアトリエまで戻って来た。

「ああ、求める色を出すための素材だ！　こんなにありがとう！　これは、僕の知り合いの芸術家が作ったアクセサリーなんだ！　お礼の気持ちとして是ぜ非ひ受け取ってほしい！」

　芸術家ＮＰＣの男性はそう言って、一度家の中へ取りに戻った今回のクエスト報ほう酬しゆうを俺たちに渡わたして来る。

「お遣つかいクエストとは言っても、難易度高かったぁ～」

「そうね。荒野エリア自体が高レベルなエリアだから、ただのクエストアイテム収集じゃ終わらなかったわね」

「そんなことよりお腹なか空すきました」

　クエスト終わりの空気も読まずに発言するレティーアに、俺とエミリさんは苦笑いを浮かべ、マギさんはちょうどいいと顔を輝かがやかせる。

「それならクロードのお店に行きましょう！　私の奢おごりよ」

「ほんとう、ですか？」

「マ、マギさん!?　それは不ま味ずいですよ！」

「そ、そうですよ！　レティーアに際限なく食べさせたら大変なことになりますよ！」

「あはははっ、ユンくんとエミリちゃんは心配性しようだなぁ。別に際限なく奢るわけじゃないわよ。常識の範はん囲い内で、ね」

　マギさんがそう言うと、喜びに顔を輝かせていたレティーアのテンションが目に見えて下がったので、あっ、こいつ延々と食う気だったな、と直感する。

　その後、クロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】に移動した俺たちは、ウェイトレスのカリアンさんが運んできたお茶とケーキのセットを味わいながら、クエスト報酬を確かく認にんし、俺はなぜマギさんが今回のクエストを受けたのかを理解した。

「マギさん、このクエスト報酬アイテムが欲ほしかったんですね」

「そうよ。まぁ、狙ねらいはその中の【土輪夫の鉄輪】だけだったんだけどね」

「私は、全部嬉しいわ」

「私、食材ドロップのやつだけ欲しいです」

　ケーキを食べながら、俺もメニューから、今回のクエストで手に入れたアイテムの情報を確認する。





土輪夫の鉄輪【装そう飾しよく品ひん】（重量：１）

ＤＥＦ＋４　追加効果：採掘ボーナス（小）







園芸地輪具【装飾品】（重量：１）

ＤＥＦ＋４　追加効果：採取ボーナス（小）







チヌ・キリング【装飾品】（重量：１）

ＤＥＦ＋４　追加効果：食材ドロップ（小）






　中々にダジャレの利きいたアクセサリーだが、意外と有用だ。

　土輪夫と書いて、ドワーフと読む。園芸地輪具はエンゲージリング、チヌ・キリングは血ち抜ぬきリングと、当て字を使った微びレア装備だが、採取・採掘を行う生産職には有用なアイテムだ。

　ボーナスの効果は、アイテム入手機会のうち十分の一の確率でアイテムの入手量が増えるというものだ。

　似たような追加効果に、【ドロップ量増加】というのがある。

　だから、これらのアイテムは素す直なおに嬉しかったりする。

「ユンさん、ユンさん」

「ん？　どうした、レティーア？」

「私、土輪夫の鉄輪と園芸地輪具はいりませんから、どちらかをチヌ・キリングと交こう換かんしてくれませんか？」

「いいよ。俺は、園芸地輪具が欲しいんだ」

　俺は、インベントリから取り出したチヌ・キリングをレティーアに渡し、交換に園芸地輪具を受け取る。

　それを見ていたマギさんが、アクセサリーのトレードに加わる。

「いいなぁ！　私も土輪夫の鉄輪が欲しいわ」

「はい。じゃあ交換です」

　そう言って、マギさんとレティーアはアクセサリーを交換する。

「でも、レティーアちゃん、そんなにそのアクセサリー集めてどうするの？　効果は重複しないわよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。ギルドメンバーに配りますから」

　そう言って微笑ほほえむレティーア。

　レティーアのギルド【新しん緑りよくの風かぜ】のメンバーであるアルとライナには、こうしたドロップ率上昇系のアクセサリーより、普ふ通つうにステータス上昇系や耐たい性せい系のアクセサリーをあげた方が実用的ではないか、と思ってしまう俺。

　まぁ、人のアイテムの使い道をとやかく言うつもりはないので、黙だまってお茶を飲むことにした。

「今日は、珍めずらしいメンバーでパーティーを組めて楽しかったわ。ありがとう、マギさん、ユンくん」

「そうね。私も【素材屋】のエミリちゃんや調教師のレティーアちゃんと関かかわりが持ててよかったわ」

　マギさんは、魔氷狼フエンリルのリクールでの騎き乗じよう戦せん闘とうのアドバイスなどをレティーアから受けたり、色々な話をして、有意義な時間だったのだろう。

「今日は、これでログアウトするけど、今度約束通り【化石】アイテムを引き渡すわ」

「ありがとうございます。それと竜りゆうの復活のお手伝いもお願いします。じゃあ、私たちもこれでログアウトします」

　クエスト終わりのティータイムを楽しんだ俺たちは、一緒に【コムネスティー喫茶洋服店】の外に出た。

　結局レティーアは、予想に反せずケーキのお代わりを繰くり返し、お土産みやげの購こう入にゆうまでしてマギさんに苦笑いを浮うかべさせた。

　最後に、俺とマギさんで、エミリさんとレティーアの二人がログアウトするのを見送る。

「さて、私もこれから一度【オープン・セサミ】に戻ってアイテムを確認するけど、ユンくんはどうする？」

「俺も【化石】アイテムの整理とかしたいので、【アトリエール】に戻ります」

「それじゃあ、ユンくんもまた今度ね。さようなら」

　そう言って、マギさんは軽く手を振ふり、リクールと共に去っていった。俺も手を振り返してそれを見送ってから、リゥイと一緒に【アトリエール】に戻もどった。

「キョウコさん、ただいま」

「ユンさん、お帰りなさい」

　店番のためにカウンターに座っていたＮＰＣのキョウコさんが立ち上がり、俺を迎むかえてくれた。

　いつも通りの【アトリエール】に戻って来た俺は、荒こう野やエリアに行く前に召しよう喚かん石に戻したザクロを再召喚する。

「ザクロ、ごめんな。でも危ないから連れて行けなかったんだよ」

『きゅぅ～』

　召喚したザクロは、拗すねたようにぷぃと顔を背そむけ、俺とリゥイから離はなれていく。

　その行動にショックを受けて固まる俺とリゥイに、ザクロはちらりと視線を向けるが、再び顔を背けると、お気に入りのヒートジェルの合成ＭＯＢを引っ張り出して、その上に寝ね転ころがる。

「あらあら、ザクロはご機き嫌げん斜ななめですね」

「ううっ、キョウコさん、もしかして俺、ザクロに嫌きらわれた？」

　俺が縋すがるようにキョウコさんを見れば、キョウコさんは愛あい嬌きようのある顔に微笑みを浮かべている。

「大丈夫ですよ。ちょっと拗ねているだけで嫌ってなんかいませんよ。少ししたらまたいつも通りに甘えてきますから」

　そうだといいなぁ、と思いながら、溜ため息いきを吐はき出す俺。

「それじゃあ、私は少し畑の手入れをしてきますね」

「キョウコさん、ちょっと待って」

　俺は、会え釈しやくして畑に向かおうとしたキョウコさんを呼び止める。

「はい。なんでしょうか？」

「今日、クエストで手に入ったアイテム。一つキョウコさんにあげる」

　採取アイテムにボーナスが付く【園芸地輪具】をキョウコさんに渡して装備してもらう。

　店員ＮＰＣは、雇こ用ようしているプレイヤーがアイテムを与あたえ指定することで、それを装備させることができる。

　例えば、雇用した店員ＮＰＣに、店の雰ふん囲い気きに合わせて統一した制服を装備させて、自分好みのコーディネートのモデルにすることもできる。

　俺の場合、キョウコさんに【アトリエール】の畑の薬草収しゆう穫かくを任せているので、もしかしたら、このアクセサリーの効果があると思ったのだ。

　そんな打算的な考えを持っている一方、やっぱり普ふ段だんからお世話になっているキョウコさんに何かプレゼントをあげたいと思ったのも事実だ。

「わぁ、ユンさん、ありがとうございます」

　アクセサリーを受け取ったキョウコさんは、愛嬌のある顔を綻ほころばせて、左手の中指に【園芸地輪具】を嵌はめる。

「これ、採取物の収穫量が上がる効果がありますね。明日から畑の収穫量が、少しだけですが上がると思います。期待していてください！」

「うん、よろしくね」

　小さく胸の前で拳こぶしを作り、やる気を出しているキョウコさんに、喜んでくれてよかった、と思いながら、俺は、機嫌よく畑の水みず遣やりをしに出ていくキョウコさんを見送る。

「さて、俺もエミリさんに渡すアイテムの整理をしないとな」

　嬉うれしそうなキョウコさんを見て、俺もちょっとやる気になり、【アトリエール】の工こう房ぼう部に向かうのだった。
















　　　二章　分ぶん解かい炉ろと錬れん金きん釜がま







　後日、エミリさんに頼たのまれていた化石系アイテムを持ってマギさんと待ち合わせした俺は、エミリさんの拠きよ点てんである【素材屋】に向かっていた。

「ほほぅ、こっちにエミリちゃんの拠点があるんだ。道も建物も狭せまいねぇ」

「そうですね。裏路地にありますから、普通なら気付きませんよ。っと、ここです」

　狭い場所であるために、今日はリゥイとザクロを【アトリエール】で留守番させた。

　左右の建物が迫せまるような錯さつ覚かくを覚える狭い裏路地にある小さな工房の前に、二人で立った。

　そこは、【素材屋】という小さなプレートが張り付けられているだけで、一見お店だとは誰だれも思わないだろう。

　そんなエミリさんの拠点に、事前に今から訪問する旨むねのメッセージを入れておいたので、俺が扉とびらをノックすると、数秒もしない内に返事が返ってきて中から扉が開かれた。

「ユンくん、マギさん、いらっしゃい」

「お邪じや魔まします」

「私もお邪魔します。うわぁ……こうなってるんだ、エミリちゃんのお店って」

　小型の合成ＭＯＢがアイテムボックス間を行き来して、棚たなに置かれたアイテムの整理をしている。

　また、合成用の複数種類の合成陣じんが床ゆかに設置されており、壁かべ際ぎわには見たことがない小型の携けい帯たい炉のような道具や調合で使いそうな巨きよ大だいな釜が設置されているが、どこか俺の使う道具とは雰囲気が違ちがう。

「エミリさん、約束通り【化石】のアイテム持ってきたよ」

「私も。それとガラクタ系のアイテムも、ついでに鑑かん定ていをお願いできる？」

「ええ、そこに置いてくれます？　竜の化石以外は、返すので。それじゃあ鑑定を始めるわ。──《アナライズ》」

　俺たちがインベントリから取り出した【化石】に対し、エミリさんは、【収集眼】の上位センス【鑑定眼】のスキルを発動させた。

　すると、エミリさんによって取り分けられた十数個の【化石】にスキルの緑色の光が宿り、しばらくアイテム全体を包み込んでから、次し第だいに光が収まる。

「はい。こっちは完かん了りようよ。次の化石をやるわ」

「エミリちゃん、その鑑定スキルって大変？」

　スキル発動中の光景を見て、マギさんが尋たずねると、エミリさんは困ったように笑う。

「大変と言うより、ちょっと面めん倒どうなだけですね。スキル発動中は、ＭＰの消費量が多いですし、動いたらスキルが中断されちゃいますから」

　そう言って、二本のＭＰポーションを取り出して飲み始めるエミリさんに、俺はそっと自分のインベントリからＭＰポットを取り出す。

「エミリさん、これ使ってくれる？　ＭＰポーションより回復量が大きいから。あと、休きゆう憩けい用にお茶を用意するな」

「そうそう、楽しいはずの生産活動が辛つらくなっちゃ本ほん末まつ転てん倒とうよ。適度に休める準備をしましょう」

　俺とマギさんの提案に、エミリさんがふっと表情を柔やわらかくする。

「ユンくん、ありがとう。まぁそれなら、お言葉に甘えてお茶とお菓か子しが欲ほしいわ」

「じゃあ、ちょっとキッチンスペース借りますね。お菓子は、この前レティーアに全部渡わたしちゃったから、この場で作っていい？」

「ええ、どうぞ。普段、キッチンなんて使わないから使ってちょうだい」

「ならフライパンで簡単に作れるパウンドケーキでいいかな？」

　エミリさんに了りよう承しようを貰もらい、カップとお茶を用意してから、髪かみの毛を縛しばり、エプロンを着用する。

「よし、やるか！」

　軽く自分に活を入れて、インベントリにある食材からパウンドケーキ用の材料や調理器具を取り出し、簡単なパウンドケーキ作りを始める。

　まずドライフルーツをラム酒に入れ、料理スキルの《促そく進しん》を使って浸つけ込んだ状態にしたあと、フライパンには薄うすくバターを塗ぬっておく。

　次に、小麦粉、バター、砂糖、卵、ラム酒に浸け込んだドライフルーツ、別のフライパンで炒いったくるみやすりおろした果物をボールで混ぜて生き地じを作る。

　そして、弱火で温めたフライパンに生地を流し込んで蓋ふたをしたら、そのままじっくり火を通し、全体にふっくらしてきたら、竹たけ串ぐしを挿さして中まで焼けているのを確かく認にんする。

「ん～、良い匂においね。できるのが待ち遠しいわ」

「こっちは逆に、パウンドケーキの匂いで集中できないわ」

　お茶をちびちび飲みながら待つマギさんと、鑑定の手を止めて溜息を吐つくエミリさんの言葉に微び苦く笑しようを浮かべながら、俺はパウンドケーキが焼き上がるのを待つ。

　お店に充じゆう満まんするパウンドケーキの甘い香かおりにエミリさんの鑑定の手がたびたび止まるが、それでも着実に鑑定は進み、パウンドケーキが焼き上がった時点で、鑑定済みの【化石】アイテムは全体の三分の一となっていた。

「あとは、お皿に移して冷まし、一日置けばしっとりしてでき上がり──」

　そこで時間促進系の調理スキルを使い、フライパンで作る丸いパウンドケーキが完成する。それを俺が八等分に切り分けていると、待ちきれない二人から声が掛かかった。

「ユンくん、美お味いしそうね。一切れ貰っていいかしら？」

「あっ、私も欲しいわ」

「エミリさん、マギさん、どうですか？」

「おいしいわよ。バッチリ」

「うん、流石さすがユンくん。美味しい」

　親指を立てて褒ほめてくれるマギさんと、嬉しそうに顔を綻ばせるエミリさんに、俺は、よかった、とほっとしつつ、パウンドケーキができるまで鑑定を続けていたエミリさんの前に、改めて新しいお茶とパウンドケーキを置く。

「ユンくん、これ耐たい性せい付ふ与よの料理よね。それをお茶ちや請うけで出すって、贅ぜい沢たくよね」

「買えばそうかもね。トゥーの実やサムヤマブドウのドライフルーツを使ってるから」

「三切れ１万Ｇゴールドで売れるわよ」

　まさか、と俺が苦笑いして答えれば、呆あきれたように溜息を吐き出すエミリさんと苦笑を浮うかべるマギさん。

　その様子に噓うそはなさそうに思え、マジかー、という気分になる。

「まぁ、今はこの美味しいパウンドケーキとお茶を楽しませて頂きましょう」

「そうね。そう言えば気になっていたんだけど、壁際にある道具って、あれ、エミリちゃんの【錬金】や【合成】の生産道具なの？」

「あっ、それ俺も気になりました！」

　前に俺が来た時にはなかった携帯炉や大釜に、俺も興味がある。

「そうね。ユンちゃんにはいずれ教えようと思っていたけど、いい機会だから今教えましょう。──【属性石】の作り方を」

　エミリさんのその言葉に、俺の心臓は、ドクンと跳はねたような気がした。

　今までエミリさんが作り方を秘ひ匿とくしてきたレシピを教えてくれるということに、密ひそかな興奮を覚える。

　すると、マギさんが俺の代わりに尋ねる。

「本当にいいの？　というか【錬金】や【合成】センスのない私が一いつ緒しよにいてもいいの？」

「構いませんよ。このレシピにはもう十分に稼かせがせてもらいましたし、以前より効率的に生産できるようになりましたから、金きん属ぞく糸しのレシピと一緒に公開しようと思っていたくらいなんです」

　そう言って、微笑ほほえむエミリさんが、途と中ちゆうでいたずらっぽい笑みに変えて俺に尋ねてくる。

「とはいえ、タダってのもなんだから、【属性石】関連のことを教えてあげる代わりに、何かユンくん特製のレシピを一つ貰おうかしら。そうね──【蘇そ生せい薬やく】のレシピはどうかしら？　それもユンくんの作れる最高回復量のレシピを」

「あっ、そんなのでいいの？　じゃあ、紙に書きますね」

　エミリさんの提案に、俺はすぐさまインベントリから紙とペンを取り出して、サラサラとレシピを書き出す。

【蘇生薬】は、定期的に新しい薬草が手に入るたびに、それらの薬草が素材として使えないか、常に調査研究している。

　現状で最高回復量を叩たたき出している【蘇生薬】は、【蘇生】ＨＰ＋75％で、【濃のう縮しゆくメガポーション】と【濃縮ＭＰポット】の混合液に【桃とう藤とう花かの花びら】を２枚投入することで、回復量が安定するレシピだ。

　１枚でもＨＰ＋60％になるが、２枚目を加えることで【蘇生】の効果に追加して【再生】ＨＰ＋１％／20秒の効果も発生する優すぐれものだ。

「はい。エミリさん、どうぞ。合成センスで試ためしてみるなら素材渡わたそうか？　それと完成品のサンプルも」

「ありがとう。少し確かめさせてもらうわ」

　エミリさんは、あまりにあっさりと特製レシピを渡す俺に引き攣つった笑みを浮かべながら、俺が続けて差し出したメガポーション10本とＭＰポット10本に【錬金】の《上位変へん換かん》スキルを使って、濃縮ポーションを作り出す。

　それを合成陣の上に配置し、【濃縮メガポーション】、【濃縮ＭＰポット】、【桃藤花の花びら】２枚の三種合成を行い、合成スキルによる【蘇生薬】が完成した。





蘇生薬【消しよう耗もう品ひん】




【蘇生】ＨＰ＋60％、【再生】ＨＰ＋１％／５秒






　俺が作り出した【蘇生薬】と比ひ較かくしても、ちゃんと【再生】の効果付き【蘇生薬】が完成した。

　だが手作業による【調合】の生産に比べ、【錬金】や【合成】スキルでの生産は、デフォルト寄りの効果になるので、これが本来の効果なのだろう。

「ユンくん、これは貰い過ぎよ。私が【属性石】の作り方を全部教えても足りないわ」

「いやぁ～、凄すごいもの見ちゃった。あんなレシピをポンと書いて渡すユンくんもそうだけど、そのレシピから一発で完成品を作るエミリちゃんの【錬れん金きん】と【合成】センスのレベルの高さ」

　エミリさんとマギさんは、それぞれの理由で引き攣った笑いを浮かべている。

　俺は、またやらかしちゃったかと思い、あはははっ、と誤ご魔ま化かすように笑いお茶に口をつける。

「教えて貰ったからには、私も教えなきゃね。私が【属性石】を見つけたのは本当に偶ぐう然ぜん。ひと手間加えた素材を【錬金】の《上位変換》したら、新しいアイテムの変換先として【属性石】が生み出せたのよ」

「新しい素材の変換先？　まぁおかしくはないかな？」

　ひと手間加えたポーションを【錬金】することで、アイテム名はもちろん、そのステータスまで微び妙みように変わることもあるのだから。

「それじゃあ、実際にやってみて。【魔ま力りよく定着の儀ぎ式しき】を施ほどこしたゴブリンの角で」

　そう言ってエミリさんは俺に、処理済みの【ゴブリンの角】を渡してくる。

　俺が、薄ぼんやりと輝かがやくゴブリンの角に対して【錬金】センスの《上位変換》スキルを発動させると、変換先が二つ現れた。一つは本来の【ホブゴブリンの角】。そして、もう一つが、【属性石（極ごく小しよう）】で、それに【属性石】の《上位変換》を実行すると、手元に【属性石】が残る。

「これが【属性石】の作り方か」

「そう。って言っても一番非効率な方法だけどね」

「エミリちゃん……その【魔力定着の儀式】って、多分ＥＸエクストラスキルの【魔力付ふ与よ】と同じ効果だよね」

　マギさんの言葉に対して、エミリさんが頷うなずく。

「はい。同じ効果の処理方法です。まぁ、【魔力付与】スキルに比べてかなり非効率で時間もかかりますので、今では使わない方法です」

　そう言って困ったように笑うエミリさんだが、次に視線を、新たに追加されている携けい帯たい炉ろと大おお釜がまに向ける。

「【属性石】が終着点じゃなかったわ。今ユンくんに教えた【属性石】の作り方は、あくまでそのアイテムが持つ一番高い属性要素を固めたもの。そして、あの【分ぶん解かい炉】は、アイテムの属性要素である【エッセンス】を余すところなく取り出して保存するためのものよ」

　携帯炉に見えたその下には幾いくつもの管が通っており、その中を色付いた輝く液体が通り、管から繫つながった各ガラスタンクに収まっている。

「そして、取り出したエッセンスを、基材となるアイテムと一緒に【錬金釜】へ流し込んで、新たなアイテムを生み出すの。見てて」

　エミリさんが立ち上がり、大釜に取り付けられたコックを捻ひねって、その中に赤い火属性のエッセンスを満たしていく。

　そこへ、今度は石を幾つも投入し、釜に蓋をする。

「いくわよ──《錬れん成せい》」

　そして、【錬金】センスのスキルを使用し、大釜に変化を引き起こす。

　低い唸うなり声のような振しん動どうと共に激しい蒸じよう気きが釜と蓋の隙すき間まから立ち上り、そして、ゆっくりと蓋が開く。

「っと、完成よ」

「わっ、と!?」

　エミリさんが釜の中から取り上げて投げてきたものを受け取れば、見慣れた火属性の【属性石】だ。

「今の作業で火属性のエッセンスを約４００使って、四等級の【属性石】が４個できたわ」

「ってことは、成長させた【錬金】センスは、エッセンスっていう独自のエネルギーを使ってアイテムを生み出すセンスな訳ね」
















「マギさんの言う通りです。その認にん識しきで合っています」

　エミリさんの説明にマギさんが納なつ得とくするが、俺は幾つかの疑問を持っている。

「エミリさん。この生産道具ってどこで手に入れたの？」

「第三の町の錬金術師のクエストを受ければ、購こう入にゆうできるようになるわ。ユンくんやマギさんの魔法炉のようにね」

　確かに、クエストを受けることで購入できる生産道具があることは知っていた。ただこの道具が手に入るクエストを俺たちが知らなかっただけだ。

「なんだかおもしろそうね。それじゃあ、エミリちゃんは、ミスリル銀とかも作ることはできるの？」

「その質問には、ＹＥＳともＮＯとも答えることができます」

　エミリさんは続けて説明してくれる。

「まず、アイテムを特定のアイテムに【錬成】するには、基材となるアイテムと決まった量のエッセンスが必要なんです」

　そう言ってエミリさんが取り出したアイテムは、俺がさっき【属性石】を作った時に使ったのと同じ、魔力付与の処理が為なされたゴブリンの角だ。

「このゴブリンの角１個で地属性のエッセンスが１点ね。そして、五等級の【属性石】が10。四等級が１００。三等級が１０００……って感じで、内包するエッセンスの量は決まっているの」

　そう言われて見てみると、エミリさんのところにある各属性のエッセンスを溜ためるガラスタンクのメモリには、１０００までの数値が刻まれている。

「上位の素材ほど、作るのに大量のエッセンスが必要になるわ。そして、私の持つ分解炉と【錬金釜】で作れるのは、各１０００までのエッセンスが必要な素材まで。それ以上になると、生産設備を強化しないとできないわ」

「そうなんだ。エッセンスの管理、難しそうですね」

「そうでもないわよ。わりと要いらないアイテムを投入しても溜まるし、ポーションとかの他ほかの生産アイテムは複数のエッセンスが含ふくまれていたりするから、ちゃんとどのエッセンスを補ほ充じゆうするかの管理ができれば、別段困らないわ」

　そう言って、苦く笑しようを浮かべるエミリさん。

　そうなると、【錬金】は、入手困難な素材の生み出し、【合成】は、作りやすい素材や合成によるアイテム作製という風に、使い分けができるかもしれない。

　エミリさんのエッセンスのタンクを見れば、大体どれも５００くらいをキープしている。

　もし緊きん急きゆうで必要なら、エッセンスから【錬成】した【属性石】を【分解炉】に投入し直して、エッセンスに戻もどしてもいいはずだ。

「うーん。俺の店に導入するのは難しいかなぁ。これだけの器材を置く場所がないし」

「私としては、そのほうがありがたいわ。ユンくんに競合されちゃうと、私の【素材屋】としての立場が無くなっちゃうから。でもその代わりに、ユンくんが使いたい時は、ここの設備を貸してあげるわよ」

　勿もち論ろん、エッセンスはユンくん持ちでね、と冗じよう談だんめかして付け加えるエミリさん。

「さぁ、休きゆう憩けいはそろそろ終えて、また鑑かん定ていに戻りましょう」

　そう言ってエミリさんは、再び残りの化石アイテムを鑑定していくのだった。
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「鑑定、終わったわ。化石の方は、【古いにしえの竜りゆうの頭骨】、【古の竜の背骨】、【古の竜の尻しつ尾ぽ】の素材があった。この三つの素材を使えば、【竜の復活】の目め途どが立つわね」

　何百という【化石】アイテムの中から、求めていた【古の竜】の素材は、たった三種類しか出現しなかったが、エミリさんの表情を見るに、これで十分そうだった。

「お疲つかれ様です。エミリさん」

「ふふっ、まだまだこれからが本番よ」

　そう言って微笑ほほえみ合う俺とエミリさんだが、マギさんは返へん却きやくされた残りの【化石】と【ガラクタ】の鑑定アイテムを見て──

「こっちは一いつ般ぱん的な素材だから弾はじくとして、こっちは耐たい久きゆう度どの低い武器だから後で鋳い潰つぶそう。こっちの鉱石は一纏まとめにして素材として使える。植物系はユンくんにあげるね」

　はい、と無造作に渡わたして来るマギさんに、俺は微び苦く笑しようを浮うかべながら受け取る。すると最後にマギさんは、とあるガラクタの鑑定アイテムに目を止める。

「なんかこれ、ちょっと凄そうじゃない!?」

　マギさんが掲かかげたのは、荒こう野やエリアの遺い跡せきオブジェクトの中で見つけた、中ちゆう華か鍋なべのような、はたまた兜かぶとのようなガラクタの鑑定品だ。

　所々錆さびているが、その内側には、魔法的な動力ラインが残っており、アイテム名は【カラクリ魔導人形】の【頭部】となっている。

「なんかこれ、修復できそうな雰ふん囲い気きあるわよね！　それにこの子の腕うでや足みたいなのもあるし」

「そうですね。機械人形っぽいですね」

　俺は、【カラクリ魔導人形】の【右腕】と【左足】を握にぎり締しめて興奮するマギさんに同意しつつ、その壊こわれたカラクリ魔導人形を【彫ちよう金きん】センスでそっと観察すると、至るところに修理点が見つかる。

「修理、大変そうだなぁ」

　例えば、腕のパーツ部分など、外がい殻かくは錆さびだらけで、魔法的な動力ラインが剝むき出しになっている。

　腕のフレームも錆が浮いており、球体関節の間に砂が入り込んでいるのか動きが悪く、修理と調整が必要そうだ。

　基本的に、魔法的な動力ラインは一応無事だが、それ以外の修理点が多い。

「そうね。こっちの【竜の復活】並に大変じゃないかしら？」

「ならなおのこと燃えるじゃない！　私、ちょっと露ろ店てんや骨こつ董とう店を回って、この子の他のパーツが【ガラクタ】として出てないか探して来る！」

　そう言って、【カラクリ魔導人形】の【頭部】を小こ脇わきに抱かかえて、エミリさんのお店から飛び出すマギさん。

「あーあー、行っちゃった。少し待っててくれたら、俺も手伝ったのに……」

「まぁ、すぐにはあれを修復できないんじゃないかしら？　ＭＯＢ素材からＭＯＢを復活させるのと同じで、相当な素材が必要じゃないかと思うわ。それより、先にユンくんにお願いしたいことがあるの」

　マギさんを見送ったエミリさんは、真しん剣けんな表情で俺に向き直る。

「竜の素材から竜のＭＯＢを復活させる方法は、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターから聞いた話なのよ。『死した生命を蘇よみがえらせる秘法は、その肉体を生きた状態に戻し、強力な核かくを中心に、体の一部と失った肉体を補う要素が必要』と教えて貰もらったわ」

　でもね、という前置きをして告げてくるエミリさん。

「１００％望む形で復活させられる保証はないの。場合によっては、敵対するＭＯＢになるかもしれない。そうなれば即そく戦せん闘とうよ。これまでの準備が全部無む駄だになるかもしれないだけでなく、そのＭＯＢに私たちがやられる危険もある。それでも手伝ってくれる？」

　俺をじっと見つめるエミリさんの瞳ひとみには、期待と不安の色が同時に見て取れた。だから、俺は自分の率直な気持ちを伝えて安心して貰う。

「細かいことはわからないけど、成功する保証がないとしても、何事もやらないって選せん択たく肢しは俺にはないんだ。俺も、竜が復活するならその結果に興味がある。だから、手伝わせてほしい」

「ユンくん、ありがとう」

「それに、失敗したら次は成功するように方法を改善すればいいんだよ」

　俺がそう言えば、エミリさんは小さく笑った。

「それじゃあ、気き兼がねなくお手伝いをお願いするわ」

　そう言ってエミリさんは、必要な残りの工程を教えてくれる。

「【竜の復活】に必要な竜系の素材はこれで揃そろったけど、まだ足りない素材があるの」

「じゃあ、その素材の採取を手伝おうか？」

「竜系の素材を上う手まく一つに【合成】するためには、素材にひと手間加える必要があるわ。その加工素材をユンくんに作ってほしいの。そうすれば、後は、加工した素材に核を加えた五種合成を行い、いよいよ竜の復活よ」

　エミリさんが血のように真っ赤な宝石を取り出して、俺に見せる。【属性石】よりも丁てい寧ねいに扱あつかっているところを見ると、あれが核となるアイテムなのだろう。

　その宝石に《技能付加スキル・エンチヤント》で魔法をエンチャントしたら、初級を超こえて中級までいけそうな雰囲気を持っている。

「その宝石は……」

「【血の宝ほう珠じゆ】よ。血液系のアイテムを使って【錬れん金きん釜がま】で変へん換かんを繰くり返したものね。細かく砕くだいてポーションに混ぜると回復効果が上がるらしいけど、これが核になるわ」

　この【血の宝珠】が核になり、他の四つの竜の素材と合成すると、竜が復活するらしい。

　そして俺に求められる役目は──

「ユンくんには、竜の素材を生きた状態にするために必要な【細さい胞ぼう培ばい養よう液えき】を作って貰いたいんだけど……」

　困ったように苦笑いを浮かべるエミリさんは、ちょっと無念そうな感じで話してくれる。

「私が【合成】スキルで作り出そうとしても失敗するのよ。たぶん【合成】だと細かい調整がきかないからだと思うわ」

「それじゃあ俺が【調合】で作ればいいの？」

「ええ。ユンくんには得意の【調合】で、赤い【細胞培養液】を用意してほしいの。レシピは、これよ」

　俺は、二つ返事で頷うなずき、エミリさんの用意したレシピで、素材と各分量を確認する。

　使う素材は、薬やく秘ひ草そう、魂こん魄ぱく草そう、生命の水、活力樹の実、サムヤマブドウ。

　レシピに【合成】の手順は書かれているが、【調合】には【調合】の手順があるので、それを新たに見つけなければならない。

「これで赤ワインでも作るの？」

　ワインはキリストの血って言うし、ある意味、生命の象しよう徴ちようとも言えるのか？　とどうでも良い疑問を頭に浮かべながらエミリさんに尋たずねたが、否定される。

「【細胞培養液】よ。間ま違ちがってもワインは作らないでね」

　そう言って、遠くを眺ながめるような目をするエミリさん。

　俺は、とりあえず今から作ってみるか、と思い、早さつ速そく、野外調合のための携けい帯たい用調合キットを取り出した。

　複雑な調合には【アトリエール】の生産設備が必要だが、簡易的な調合ならこれで十分だろうと思いつつ、俺は調合の準備を始めるのだった。
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「さて、やりますか」

　エミリさんはエミリさんで、【細胞培養液】が完成した後に竜系の素材を詰つめるための培ばい養よう槽そうを準備し始めていた。

「素材と分量はわかってるけど、問題は調合する手順なんだよなぁ」

　手順が違えば大きく結果が違うのなら、細かく条件を変えて試ためしていく必要がある。

　それを全部調べるのは大変だ……と思いながら、とりあえず基本作業として、素材の中の薬草や木の実を磨すり潰つぶし、そのエキスを搾しぼり取って、試薬を作る。

「そうか、量の配分も考えなきゃいけないな。とりあえず、五種類中一種類だけ他ほかより混ぜる割合を増やした混合液を加熱して、その温度変化を見るか」

　脇わきにノートを取り出し、細かく量を計った試薬の混合液をアルコールランプで加熱して、色の変化や様子を判断する。

　その中で、失敗作ながらもエミリさんが【合成】した【細胞培養液】の赤色に一番近い赤あか紫むらさき色いろを出したのが、生命の水が多い場合だった。

　薬秘草が多い場合には、緑色。魂魄草が多い場合には、薄うすい黄色。

「なら、生命の水をベースに考えるべきかなぁ」

　生命の水に次いでどの素材を多めに投入すべきか、試行錯さく誤ごを繰り返して慎しん重ちように調べながら、色々と条件を探さぐっていく。




「そう言えば、エミリさんが【合成】で【細胞培養液】を作ろうとした時、他に何のアイテムができたんですか？」

「ハイポーションになったり、ＭＰポーションになったり、はたまたまるで別のアイテムだったり、【合成】に失敗して毒物になったりもしたわ」

　確かに、使われている素材から言えば、薬秘草と生命の水を合成した段階でハイポーションが、魂魄草と生命の水を合成した段階でＭＰポーションができる可能性があったのだろう。

　これに俺の【魔ま力りよく付ふ与よ】スキルやエミリさんの【魔力定着の儀ぎ式しき】を行えば、メガポーションやＭＰポットになる。

　難易度の高い生産アイテムほど出現率が低いように思え、また目当てのアイテムを引き当てるよりも成功率の方が低いのかもしれない。

「どう？　参考になった？」

「まだ分からないけど、面おも白しろい話を聞けたと思う」

　俺は、そう答えながらも試薬を混ぜ、そのパターンによる色の変化をノートにメモしていく。

　そして、あれこれ試行錯誤した結果、最も望ましい【細胞培養液】の調合割合を導き出すことに成功した。

【細胞培養液】は、五種類の素材の中で生命の水と活力樹の実の搾り汁じるの割合を多くすることで作ることができ、ポーションのように、加熱するとすぐに変質してしまい、粘ねん性せいのある濁にごった黄色の【菌きん類るい栄えい養よう剤ざい】となる。

　低温にすると効果が発揮できず、人ひと肌はだ程度の温度を維い持じすることで液体の赤色がもっとも鮮あざやかになるが、その温度維持に俺が頭を悩なやませる。

「うーん。温度維持どうするかなぁ」

「それは私に任せて」

「エミリさん、何か考えがあるの？」

「そうね。ちょっと待って。必要なのは、ブルーゼリーでいいわね。それに火属性を加えて」

　エミリさんは慣れた手付きで合成陣じんにアイテムを配置し、合成ＭＯＢの核かく石いしを生み出す。

「さぁ、できたわ。──《召しよう喚かん》！」

　そして、生み出されたＭＯＢは、ほんのりと弱い熱量を発する【ヒートジェル】だった。【アトリエール】でも、ザクロのお気に入りの湯たんぽ代わりになるジェル系の合成ＭＯＢの中に、エミリさんが【細胞培養液】入りのポーション瓶びんを沈しずめていく。

「この子に持たせておけば、人肌程度の温度で保存できるでしょ」

「そっか。それなら大きめの瓶を作って、もっと大きなヒートジェルに持って貰わないと」

「そうなると、【ラージヒートジェルの核石】を作らなきゃいけないわね」

　そう言って、培養槽の準備と並行して、テキパキと合成ＭＯＢを作り始めるエミリさん。

【調合】の手順の割り出しに成功したので、後は四つの培養槽を満たすだけの大量の【細胞培養液】を作る必要があるが、流石さすがにいまある野外用調合キットでは用意できないために、一度【アトリエール】に戻もどって作って来るかと俺が考えていると、エミリさんのほうから声が掛かかった。

「ユンくん、培養槽を満たすだけの【細胞培養液】は準備できそう？」

「ここにある素材じゃ足りないけど、【アトリエール】に戻れば殆ほとんど揃ってるから大だい丈じよう夫ぶだと思う。あーでも、サムヤマブドウだけは採取しないと」

　第一の町の北側の森林に生えているために、そこまで採取しに行かないと、と小さくぼやく。

「そっちは大丈夫よ。レティーアと、手伝いとしてベルに素材集めを頼たのんでいるから。まぁ他の果物系のアイテムを集めるついでだけどね」

「ベルに？」

　ベルの名前を聞いて、俺は首を傾かしげる。

　小規模ギルド【ケモモフ同好会】ギルドマスター・ベルガモット。愛あい称しようベルだ。

　動物好きでモフモフ好きで、いつもネコミミカチューシャや肉球グローブを所持している、ちょっと変わった女の子だ。

　レティーアとの関係は、ベル個人がレティーアの使し役えきＭＯＢをモフモフしたいという欲よつ求きゆう面の他に、レティーアの小規模ギルド【新しん緑りよくの風かぜ】と協力関係を結んでいたりする。

　とはいえ、かなり面めん倒どうな【竜りゆうの復活】のための素材集めに何な故ぜ協力してくれるのか、俺はそこが疑問だった。

「【竜の復活】の話をしたら、すごく食いついてきたのよ。鱗うろこに覆おおわれたドラゴンを触さわってみたいらしいわ。それでレティーアがいない時もベル一人で素材を集めてくれたわ」

「なるほど。凄すごく納なつ得とくした」

　ベルらしい、と思って苦笑いする俺は、【竜の復活】を試す日にまた会えるだろう、と思い、その日を楽しみに待つことにした。

　そうして、エミリさんと談だん笑しようしていた俺は、ふと思い出して、先さき程ほど【細胞培養液】を作る過程で分かったことをエミリさんに報告する。

「そう言えば、【細胞培養液】を作る過程でできる副産物で分かったけど、さっきのレシピでアイテムの配合を変えると、四種類のアイテムが派生するようだよ」

「派生？」

「俺が【調合】で調べた限りそうだったよ。だから、特に素材の割合を指定しない【合成】だと失敗したんだろうね」

　一つのアイテムの作り方が複数あるのなら、同じ素材の組み合わせでも、調合の手順や入れる素材の割合によって複数のアイテムが派生することは十分あり得る。

「生命の水と活力樹の実が多いと、赤い【細胞培養液】。魂魄草とサムヤマブドウが多く、加熱して粘性が増したものが、黄色い【菌類栄養剤】。薬秘草と生命の水、活力樹の実を多く加えて大量に加水して浸つけ込めば、緑色の【植物栄養剤】。魂魄草と活力樹の実、サムヤマブドウが多めだと、赤紫色の【森もりの血けつ命めい酒しゆ】って具合に四種類が派生しているよ。で、その他は失敗」

　まだ全すべては調べていないが、俺の【調合】で試した限りではそういう結果になっている。

　新しいレシピに関して俺がそう話すのを、エミリさんは、微笑ほほえみながら聞いてくれる。

「それで……あ、ごめん。勝手に話して」

「ううん。面白い話を聞けたわ。【調合】で【植物栄養剤】が、できたら分けてくれない？」

「いいけど、何に使うの？」

　純じゆん粋すいな疑問として尋ねれば、エミリさんは、店の隅すみに置かれた桃とう藤とう花かの植うえ木き鉢ばちを指差す。

　室内で育てているために、【アトリエール】の畑に植えた物に比べてかなり小さいが、それでも苗なえ木ぎの頃ころよりだいぶ生長した、桃藤花の若木である。

「いつもは、水の妖よう精せいや合成ＭＯＢに水みず遣やりの管理を任せているけど、もっと栄養もあげたいのよ」

「うん、分かった。じゃあ、【植物栄養剤】ができたら持って来るね」

「ありがとう、ユンくん」

　こうして、レシピ情報を提供し合ったり、アイテムを作り合ったりする。

　エミリさんとの、互たがいに持ちつ持たれつの生産職の関係を非常に心ここ地ち良く感じていると、お店の扉とびらが開き、見知ったプレイヤーが入って来る。

「エミリさん、サムヤマブドウを指定数確保しました。大変でした、お腹なか空すきました」

「何を言ってるのかな、レティー？　集めた端はしから食べているから、実際は指定数の倍も採取する羽目になったんだよ──って、ユンさんだぁ、やっほー！　今日は、ケモモフいないの？」

　レティーアとベルが入って来て、一気に騒さわがしくなる【素材屋】店内。俺は、今日は俺だけだよ、と言いながら、お茶の用意をしに席を立ち、二人分のスペースを空けた。

　二人からサムヤマブドウを受け取りつつ、採取中の出来事を聞く俺とエミリさん。

　その途と中ちゆうで、【カラクリ魔導人形】のガラクタを抱かかえて戻って来たマギさんも合流して、ここで初めて【竜の復活】に関かかわるプレイヤーが全員揃そろうことになった。

「あー、マギさんだぁ！　リクールは!?　狼おおかみモフモフさせてぇ！」

「げっ！　ベル、なんでここにいるの!?」

　まぁ、顔を合わせた瞬しゆん間かんの反応は、必ずしも全員が良好とはいえなかったけれども……

「あれ？　マギさんとベルって知り合いだった？」

　俺がマギさんのために新しいお茶を淹いれながら尋たずねると、困ったように答えるマギさん。

「知り合いというか……まぁ、私とリクールの熱ねつ狂きよう的なファンなのよねぇ」

「あー、マギさんは鍛か冶じ系のトップ生産職ですからねぇ。熱狂的なファンがいても当然ですよね。それにベルは、ケモモフ好きですから」

　俺がそう納得すると、それもあるけどそうじゃない、と言いたそうに首を振ふり、ベル本人が熱弁する。

「マギさんは、ネコミミカチューシャという革新的な装備を、βベータ時代にいち早く作ったパイオニアだよ！　今じゃ殆ど作ってくれないけど、このトラネコミミカチューシャやトラネコグローブなんかは何度も拝おがみ倒たおしてやっとマギさんに作ってもらった逸いつ品ぴんだよ」

「β時代にネタ装備で稼かせぎ過ぎたツケかなぁ。ベルみたいな一部のネタ装備愛好者に、熱狂的なファンがいるのよ」

「今度は、その日の気分で替かえられるように、黒くろ猫ねこ、白猫、三み毛け猫のネコミミカチューシャとグローブのネコミミセットをマギさんに作ってほしいな」

　お願い、と肉球グローブを嵌はめて媚こびるように頼むが、マギさんに却きやつ下かされるベル。

「だーめ。というか、他ほかの生産職の人も作れるように、ネタ装備のレシピは公開してあるわよ。それに、毛皮に【カラーリング】とかのスキルを使って本物感を出すの、結構難しいんだからね」

　そう言って、断るマギさんに、今は大人しく引くベル。

「大変ですね。マギさん」

「そうなのよねぇ。ベルって愛あい嬌きようがあるし、ちゃんと引き際ぎわを分かっているから、強くは断りづらくて。それより、ユンくんもベルと面識があるとは思わなかったわ」

「ユンさんと私は、もう大親友ですよ！」

　一度お茶して話した程度で大親友と言われて、俺は困こん惑わくするが、お構いなしに語り続けるベル。

「そして、ユンさんには、レティー同様の、私の感性にビビッとくる素す晴ばらしいチャームポイントがあるんです！」

「何を言ってるんだ？」

　俺の疑問を他よ所そに、何やら力説しながらレティーアの背後に回って、後ろから頰ほお擦ずりするベルを鬱うつ陶とうしそうにしながら、レティーアは先程俺が作ったパウンドケーキをもぐもぐと食べている。

「レティーは、可愛かわいらしいエルフ耳がありますし、後ろから抱だき付くとすっぽりと腕うでの中に納まるこのコンパクトさがたまらない。それに髪かみの毛がサラサラしてて気持ちいいんです」

　レティーアを抱きしめたままのベルは、レティーアの後ろ髪に頰擦りする。

「なぁ、レティーア。ベルは一体どうなってんだ？」

「モフモフ好きの触り心地フェチと言ったところでしょうか？　ふわふわで柔やわらかなタオルや毛布好きな感じですかね」

　ベルは、一瞬だけ名残なごり惜おしそうにしながらレティーアから離はなれると、隠おん密みつ系のセンスを駆く使しして一瞬で俺の後ろに回り込む。

「次は、ユンさんのポニーテイル！　綺き麗れいな黒馬の尻しつ尾ぽみたいですよ」

　そう言いながら、俺のポニーテイルにした髪の毛に顔を押し当て、頰擦りを始める。

「はぁ、馬の尻尾に頰擦りしている気分、それと甘い香かおりがする……」

「甘い香りって、それはさっきお菓か子し作ったからだ！　と言うか、止やめんか、ベル！」

「ベル、止めるんですよ」

　俺は、振り向きつつベルを引き離し、レティーアも片手にパウンドケーキを確保しながら、もう片方の手でベルの服を摑つかんで引き離す。
















「あー、ユンさんのポニーテイル～！」

「全く、ベルにこんな一面があるとは思わなかった」

　ベルの頰擦りから逃のがれてぐったりした俺は、再び襲しゆう撃げきされない内に、纏まとめた髪を解き、エプロンを外す。

「大変だね、ユンくん」

「その、何にも言えません」

　ベルは、俺がポニーテイルを解いた瞬間、残念そうにしたが、すぐにまたチャンスはあると思い直したようで、自分を引き離したレティーアに再び抱き付いて頰擦りを始める。

　そんな二人の様子に苦笑いするマギさんと、乾かわいた笑みを浮うかべる俺だが、マギさんは、思い出したように声を上げる。

「そうだ！　ユンくん聞いてよ！　【カラクリ魔ま導どう人形】の修理の方法、分かったわよ！」

「本当ですか？」

「これ、骨こつ董とう店のＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターから【解体図面】を買って来たわ！　なんか文字が書いてあって、私には【言語学】のセンスがないけど、図面だけで大体分かるし、フレームは整備すれば使えるらしいのよ」

「【解体図面】。そういうものがあるんですね」

「そうなのよ。他にも魔法的な動力ラインはそのまま使えるから、後は足りない外がい殻かくを【鍛冶】や【細工】系センスで用意すればいいのよ！」

　そう言って、テーブルの真ん中に図面を広げるマギさん。

「ユンくんとエミリちゃんにも手伝って貰もらいたいの。ユンくんには私と一いつ緒しよに足りない外殻の製作を、エミリちゃんにはそれ用の素材を用意して欲しいのよ」

　そう力説するマギさんに対して、エミリさんは一度お茶に口を付けてから答えた。

「私の【竜の復活】の方が終わった後でよければ手伝います」

「それでいいわ。じゃ、【カラクリ魔導人形】を修理しましょう！」

「えっ？　俺も外殻を作るんですか？」

「ユンくんの【彫ちよう金きん】センスをパワーレベリングして、新しい外殻を作るぞー！」

　少々驚おどろいたものの、俺としても、シチフクたちのガレオン船の建造のための船ふな釘くぎを作れるようになりたかったので、マギさんが教えてくれるのなら、是ぜ非ひやりたいと思った。

　それに、中ちゆう華か鍋なべを逆さにしたような頭部を持つカラクリ人形が動く姿も見てみたいとも思った。







　　　三章　ＭＯＢの復活とドラゴン・ゾンビ







　マギさんが【カラクリ魔導人形】の修理の話をしたら、レティーアやベルは、生産系センスは持っていないが、素材調達の手伝いを申し出てくれた。

　機動力の高い使し役えきＭＯＢを持つレティーアと高い戦せん闘とう能力を持つベルの組み合わせなら、素材の採取くらいはできるはずだ。

　二人には、エミリさんの【竜りゆうの復活】に必要なサムヤマブドウを集めて貰ったばかりだが、今度は、荒こう野やエリアにて、【カラクリ魔導人形】の残りの手足や胴どう体たいとなる【ガラクタ】探しと、ミスリル鉱石の採さい掘くつをお願いした。

　そして、あれから【アトリエール】に戻もどった俺は──

「よし、一応、必要なだけの【細さい胞ぼう培ばい養よう液えき】は完成かな」

　エミリさんに頼たのまれた大量の【細胞培養液】を完成させ、インベントリに仕し舞まい込む。

　あとは、エミリさんのところで、それに竜の素材を浸つけ込み、人ひと肌はだ程度の温度でしばらく温めれば、素材の処理は完かん了りようする。

「それにしても大変だったなぁ。うちの調合釜がまの大きさでも三回作る必要があったし……」

　エミリさんの【素材屋】では携けい帯たい用の調合キットで作ったが、少量を作るのと大量に作るのでは、労力が全然違ちがう。

　また、向こうで割り出した調合比率から培養槽そう一いつ杯ぱい分の必要素材の量を逆算すると、【生命の水】のストックが少し足りなかったので、【アトリエール】に設置してあるミニポータルからグランド・ロック内部の泉まで取りに行くなど、それなりの時間と手間が掛かかった。

　加熱すると成分が変質して【菌きん類るい栄えい養よう剤ざい】になる可能性があるので、なるべく熱を加えない調合方法として、煮にるのではなく浸け込む方法で作ることにもなった。

　大量の【生命の水】を注いだ木の樽たるの中に、乾かん燥そうさせた薬やく秘ひ草そうと魂こん魄ぱく草そう、サムヤマブドウを圧あつ搾さくしたブドウジュース、皮を剝むいて実を包丁で潰つぶした活力樹の実を、事前に割り出した調合割合に合わせて投入し、時間をかけてそれぞれのエキスが混ざり合うのを待つ。

　一つの樽では必要量に足りないので、同様の樽を三つ準備して完成までの時間を待つ。

　素材を浸け込んだ初期のステータスは──





混合物の混じった生命の水【消しよう耗もう品ひん】

効果：なし（残り時間：72時間）※スキルによる時間短縮可






　それを暗室に移して、変化を待つと──





細胞培養液【消耗品】




【再生】ＨＰ＋１％／３６０秒






　──この段階でできたものは、効果時間の長い再生効果の付くポーション扱あつかいでもあるが、今回の用よう途とは、【竜の復活】に使う加工素材だ。

【調合】スキルを使えば液体の変化を待つ時間が短縮できるのだが、配合比率の微び調ちよう整せいなどができず結果に直結してしまうので、色や状態の変化をよく観察しながら作業を続ける。

　途中で、混ざり合ったエキスが下に沈しずみ、位置によって内部の液体の色が違ったために何度か搔かき混ぜ、また自然蒸発による水分の減少を考こう慮りよして、途中で適量の【生命の水】を加えて、結局、三日掛けて作っていき、最後に、固形分が沈ちん殿でんしてできた真っ赤な上うわ澄ずみ液を保存用の別の容器に詰つめて完成となった。

「ふぅ、まさか一日一回搔き混ぜる必要があるとは……それも結構大変だったなぁ」

「ユンさん、お疲つかれ様です。それくらいの作業なら、私が代わりにやりましたけど」

　また使うかもしれない樽をキョウコさんと一緒に綺麗に洗い、ウッドデッキの上に置いて乾燥させながら話をする。

「うーん。それだとキョウコさんが大変だし」

「そうですけど、一日一回なら大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？」

「今回のはもう当面作らなくていいと思うから、やってもらうなら、ちょこちょこ浸ける果実の瓶びんの管理かなぁ」

【細胞培養液】は大量に必要であるために大きな樽を使って作ったが、シユの実やトゥーの実を浸け込んだ瓶は、キョウコさんに預けるつもりだ。

　そっちの方は、わざわざ搔き混ぜる必要はなく、瓶ごと軽く振ふるか、中身を使う時に自然と混ざり合う。

「キョウコさんには、今度【植物栄養剤】を預けるから、肥料と合わせて畑に使ってほしいな」

　それもまた、浸け込んでから放置時間が掛かるのが難点だが、それは仕方がない。

「分かりました。それでは、預けてくれるのを楽しみに待ってます」

　キョウコさんは、愛あい嬌きようのある顔に微笑ほほえみを浮かべると、軽く会え釈しやくして【アトリエール】の店番に戻る。

「さて、【細胞培養液】は完成したことだし、エミリさんのところに届けるか」

　俺がエミリさんに連れん絡らくを入れると、【素材屋】のお店で待っていると言われた。

　今回もリゥイとザクロに留守番を頼み、【素材屋】に辿たどり着くと、ちょうどエミリさんとマギさんが、互たがいのメモを確かく認にんしながら何かの打ち合わせをしているところだった。

「エミリさん、マギさん。こんにちは」

「ユンくん、いらっしゃい。【細胞培養液】はできたかしら？」

「はい。これが納品分です」

　インベントリから取り出した大きな容器を満たす真っ赤な液体を見たエミリさんは、それをじっと観察する。

「少し使ってもいいかしら？」

「俺に許可なんて要いらないですよ。もともとエミリさんのだから」

「なになに？　ユンくんとエミリちゃん、今から何かやるの？」

【細胞培養液】の使用に興味を持ったマギさんが、エミリさんの手元を覗のぞき込む。

　エミリさんは、ＭＯＢのドロップ品らしき骨を取り出すと、ナイフの柄つかで叩たたき、一部が欠けた骨をビーカーの中に入れて、そこへ【細胞培養液】を注ぐ。

　すると、赤い【細胞培養液】の中に白い気き泡ほうが生まれ、骨の欠けた部分に纏まとわりつくように集まる。

　徐じよ々じよに乳白色に濁にごる【細胞培養液】を捨てて骨を確かめると、欠けた部分が元に戻り始めていた。

「うん。ちゃんとできているわね」

「すごい。こんなことができるのね」

「確かに骨の欠けた部分が再生しているな」

　俺は、エミリさんがビーカーから取り出した骨を受け取り、まだ【細胞培養液】に濡ぬれたそれをまじまじと観察すれば、再生箇か所しよが脆もろくなっている様子もない。

「後は、私の持つ竜の素材を【細胞培養液】に浸け込んで、可能な限り竜が生きていた時に近い状態にするわ」

「ねえ、この【細胞培養液】……ボーンアクセサリーの加工に使えるかな？」

「あっ、それ便利そう！　骨とか牙きばの加工で、やり直しができるっていいわよね！」

　俺がふと思ったことに対してマギさんが同意してくれる。

「今思いついたんですけど、これである程度素材の形を元に戻せるなら、【カラクリ魔ま導どう人形】の外がい殻かくをＭＯＢの素材で加工できないかな？　スチールカウの革かわ張ばり外殻なんか、硬かたいけど生体素材らしい温かみがありますよ」

「面おも白しろそうだけど、攻こう撃げき力とか防ぼう御ぎよ面で不安はあるね。それに、カラクリ人形はロマンがなきゃ！」

　いきなり【細胞培養液】の利用方法で生産談義を始める俺とマギさんに対して、エミリさんが苦笑いを浮うかべながら注意してくる。

「でも、こうなった素材は、ちゃんと管理しないと、細胞の過か剰じよう分ぶん裂れつ状態になって、触さわっただけで爆ばく発はつするようになるらしいから気を付けてね」

「えっ、マジで!?」

　増ぞう殖しよくした肉にく片へんが、触ふれた瞬しゆん間かんに爆発四散するシーンを想像してげんなりする俺の様子に、可お笑かしそうに小さく笑うマギさんとエミリさん。

　俺は、嫌いやな話題を変えるべく、話を振る。

「そう言えば、俺が入って来た時に何か打ち合わせをしていたようですけど、何をやってたんですか？」

「うん？　【竜の復活】を実行する場所を相談していたのよ」

　エミリさんが先さき程ほど見ていたメモを俺に渡わたすので、受け取って目を通す。

「これは……合成陣じん？　ともちょっと違うかな？」

「半分正解ね。ＭＯＢ復活用の錬れん成せい陣ってところかしら？　中央に、復活させたいＭＯＢの核かくとなるアイテムを置き、その四方に、復活させたいＭＯＢの性質を決める素材を置くの」

　これを応用すれば、必要アイテムを揃そろえるだけで、戦いたいＭＯＢを手軽に呼び出すことができる。

　例えば、ボスＭＯＢのゴーレムを倒たおすとドロップする【地ち精せい霊れいの石】を核にして、四つの鉄インゴットを捧ささげると、アイアンゴーレムが復活できたりするらしい。

「無機物系や霊れい体たい系、小型の雑ざ魚こＭＯＢなんかは割と復活させやすいから、私一人で何度も成功しているし、雑魚ＭＯＢの復活なんかは、初心者の練習に使うこともできるわね」

「へぇ、そんな風に色んなＭＯＢの復活に使えるのか」

　俺は感心しながら頷うなずき、一つのことに気が付く。

「あっ、既き製せいの合成キットがないから手て描がきなのか。それに竜だと大型ＭＯＢだから、スペースも必要だ」

「そうなのよ。だから、大型ＭＯＢを呼び出しても目立たない場所を、マギさんと一いつ緒しよに考えていたのよ」

　大型ＭＯＢを呼び出しても目立たない場所となると……

「ダンジョンの大部屋とか？　そこの敵ＭＯＢを一いつ掃そうすれば、再びＭＯＢが湧わくまでの時間は安全だし目立たない。過か疎そ気味なダンジョンがいいかも」

「その条件なら、良い場所知ってるわよ」

　俺の考えを受けて、マギさんが一つの場所を思いつく。

「第一の町に近い小規模ダンジョンで、昔は私もお世話になったけど、今は過疎って人も殆ほとんど寄り付かないわ」

「マギさん、そこについて詳くわしく教えてもらえますか？」

　エミリさんがマギさんの話に食いつくと、マギさんはにこやかに説明する。

「出現するＭＯＢはリビングアーマーのみのダンジョンで、敵としては弱いわ。ただ集団で出てくるから、人型ＭＯＢ相手の戦せん闘とう練習にはなる場所ね」

「でも、なんで過疎気味なんですか？」

　その原因が分からないと、突とつ発ぱつ的なトラブルが起きるかもしれない。例えば、凄すごく強いＭＯＢが出るようになって、今では一部のプレイヤーしか足を踏ふみ入れないとか。

　そして、マギさんの答えは──

「前は、ドロップアイテムの鉄製の装備とかが旨うま味みがあったんだけど、今は市場に鉄インゴットが溢あふれているし、装備を鋳い潰つぶしてインゴットに戻もどすのが面めん倒どうな生産職も多くて、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに売っても二束三文にしかならないからねぇ」

　ＯＳＯの正式サービス開始当時の鉄インゴット不足の時期には人気だったが、それが普ふ通つうに市場に出回るようになった今では、完全な過疎ダンジョンになっているらしい。

　滅めつ多たにプレイヤーは行かないし、最下層まで降りても、手に入るアイテムの旨味は少ない。

「なるほどね。確かに、【竜りゆうの復活】を実行するにはうってつけの場所ね。なら、三日後の夜にその場所でやりましょう！」

「やった！　実は、【カラクリ魔導人形】の各所の外殻を、鍛たん造ぞうじゃなくて鋳ちゆう造ぞうで形作って後から調節したいから、その金型用の金属が欲ほしかったのよね。そのダンジョン内で倒した敵のドロップアイテム、私が貰もらっていいかしら？　ちゃんと適正価格は払はらうわよ」

　そう言って笑みを浮かべるマギさんに、俺とエミリさんは、しっかりしてるなぁ、と思いながら苦笑いで頷くのだった。




　　　　●




　レティーアとベルにも連絡を入れた【竜の復活】実行の当日。

　不人気な過疎ダンジョンの最下層大部屋に来ていた俺たちは、慎しん重ちように【竜の復活】の準備を進めていた。

「私は、ベルと一緒にその辺でリビングアーマー狩かって、ドロップ集めてくるね」

「行ってくるよ～」

「行ってらっしゃい」

　ベルを連れてリビングアーマー狩りに向かうマギさんを見送ると、エミリさんは、床ゆかにチョークのようなもので復活用の錬成陣を描えがき、俺は部屋の端はしに敷しき物ものを広げて、この場に残るレティーアと一緒にお茶をしていた。

「ふぅ、とりあえず半分まで描けたわ」

　そう言って一休みしに俺たちのところに来たエミリさんに、お茶とエミリさんの好きなパウンドケーキを渡すと、早さつ速そく口にして目を細める。

「エミリさん、今の状じよう況きようってどんな感じですか？」

「復活の錬成陣は、半分描けたところよ。全部書き終わったら【細さい胞ぼう培ばい養よう液えき】で処理した【古いにしえの竜】系の素材と核となる【血の宝ほう珠じゆ】を配置するわ」

「楽しみですね。竜です、ドラゴンです。どんな感じでしょうか？」

　今からワクワクしているレティーアだが、エミリさんは苦笑いを浮かべながら水を差す。

「レティーア、竜が復活しても、それだけで完全に成功したとは言えないのよ」

「復活したＭＯＢが敵対する場合は即そく戦せん闘とうになるって言ってましたよね。それはどういう……？」

　俺は、あの時は詳しく訊きかなかった件について尋たずねてみた。

「復活にもいくつかパターンがあるのよ。友好的なＭＯＢになるか、中立的なＭＯＢになるか、敵対的なＭＯＢになるかの三パターンね。友好的なＭＯＢだと、運が良ければ召しよう喚かん石になってくれるけど、大たい抵ていは、そのＭＯＢの関連するレアアイテムを渡してくれるとかかしらね」

　へぇ、と感心する俺。じゃあ【古の竜】系の素材だとどうなるのだろうか？

　古代竜とかが復活して竜の牙をくれるのだろうか。できれば、敵対せずにドラゴンとかと触れ合ってみたいものだと夢想している俺の目の前に、お代わりと言って差し出すレティーアのお皿にパウンドケーキを載のせる。

　だけど、そんな俺の期待に対して、エミリさんは、またもや水を差すようなことを言う。

「まぁ、友好的なのはあんまりいなくて、大抵は中立的ＭＯＢになるわ」

「その場合だとどうなるんですか？」

「交こう渉しよう次し第だいで、友好的になることもあれば、敵対することもある。敵対した場合は、レティーアの腕うでの見せ所かしらね」

　そう言うエミリさんの言葉に、レティーアの方に目を向けると、パウンドケーキのお代わりを口一いつ杯ぱいに頰ほお張ばり、もぐもぐさせている。それを見た俺は、大だい丈じよう夫ぶだろうか、と若じやつ干かん不安になる。

「敵対するタイプが復活した場合は、問答無用で襲おそってくるのかな？」

　ドラゴンがいきなり襲ってくるのは怖こわそうだけど、その時の対処法や心構えは、あらかじめ考えておきたい。

「好戦的なタイプなら、そうなるでしょうね。今回は【古の竜】系の素材を使ってるけど、どんなタイプの竜が復活するかは、実際にやってみないと分からないとしか言えないわ」

　もしかしたら、竜は竜でも恐きよう竜りゆうかも、と冗じよう談だんめかして言うエミリさんに、俺の想像するファンタジーなドラゴン復活の夢が消えていく。

　加えてエミリさんは、費ついやした素材に対して、復活したＭＯＢが、予想よりも下位のＭＯＢになる可能性もあると言う。

　一度は、カッコイイドラゴンに会ってみたい。そして、できれば友好的であってほしい。

「竜……できれば、仲間、駄だ目めならお肉になってもらいましょう」

「一度、化石になった竜を食べる気満々かよ」

　ロマンより食い気のレティーアに俺がジト目を向けるが、本人は特に気にした様子もなく、パクパクとパウンドケーキを食べていく。

　そんなレティーアの周りでは、草そう食しよく獣じゆうのハルとラナーバグのキサラギが、レティーアに同意するようにギジギジと歯を擦こすり合わせて鳴き声を上げる。

　こいつらもその気か……

　そんな感じで、エミリさんは休きゆう憩けいを挟はさみつつ復活の錬成陣を描き、ちょうど描き終えたところでマギさんたちが戻って来る。

「ユンくんたちただいま～。この階層の敵を全ぜん滅めつさせてきたから、しばらくは邪じや魔まが入らないでしょ」

「レティー、私がいない間寂さびしくなかった？」

「むぅ、食べる邪魔です。離はなれて下さい」

　マギさんはリビングアーマー狩りの成果を報告し、ベルは迷わずレティーアに抱だき付き、それを鬱うつ陶とうしそうにするレティーア。

　帰って来た二人は、お茶とパウンドケーキを口にしながら、しばし休憩する。

　一足先に休憩を終えたエミリさんが【竜の復活】の準備を再開し、俺とレティーアは、待機してエミリさんの仕上げを眺ながめている。

「思えば、長いような短いような準備期間でした。始まりは、私が【竜の化石】を手に入れたところからでしたねぇ」

　シミジミと呟つぶやくレティーアの言葉に俺は耳を傾かたむける。

　エミリさんは、【細胞培養液】に浸つかった【古の竜】系の素材を容器ごと錬成陣の四方に並べ、中央に復活の核となる【血の宝珠】を設置する。

「さぁ、やるわよ。──ＥＸエクストラスキル【復活錬成】」

　エミリさんは、ＭＯＢ復活のＥＸスキルを発動した。

　ダンジョンの床に描いた復活の錬成陣に光が走ると、【細胞培養液】に浸かった【古の竜】系の素材の周囲に気き泡ほうが生じ、たちまち液自体が激しく泡あわ立だって、すぐに中の素材の姿を覆おおい隠かくす。

　そして、錬成陣を走る光が陣中央に達すると、そこに設置された【血の宝珠】が浮うき上がり、それを中心に光の粒りゆう子しが集まって、ＭＯＢを形作っていく。

「うわぁぁっ──」

　思わず声を上げてしまう、その幻げん想そう的な復活の光景。

　光の粒子で作られる竜のシルエットは、背中に翼つばさがないことから、空を飛ぶタイプではなさそうだった。

　そして、長い首と胴どう体たいの大きさにそぐわない小さな頭部というシルエットから、恐竜、草食恐竜などの穏おだやかな気質のＭＯＢである期待が、俺の中で高まる。

　そして──

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　咆ほう哮こうがダンジョンの大部屋を揺ゆるがし、生なま温ぬるい風が俺の頰ほおを撫なでていく。

　首は長いが、胴体はずんぐりと丸くて、尻しつ尾ぽは短い。そして、前後にヒレのような手足を生やしたその竜は、分類で言えば首長竜と言えよう。

　復活と共に上げた咆哮は、歓かん喜きによるものかと思えたが、目の前の首長竜の姿を見れば、すぐに違ちがうことが分かる。

　所々剝はがれた竜りゆう鱗りんに、濁にごった片方だけの瞳ひとみ。破れた皮ひ膚ふの下には骨が覗のぞき見え、腐くさった肉から滲にじみ出すのは紫むらさき色いろの体液。そして、ぽっかりと穴の空いた胸の真ん中には、体内から伸のびた管と繫つながる真っ赤な【血の宝珠】。

　何より、咆哮によって吐はき出された生温かい吐と息いきが完全に腐ふ臭しゆうである。

「あー、これは駄目ですね。食べられません」

「いや～、レティー？　食べ物は腐りかけが一番おいしいって言うよ」

「なら、ベルが食べてみますか？　まぁ肉をドロップしたらですけど」

　吞のん気きに復活の錬成陣から現れた腐敗した竜を見上げるレティーアとベル。

「何が原因かしら？　化石から作ったのがダメだった？　それとも【細胞培養液】の量や浸け込み時間が足りなかった？　あるいは、【血の宝珠】じゃ核かくとしてのランクが低かった？」

　一人、こういう結果になった原因を分ぶん析せきし始めるエミリさん。

　そして、そんな俺たちを、濁った片方だけの眼で睨にらみつけてくる竜。

『ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

「全員すぐに逃にげなさい！」

　マギさんの声で弾はじけるように駆かけ出すエミリさんたちだが、俺だけは、目の前の首長竜型ＭＯＢのウォータードラゴン・ゾンビを見上げ、呆ほうけてしまっていた。

「ユンくんも、早く通路まで退たい避ひして！」

「っ!?」

　インベントリから戦せん斧ぷを取り出して構えるマギさんが俺の隣となりに立つ。

　ウォータードラゴン・ゾンビは、そんな俺たちを見て、大きく喉のど元もとを膨ふくらませると、黄色い液体を周囲に吐き出し、それが俺やマギさんの頭上に降り注いでくる。

「ヤバそうな攻こう撃げきね！　いっけぇっ！」

　マギさんが、手にした戦斧を片手で投とう擲てきすれば、遠心力を伴ともなって勢いよく回転しながら、ウォータードラゴン・ゾンビに迫せまる。

　だが、ウォータードラゴン・ゾンビの吐き出す黄色い液体に触ふれた瞬しゆん間かん、飛ひ翔しよう中のマギさんの戦斧は、ジュッという音と白い煙けむりを上げて、その姿を消す。

「マギさんの武器が！」

「あんなのいいの！　ユンくん逃げるわよ！」

　俺は、マギさんに手を摑つかまれ、引っ張られるように、その大部屋の出口に向かう。

　直後、さっきの場所にいたら俺たちに降りかかるはずだった黄色い溶よう解かい液えきが俺のすぐ後ろの床ゆかで跳はね、俺の装備の外装の裾すそを溶とかして穴を開けた。

　マギさんは、より高く跳ね飛んだ溶解液が、肌はだの露ろ出しゆつしている腰こし辺りに掛かかったらしく、皮膚の焼けるジュッという音とともに黄色い煙が上がった。

「ぐっ……」

「マギさん!?」

「大丈夫よ。ユンくん、それより早くみんなの所に」

　マギさんが俺の手を引いたまま、走る速度を緩ゆるめずに逃げ出した先の通路では、エミリさんとレティーアが、心配そうに俺たちを待っていた。

　流石さすがに、ウォータードラゴン・ゾンビの巨きよ体たいでは狭せまい通路まで追って来られないし、何より、部屋を出た者には攻撃してこないようだ。

「今回復しますね。──《ハイ・ヒール》」

「ありがとう。レティーアちゃん」

　レティーアの回復魔ま法ほうによって、溶解液が掛かり削けずられたＨＰを回復したマギさん。

　肌の露出部以外にも、装備の所々に溶解液が跳ね掛かったらしく、穴が開いていた。

「あちゃ～、クロードに怒おこられるなぁ。装備が半はん壊かいかぁ」

「マギさん、俺の所せ為いで……」

　目の前のウォータードラゴン・ゾンビに呆けてしまい、マギさんを危険に晒さらしてしまった。

　だが、当のマギさんは、気にしてないように手をヒラヒラさせる。

「ユンくん、気にしないで。それよりユンくんだってあの溶解液が掛かったけど、大丈夫？」

「はい。ちょっと防具に掛かりましたけど、このくらいなら【自動修復】で勝手に直ります」

　俺がそう答えると、よかった、とにっこりと笑うマギさん。

「それで、あれどうするの？　さっきは逃げたけど、倒たおす、倒さない？」

　誰だれにともなくベルがそう尋たずねると、エミリさんから答えが返って来た。

「一時間もすれば勝手に消しよう滅めつするからわざわざ倒す必要はないわ。それに……」

　そっとウォータードラゴン・ゾンビのいる部屋を覗き込めば、アンデッドなのに、ステータスに【毒】が付いている。

　高位のアンデッド系ＭＯＢが持つ自動回復系の能力を、あのウォータードラゴン・ゾンビも持っているようだが、それでも毒のスリップダメージの方が若干多いため、ジワジワとＨＰが削られている。

「まぁ、それよりも早く自じ滅めつしそうね」

　俺たちが復活させたウォータードラゴン・ゾンビは、時間切れで消滅するか、その前に毒のスリップダメージで自滅するかだという。

『ＫＹＵＯＯＯＯＮ──』

　復活直後に放った咆哮とは違う、悲しそうな鳴き声を上げるウォータードラゴン・ゾンビ。

　元々、化石だったものをこっちの都合で蘇よみがえらせた挙げ句アンデッドにしてしまったと考えると、なんだか罪の意識を感じる。

「俺は、倒したいな」

「珍めずらしいね。ユンくんからそんなことを言い出すなんて」

「えっと……まぁ、ちょっと」

　先さき程ほどの自分の考えがちょっと青あお臭くさいような気がして言葉を濁す。

　すると、マギさんも倒すことには同意見らしい。

「エミリちゃん、自然消滅や自滅の場合、アイテムはドロップしないよね」

「そうですね。アイテムを手に入れるのでしたら、直接自分たちの手で倒す必要がありますね。この復活に使った素材の損失分を少しでも取り戻もどさないといけません」

　そう真ま面じ目めな表情で言い切るエミリさん。

「ですけど、どうやって倒します？　近づいたらまた範はん囲いの溶解液攻撃されますよね」

　レティーアの疑問に、俺やマギさん、エミリさんも悩なやむ。

　俺とマギさんを狙ねらった溶解液……たぶん酸のブレスは、飛ひ距きよ離りはそれほどでもないが、広範囲に放たれ、また床に落ちた後もしばらくは蒸発せずに残るため、ダメージ判定や追加で【防具破は壊かい】の効果が残るために不用意に近づけない。

「この際、全ぜん裸らで突とつ撃げきする……ってのはないよね。あはははっ……」

　場を和なごませようというベルの発言だが、あまりにもアホらしすぎて、つい苦笑いをしてしまう。

「ベル、面おも白しろくないですよ。ですから罰ばつとしてベルが全裸で突撃してください」

「レティーに辛から口くち対応された！」

　愕がく然ぜんとした反応をするベルに対して、レティーアは特に表情を変えないために、本気かどうかの判断に迷うところだ。

　そんな騒さわがしい二人を見て、みんな少しだけ気が和むが、目下の問題は、どうやってあのウォータードラゴン・ゾンビを倒すかだ。

「どうやって倒しましょうか？」

「ユンくんのリゥイは？　確か《浄じよう化か》のスキルを持っていたよね。それを照射して倒せない？」

「すみません、マギさん。今回は留守番なんです」

　召しよう喚かん石に戻して連れてくればよかった、と今いま更さらながらに後こう悔かいする俺に、マギさんとエミリさんは困ったような表情で笑う。

「アンデッド系には火と光系の攻撃が有効よね。何かない？」

「うーん。俺の場合、エンチャントによる武器の属性強化とかですかね？」

「私は、ミスリル銀製武器を聖水で鍛きたえたものがあるからそれで倒すとか……。ああ、あと鍛か冶じで使う油系のアイテムがあるから火ひ攻ぜめもできるわ」

「厄やつ介かいなのは、あの酸のブレスよね。なんとか止められないかしら？　じゃないと、ベルを全裸で突撃させるリスクが高すぎるわ」

「エミリちゃんも私を全裸で突撃させる予定だったの!?」

　レティーアとじゃれ合っていたベルがエミリさんの言葉に反応するが、エミリさんはそれに、にっこり微笑ほほえみ返すだけだった。

「にゃぁ！　こうなりゃもうやってやる！　私だって覚かく悟ごを決める時は決めるんだから！　他ほかの作戦は任せるよ！」

　やけくそ気味に騒ぐベルに対して、俺とマギさんとエミリさんで、ウォータードラゴン・ゾンビを倒す作戦を立案し、その場で準備を進めるのだった。




　　　　●




「ユンくん、準備は大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい。これで最後です。エミリさんが切り札を提供してくれましたから」

　俺はそう言い、エミリさんと協力して、マギさんの投なげ槍やりに、エミリさんが提供してくれた二等級の【光の属性石】を合成する。

「──《合成》」

【光の属性石】を武器に合成することによって、マギさんの作った対アンデッド用のミスリル銀製の投げ槍に【光属性ボーナス（大）】の追加効果を付ふ与よすることができる。

「さぁ、事前の準備は終わりね。作戦開始よ！　エミリちゃん、お願い！」

「わかりました。第だい一いち陣じん、行きなさい。私の合成ＭＯＢたち──《召喚》！」

　エミリさんは、核かく石いしをダンジョンの通路にばら撒まき、人型の合成ＭＯＢを呼び出す。

「その壺つぼを持って突撃よ！」

　呼び出された人型ＭＯＢは、単純な命令しか聞けない。だが、今はそれだけでいい。

　人型の合成ＭＯＢは、俺とマギさんが提供した【火山地帯の炎えん熱ねつ油】を満たした壺を抱かかえて、大部屋の中に突撃していく。

　それらの合成ＭＯＢを、ウォータードラゴン・ゾンビは酸のブレス攻撃で撃うち倒し、取り零こぼした合成ＭＯＢには、長い首を振ふるって薙なぎ払はらうように打ち払う。

　次々と倒される合成ＭＯＢたちだが、それまでに部屋中を走り回って抱えた壺の中の炎熱油をばら撒き、それは、ウォータードラゴン・ゾンビの体にも掛かった。

　そして──

「第二陣、行きなさい！　──《召喚》！」

　今度は、炎ほのおを纏まとった獣けもの型の合成ＭＯＢを一体だけ呼び出したエミリさんは、油の中に飛び込むように指示をする。

　使い捨ての合成ＭＯＢを使って大部屋内に油と火を続けて投入したために、ダンジョンの一室は完全に炎に包まれた。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──』

　ウォータードラゴン・ゾンビの絶ぜつ叫きようのような咆ほう哮こうを聞きながら、エミリさんは最後の仕事を淡たん々たんとこなしていく。

「第三陣、あなたが本命よ！　──《召喚》！」

『ＧＯＯＯＯＯＯ──』

　エミリさんが最後に呼び出すために取り出したのは、使い捨ての合成ＭＯＢではなく、使い続けることで成長する錬れん金きんＭＯＢのゴーレムの秘石というアイテムだ。

　秘石系の召喚ＭＯＢは、秘石とそれに適合する素材を用意することで、色んな種類のＭＯＢが呼び出せる。

　今回エミリさんは、大量の鉄インゴットを素材とした三体のアイアンゴーレムを呼び出し、突撃させる。

　ごうごうと音を立てて逆巻く炎の中でその金属の表面が溶とけるダメージを受けながらも、決して怯ひるむことなく突撃するゴーレム。

　そして、ウォータードラゴン・ゾンビに辿たどり着いたゴーレムたちは、酸のブレスを吐こうと低く下げたウォータードラゴン・ゾンビの頭部に飛びつく。

　一体がその口の中に入り込み、二体が左右から頭を押さえこむように抱だき付く、溶けかけたアイアンゴーレムたち。

　アイアンゴーレムたちの焼け溶けた鉄の表面がウォータードラゴン・ゾンビの頭や口に押し付けられると、ジュッと肉の焼ける音と白い煙けむりが吹ふき上がる。

　そして、一度溶けた鉄がウォータードラゴン・ゾンビの皮ひ膚ふに張り付いて温度が下がり、そこで再び固まることで、酸のブレスを放つ口を封ふうじてしまう。

「ご苦労さま。お帰りなさい──《送そう還かん》！」

　そう告げるエミリさんの手元には三つのゴーレムの秘石が戻っており、抜ぬけ殻がらとなったゴーレムの溶けた鉄だけが、ウォータードラゴン・ゾンビにこびりついている。

「あれだけやって、まだ残りＨＰ７割もあるのかぁ。腐くさっても竜りゆうってことね。さぁ、ユンくん、お願い！」

「わかりました。《付加エンチヤント》──アタック、スピード！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　俺は、マギさんに攻こう撃げきと速度のエンチャントを施ほどこし、マギさんに渡わたす投げ槍には、エミリさん提供の【光の属性石】を使った。

　俺とエミリさんが合成して【光属性ボーナス（大）】の追加効果を得たミスリル製の投げ槍に、追加効果を投入するだけのリソースはない。

　だが、【属性石】を消費した一時的な強化である《属性付加エレメント・エンチヤント》ならば、効果を重ね掛がけすることができる。

「いっけぇぇぇっ！」

　マギさんがダンジョンの通路から大部屋に向けて、投げ槍を全力で投とう擲てきする。

　今、顔に張り付いた鉄を剝はがそうと首を振っているウォータードラゴン・ゾンビの胴どう体たいは殆ほとんど動いていないために、槍投げに熟練しているマギさんにとってはかっこうの的でしかない。

　その胴体を抉えぐるように突つき抜けた対アンデッド用の投げ槍は、重ね掛けされた【光属性ボーナス】の特大ダメージによって、ウォータードラゴン・ゾンビのＨＰをごっそりそぎ落とす。

「ユンくん、次！」

「はい！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　高価な武器とアイテムを、次々と使い捨て感覚で使い、ウォータードラゴン・ゾンビにダメージを与あたえていくマギさん。

　その連続攻撃によって、ウォータードラゴン・ゾンビの長い首の肉は抉れ、槍が深々と突き刺ささった胴体からは、濁にごった紫むらさき色いろの体液が噴ふき出していた。胸部に開いた穴に飛び込んだ槍は、そこで管に繫つながる【血の宝玉】を掠かすめて罅ひびを入れると、そのまま後方へと突き抜けて、ウォータードラゴン・ゾンビの尻しつ尾ぽをダンジョンの床ゆかに縫ぬい付けてしまう。

　最も早はやウォータードラゴン・ゾンビは、その場から動けず、首を振って暴れるしかない。

「次！」

「【属性石】がなくなったから、次からはダメージが落ちますよ！」

　エミリさんが溜ため込んだ二等級の【光の属性石】だが、遂ついに底をついた。

【属性石】がなければ、《属性付加エレメント・エンチヤント》はできない俺だが、ここは光属性ダメージを追加する魔ま法ほう薬やくを使うことにする。

　使用するのは──





魔法薬：閃光液フラツシユ・リキツド

光属性ダメージ（小）　追加効果：混乱２






　俺は、布に魔法薬を染しみ込ませて投げ槍を磨みがき、一時的な強化を付与する。

　アイテムの【属性軟なん膏こう】が、防ぼう御ぎよ系の《属性付加エレメント・エンチヤント》と同じ防御強化に使えるのと同様に、攻撃系の《属性付加エレメント・エンチヤント》の代わりとして光属性のダメージを与える魔法薬を使うことができるのだ。

　それ以降、マギさんの投げ槍による攻撃は、明らかにダメージ量が減ったものの着実にウォータードラゴン・ゾンビのＨＰを減らし、全すべての武器を投げ尽つくした頃ころには、残りＨＰが２割を切っていた。

　最初に撒いた油も燃え尽き、大部屋の中は微かすかな火の粉と熱気が残っているだけだ。

「こっちはもう手はないわ。レティーアちゃんとベルの準備は？」

「バッチリです」

「こうなれば、ヤケクソでやってやるぅ～」

　自信に満ちた表情で親指を立てるレティーアに対し、若じやつ干かん恨うらみの籠こもったような声を上げるベル。

「ラギ、お願いします」

　レティーアが、召喚したラナーバグのキサラギに指示を出すと、ラナーバグは口からするすると糸を吐はき出し、通路に蜘く蛛もの巣すのように糸を張り巡めぐらせる。

「さぁ、自分で言ったことを実行するのです。ベル！」

「いくわ！　たぁぁぁっ！」

　ネコグローブを嵌はめ、右手にバールを構えたベルが、その蜘蛛の巣に向かって駆かけ出す。全ぜん裸らでは……流石さすがになかった。

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　そんなベルに、俺が攻撃と速さのエンチャントを施し、速度を一段階上げると、ベルはそのまま蜘蛛の巣の中心に突っ込んでいってドロップキックする。

　ベルのドロップキックで大きく撓たわんだ蜘蛛の巣が、元に戻もどる時の反発力で、ベルの体を撃ち出す。

「にゃぁぁぁっ!?　予想以上に速いっ！」

　悲鳴と共に発射され、人間砲ほう弾だんと化したベルだが、空中で姿勢を制せい御ぎよすると、加速したままウォータードラゴン・ゾンビに迫せまり、バールを両手で構える。

「喰くらえぇっ──《閃せん刃じん撃げき》！」

　ウォータードラゴン・ゾンビの長い首と擦すれ違ちがう瞬しゆん間かん、先せん端たんが強く輝かがやくバールを思いっきり振り抜くと、バールは当たった箇か所しよの肉を大きく抉り取って、光の粒りゆう子しに変えた。

　振るったバールが、まるで獣の爪つめによる斬ざん撃げき後のような軌き跡せきを空中に残して、そのままウォータードラゴン・ゾンビの後方に軽かろやかに着地するベル。

『ＫＹＵＯＯＯＯＯ──』

　それがトドメの一撃となり、ドゥッと横よこ倒だおしに倒れるウォータードラゴン・ゾンビ。

　そしてそのまま悲しそうな鳴き声を響ひびかせながら、徐じよ々じよに光の粒子となって、ついに消えてしまった。

「ふぅ、思った以上に出費がかさんで痛いけど、無傷で済んだわね」

　マギさんが、まだ熱気の残るダンジョンの大部屋に入り込んで自分の投げた槍やりを回収し始めたので、俺たちもそれを手伝う。

「苦労して描えがいた復活の錬れん成せい陣じんも油と炎で消えちゃってるし、回収できるものが殆どないわね」

「そうね。私の投げ槍も全部ボロボロよ。ウォータードラゴン・ゾンビの体自体に、触ふれた武器への腐ふ食しよく効果でもあったのかしら」

　掛かった武器や防具の耐たい久きゆう度どを減らし破損させる酸のブレスの他ほかに、その体にも、触れるだけで同じ効果があるとしたら、ウォータードラゴン・ゾンビはメンドクサイＭＯＢの一言に尽きる。

　今回、直接戦せん闘とうは殆どなかったにも拘かかわらず、これだけのアイテムが再使用できないとなると、アイテム消費の損害が大きすぎる。

「そういうことは早く言ってよ！　私のバールがボロボロじゃない！」

　人間砲弾となって直接戦闘したベルも、憤ふん慨がいしながら悲鳴を上げる。

「ドンマイ、ベル。後でモフモフさせてあげますから」

「本当!?　なら機き嫌げん直す！」

　レティーアとベルの軽いノリに苦く笑しようを漏もらすと、俺たちは戦闘後の後片付けをする。

　大部屋内部はまだ油の臭においがして、そこらじゅうが煤すすけているが、時間経過で消えるだろう。

　使えるアイテムは残っておらず、マギさんの投げ槍も鋳い潰つぶしてインゴットに戻すしかない状じよう況きようで、唯ゆい一いつの期待は、ウォータードラゴン・ゾンビのドロップアイテムだ。

「せめて今回の損失を少しでも回収したいわね……って、駄だ目めか」

「こっちは【腐ふ敗はい竜りゆうの牙きば】だ。モフモフじゃないから要いらない。誰だれか欲ほしい人いる？　後で渡すよ～」

　苦々しい表情でメニューを開きドロップアイテムを確かく認にんしたエミリさんとベルは、すぐに落らく胆たんした。

　二人が手に入れたのは、エミリさんが【腐敗竜の骨】で、ベルが【腐敗竜の牙】だ。

　どちらも紫色に変色したアイテムで、【古いにしえの竜】系の素材に比べれば素材性能は高いが、本物のドラゴンの素材としては性能的に見み劣おとりする。

　そんな素材を軽く手て離ばなそうとするベルに、一瞬だけマギさんとエミリさんの視線が強くなる。

　そして、マギさん自身は──

「おっ、【腐敗竜の皮ひ革かく】かぁ。これで革かわ盾たてでも作るかな？　アンデッド系の素材で作れば、追加効果に【属性防御：不死】が付くかもしれないし、私的には当たりかな」

「よかったですね」

「まぁ、大量のミスリル製の武器消費に比べたら、リターンは小さい気もするけどね」

　マギさんは苦笑いしながら、紫色の皮革を取り出して素材を確認する。

　俺も同じように素材を確かめれば──

「あれ？　俺のは腐敗竜系の素材じゃない。【守しゆ護ご霊れいの紫むらさき水すい晶しよう（中）】って、なにこれ？」

　マジックジェムに使う宝石と同じピンポン玉大の、妖あやしい光り方をする紫水晶だ。

　俺がそれを取り出した瞬間、マギさんたちが、おおっ!?　と騒ざわめく。

「ユンくん、それアンデッド系の共通レアドロップだよ！　やったじゃん！」

「そうなんですか？」

「強いアンデッド系ＭＯＢほどドロップ確率は高くなるけど、それでも手に入るのは大たい抵てい、極ごく小しようや小サイズよ。流石、腐っても竜のドロップね。ユンくんが持ってるの一つ作るのに、極小サイズが１００個必要になるのよね」

　そう言って驚おどろくマギさんとエミリさんに対して、俺は若干困こん惑わくする。

「これ、どうしましょう？」

　そんなレアアイテムを手に入れても、すぐには使い道が思いつかないのだ。

「何か武器かアクセサリーの強化素材にする？」

　期待の籠った眼でこちらを見つめるマギさんだが……

「あはははっ、とりあえず手元に残しておきます」

　このアイテムの使い道は横に置いておき、最後にレティーアのドロップを尋たずねれば──

「……卵が出ました」

　そう言ってインベントリから取り出したのは、レティーアが両りよう腕うでで抱かかえるくらいの大きな青みがかった卵だ。

「レティーア。まさか、腐敗した竜の卵を食べる気か!?　そんな食べたらダメそうな色した卵を」

「ユンさん、ユンさん。世の中には、ピータンなんて食べものがあるから、もしかしたら……」

「ユンさんもベルも失礼です。食べませんよ。これは【水竜の卵】ですよ」

　レティーアの言葉に、俺たち全員が一瞬、固まる。

　まさか、腐敗した竜の体内に生きた卵が残っているなんて。

　そんな俺たちの気持ちを見み透すかすように、その青みがかった【水竜の卵】が、鼓こ動どうするように一定間かん隔かくで明めい滅めつを繰くり返す。

「それも、どう見ても使し役えきＭＯＢが生まれる卵よね」

　レティーアの奇き跡せきとも言える強運に驚く一方、化石になっていた古代の竜がプレイヤーの手によってアンデッドとなって蘇よみがえり、自身は消えても卵だけは残す、そこにドラマ性を感じてしまう。

「卵状態じゃ使役ＭＯＢとして契けい約やくできないわ。そんなレアアイテムを手に入れたんだから、落とさないよう気を付けなさい、レティーア」

「やった～！　またレティーアの所に使役ＭＯＢが増える！　今度はドラゴンだぁ！　どんな感じかなぁ、ツルツルかな？　スベスベかな？　ザラザラかな？」

　エミリさんとベルに囲まれて嬉うれしそうに微笑ほほえむレティーア。

　その光景を、俺はマギさんと一歩離はなれたところから眺ながめる。

「今回は、ちょっと意外な展開だったけど、面おも白しろかったかな？　【竜の復活】」

「そうですね。まさかドラゴン・ゾンビと戦うとは思わなかったけど……」

　苦笑いを浮うかべる俺は、レティーアの抱える竜の卵からどんな幼よう獣じゆうが生まれるのか、今から楽しみだった。

「それじゃあ、次は私の【カラクリ魔ま導どう人形】の修理を手伝って貰もらおうかな」

「はい。全力でお手伝いしますよ」

　俺は、そう言って微笑み返す。

「さぁ、そろそろ時間も遅おそいし、今日はもう休みましょう。今は疲つかれて何も考えたくないわ」

　エミリさんの言葉にハッと気づく。

　ダンジョンの薄うす暗ぐらさが時間の感覚を忘れさせ、気が付いた時には意外と時間が経たっていたので、俺たちはその場でログアウトして解散することにした。







　　　四章　ミスリル合金と古代遺産







　エミリさんの【合成】センスを利用した【竜の復活】が、ドラゴン・ゾンビという形での復活とその討とう伐ばつに終わったその後──

　俺たちは再度集合しようと、フレンド通信やメッセージなどでやり取りをしていたが、中々みんなで集まるタイミングが摑つかめず、一週間近くの時間が経過していた。

　マギさんは、ドラゴン・ゾンビとの戦いに使ったアイテムの整理とその損失補ほ塡てんのための資金稼かせぎに奔ほん走そうしつつ、センス拡張クエストを進めていた。

　レティーアとベルは、まだ孵ふ化かしそうにない【水竜の卵】の様子を見ながら、ライナやアルたち後こう輩はいプレイヤーとの交流をしているようだ。

　そして、リアルで学校のクラスメイトであるエミリさんは──




「遠えん藤どうさん、あの後どう？」

「ん？　そうね。【竜の復活】に投資した分のリターンが少なすぎて、今は金策中よ。なにより大部屋への特とつ攻こうで失った合成ＭＯＢの戦力補ほ充じゆうをしなきゃいけないからね」

　今は俺と、教室で昼食を取っているところだ。

　互たがいにＯＳＯのプレイヤーであると判明した後は、こうして時々昼食を共にすることがある。

　そして──

「悪い。購こう買ばい部が混んでた」

「巧たくみ、遅いから先に食べてたぞ」

　俺と遠藤さんは自宅から弁当持参で、巧は購買部で惣そう菜ざいパンとジュースを買って食べている。

　あれじゃ栄養バランスが悪いなぁ、と内心思っていると、巧が俺たちに話を振ふって来る。

「それで、さっきまで何の話をしてたんだ？」

「戦力の合成ＭＯＢを予想外に多く失ったんで、その補充に奔走しているって話よ。それより二人は何か変わったことはないかしら？」

「特にないな。年とし越こしアップデート後に追加された戦闘系クエストを消化したり、新規に追加された小規模なダンジョンをクリアしたくらいだ。そういえば、何種類か新規追加のＭＯＢのドロップを確保したぞ」

　こうして、二人と食べる昼食では、ＯＳＯの情報交こう換かんが中心になる。

「俺の方は、これと言ってないかなぁ。マギさんの手伝いで【カラクリ魔導人形】のパーツを集めるために、【ガラクタ】探ししてるくらいかな」

「峻しゆん、その【カラクリ魔導人形】ってのはなんだ？」

「人形型のアイテムで、修理すれば動く……らしい」

　俺は、採さい掘くつポイントから出てきた【ガラクタ】を鑑かん定ていしていてその人形型アイテムのパーツの一部を見つけたことや、それに興味を引かれたマギさんが骨こつ董とう店巡めぐりをして更さらに幾いくつかのパーツを見つけたこと、そしてそのパーツの状態についてなど、現状分かっていることを伝える。

「──と、こんなところかな」

「それで、峻くんはどれくらい【ガラクタ】を集めたの？」

「露ろ店てんの投げ売り品と採掘で、今70個くらいかなぁ。後でまとめて鑑定しないと」

「それなら私に一度連れん絡らくしてちょうだい。鑑定してあげるわ」

　そう言って、眼鏡越ごしに楽しそうに目を細める遠藤さんに、俺も自然と表情が緩ゆるむ。

「ああ、そう言えば、【細さい胞ぼう培ばい養よう液えき】の派生レシピでできる【植物栄えい養よう剤ざい】の作り方がもう少しで調べ終わるから、栄養剤ができたら遠藤さんにも分けてあげるね」

「楽しみにしているわ」

　そんな感じでお昼を過ごした後、遠藤さんは手を振って、午後の授業の準備のために自分の席に戻もどっていく。

　そうやって、学校では時折、巧や遠藤さんと情報交換をし、家では夕飯時に、妹の美み羽うともＯＳＯの話をして過ごす。

　そんなある日の休日──

「うーん」

「どうしたの。お兄ちゃん？」

「美羽」

　朝食の席で難しい顔をしながら声を上げる俺に、心配そうに尋ねてくる美羽。

「どこか具合でも悪い？」

「いや、そうじゃなくて、ＯＳＯでちょっと扱あつかいに困るアイテムを手に入れてさぁ」

「なになに!?　何かレアアイテム!?」

「まぁ、レアと言えば、レアかなぁ？」

　エミリさんのセンスを使った【竜の復活】の部分を若じやつ干かんぼかしつつ、ドラゴン・ゾンビと戦ったことと、それにより手に入れたアイテムの扱いについて、美羽に話す。

　実は、俺が手に入れた【守しゆ護ご霊れいの紫むらさき水すい晶しよう（中）】の他ほかにもう一つ、ベルが手に入れたドロップアイテムの【腐ふ敗はい竜りゆうの牙きば】を、あの日の別れ際ぎわに押し付けられたのだ。

　なんでも、マギさんとエミリさんはどちらも【腐敗竜の牙】が欲ほしいらしく目が怖こわかったから、消去法で俺に渡わたして来たとのこと。

　俺の自由に使っていいと言ってベルは去っていき、その結果、俺の手元には【守護霊の紫水晶（中）】と【腐敗竜の牙】があるのだ。

「ドラゴン・ゾンビなんて、どこで戦ったの!?　いつ戦ったの!?　私も戦いたい！」

「そう簡単に戦えないし、センスやアイテムの準備も必要なんだよ。それに、こっちの武器や防具が、ドラゴン・ゾンビの吐はく酸のブレスとかドラゴン・ゾンビの体自体が持っているらしい腐食効果でボロボロになるんだぞ」

「えー、でもレアアイテムとか珍めずらしい素材が欲しいなぁ」

「やるんだったら、武器や防具にちゃんと腐食対策をしていく必要があるぞ」

　そもそも合成センスによる【竜の復活】に失敗しなければドラゴン・ゾンビには会えないが、一応注意はしておく。

　俺が思いつく対策としては、武器を何本も用意しておくとか武器と防具双そう方ほうに、グランド・ロックの外がい殻かくから採掘できる強化素材【陸りく皇おう亀がめの甲こう羅ら片へん】の追加効果【耐たい久きゆう力向上】や、ゴーレムのレアドロップである【地ち精せい霊れいの石】の追加効果【自動修復】を付けておくとかだろう。

　そんなことを考えながら朝食を食べていると、目の前の美羽は俄が然ぜんやる気を見せている。

「お兄ちゃん、私、絶対にドラゴン・ゾンビと戦ってみせる！　よーし、そのためには、まず【化石】アイテムを集めて、そこから【古いにしえの竜】シリーズの素材を探すぞー！」

「まぁ、頑がん張ばれ」

　俺とマギさんが集めた分を合わせて何百という化石を鑑定して、たった三つしか出なかったアイテムだ。

　そうそう揃そろうとは思えない。

「あっ、そうだ。美羽、【ガラクタ】系のアイテムを見つけたら、【アトリエール】に持って来てくれないか？」

「ん？　化石だけじゃなくて、ガラクタにも強い敵と戦えるアイテムがあるの!?」

　俺の一言に目を輝かがやかせて訊きいてくる美羽に対して、とりあえず否定する。

「それは分からないけど、【カラクリ魔導人形】のパーツをマギさんが欲しがっているんだ。だから、余よ裕ゆうがあればガラクタ集めてくれないか？」

「お兄ちゃん、【カラクリ魔導人形】って何？」

「あー、【カラクリ魔導人形】ってのは、人形型のアイテムで、修理すると動くらしい」

　巧や遠藤さんの前で話した説明とほぼ同じことを伝えたが、美羽の反応は芳かんばしくない。

「ふーん。それって強いのかな？」

「いや、それは分からないけど……」

「まぁ、【古の竜】の素材探しのついでに探してみるけど、あんまり期待しないでね」

「ああ、頼たのむ」

「さて、朝ご飯も食べたことだし、情報調べてからログインするよ！」

「宿題も忘れるなよー」

　今は、一月も下げ旬じゆんに差し掛かかる時期だ。

　あと少しで美羽も高校に進学するのに、この落ち着きのなさで大だい丈じよう夫ぶなのかな、と思いながら、俺は休日の家事に精を出す。

　食器洗い、掃そう除じ、洗せん濯たく、家にある食材を確かく認にんしてお昼ご飯の準備。

　そして、俺がログインできたのは、午後の二時過ぎだった。




　ログイン地点に設定した【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立った俺は、メニューを開き、エミリさんたちからのメッセージを確認する。

「さて、マギさんたちの様子は……って今日も駄だ目めか」

　今日も集まるタイミングはなさそうだが、俺がマギさんたちを個別に訪問する分には問題なさそうだから、様子見にお邪じや魔まする旨むねをメッセージで伝える。

「出かける前に畑の管理の様子からかな？　キョウコさん、案内してくれる？」

「はい。分かりました」

　俺はキョウコさんについてきてもらって、管理を頼んでいた実験用の畑の前に立つ。

　全すべて薬草を栽さい培ばいした畑だが、それぞれ条件を変えて作った【植物栄養剤】の効果を確かめるのが目的だ。

　一つは、水みず遣やりだけで何も使わない畑。

　一つは、【中級肥料】だけの畑。

　一つは、【植物栄養剤】だけの畑。

　一つは、【中級肥料】と【植物栄養剤】を併へい用ようした畑。

　この四つのパターンを用意しての実験だ。

　実は、前々回、同じような実験をしたが、【植物栄養剤】を原液のまま使用したところ、薬草が急速に生長し過ぎてあっという間に枯かれてしまうという事態が発生した。

　前々回の反省を生かした前回は、【中級肥料】を使わず、【植物栄養剤】だけの実験で適正な希き釈しやく濃のう度どを調べ出し、やっと今回、【植物栄養剤】の正確な効果実験を行うことができた。

　ちなみに、適正希釈濃度は１～５％で、それ以上は過か剰じよう栄養状態になるようなので、中々に強きよう烈れつな薬と言えるだろう。

　そして、この【植物栄養剤】の樽たるを一つ仕込めば、しばらく全部の畑をカバーできるのだ。

　さて、今回の実験の結果はというと──

「普ふ通つうの水遣りだけの畑は通常の薬草のみですが、【中級肥料】と【植物栄養剤】のどちらか一方を与あたえた畑では上質な薬草が、両方とも与えた畑では最上質の薬草が育ちました！　ユンさん、これは凄すごいです！」

　そう言いながら嬉うれしそうに薬草を摘つみ取るキョウコさんに、俺は満足気に頷うなずく。

「よし、実験成功か。それなら今後の畑の水遣りは、【植物栄養剤】の希釈液を掛ければいいかな？」

「はい、分かりました。上位の薬草の変化などは随ずい時じ報告しますね」

「うん、お願い。それと、最近【寒冷ダメージ】が緩かん和わされたから、少しずつこっちの畑にも状態異常バツドステータス回復系の薬草を戻していこうか」

　俺の指示に頷くキョウコさんだが、ふと何かが気になったのか尋たずねてくる。

「でも、折角寒さ対策でガラスハウスを導入したのに、少し勿もつ体たい無いですね」

「まぁ、あっちは別のものの栽培実験に使っているから、気にしなくていいよ」

　俺は、苦笑いを浮うかべる。

　クリスマスイベントで集めたクエストチップとの交換で手に入れたアイテム【インスタントハウス】を使って作ったガラスハウスは、当初は【寒冷ダメージ】に弱い薬草対策で導入したが、今では少し使い道が変わってしまっている。

　キノコ栽培ができるアイテム【ファンカス・ログ】で回復系の丸薬に使える癒いやし茸たけを増やしたり、先日のエミリさんによる化石鑑定で出た植物の種子をプランターで栽培する実験などを行っている。

　今後は、有用な薬草の種が集まれば畑で栽培し、綺き麗れいな花々などはガラスハウス内で栽培して庭園風にする予定だ。

「そういえば、キョウコさん。もう一つの実験の方はどうなった？」

「そちらの方も順調ですよ。収しゆう穫かく量が約二倍に増えました」

「それはよかった」

　もう一つの実験とは、【細胞培養液】の派生レシピの一つである【菌きん類るい栄えい養よう剤ざい】だ。

　煮に詰つめることで粘ねん性せいがさらに増してジェル状になった【菌類栄養剤】を、キノコ栽培アイテムの【ファンカス・ログ】に刷は毛けで塗ぬり、これとオガクズと菌きん糸し、【菌類栄養剤】を一いつ緒しよに混ぜたものを瓶びん詰づめにして暗室に置いておくことで、キノコ系アイテムの栽培が容易になった。

「まぁ主な使い道としては、癒し茸を定期的に手に入れることくらいだけどね」

　癒し茸は回復系の調合素材だが、普通の食材系アイテムのシイタケ、シメジ、マイタケなどにも使える。

　今後、調合で使えるキノコが増えれば、【菌類栄養剤】の活かつ躍やくの場が広がると思うが、今はまだキノコ栽培施し設せつの下地とノウハウを構築している段階だ。

「さて、キョウコさん。俺、少し出かけてくるね」

「はい、ユンさん。行ってらっしゃい」

　俺は、【アトリエール】の管理状じよう況きようを確認した後、リゥイとザクロを連れて、第一の町をふらりと散歩しに向かう。

　露ろ店てんで、何か面おも白しろい物はないか探しつつ【ガラクタ】系アイテムを見つけては買い集め、屋台の食べ物を買っては、リゥイとザクロと一緒に食べ歩く。

　そして、そのままレティーアのギルド【新しん緑りよくの風かぜ】のホームに足を向ける。

　二階建て一いつ軒けん家やタイプのギルドホームの玄げん関かん先にいたアルと会い、軽く言葉を交かわす。

「あっ、ユンさん！　お久しぶりです！」

「アル。調子はどうだ？」

「はい！　ベルさんのギルドメンバーとパーティーを組んで、より効率的にレベリングできるようになりました」

　アルはいつも、双ふた子ごの姉のライナにタジタジになっている印象が強いが、そのライナがいないこの場では、ごく普通に元気な男の子らしい男の子だ。

「レティーアは居るか？」

「はい。ベルさんも一緒です。【水竜の卵】を手に入れてから、ログイン中はそれの孵ふ化かのために、ほとんど抱かかえて過ごしていますよ」

「そっか。何か困ったことはないか？」

「特にありません。フランさんとユカリさんが……あっ、ベルさんのギルド【ケモモフ同好会】のギルドメンバーの人なんですけど、その人たちとパーティーを組むようになってから、ライちゃんの無茶も減りました」

　嬉しそうにそう言うアルの表情を見つめ、俺も、よかったと頰ほおが緩ゆるむ。

「それと、レティーアさんやベルさん、あと【ＯＳＯ漁業組合】の方の引いん率そつで、レベルの高いエリアにも挑ちよう戦せんしてます。ただ──」

　少し困ったような表情を浮かべるアルに、何か問題でもあったのか、と心配になる。

「──僕の周りは女性が多いから、その……男性プレイヤーから嫉しつ妬とされるというか、やっかみを受けるというか」

「ってことは……」

「はい。さっき言ったフランさんとユカリさんは、二人とも女の子なんです」

「あー」

　所謂いわゆる、ハーレムパーティー状態ということか。【ＯＳＯ漁業組合】には男性プレイヤーもいる……というかほとんどが男だが、そことの関かかわりはそれほど多くないらしいので、実質女性に囲まれているような状況だ。

「まぁ、なんだ。頑張れ」

「っと、すみません。女性のユンさんに愚ぐ痴ちることじゃなかったですね。今、レティーアさんのいるところに案内します」

「だから、俺は、男だ──って聞いてないし」

　アルが小走りで駆かけていく背中に声を掛けるが、耳に入らなかったようだ。

　俺は、アルの後について行き、ギルドホームの建物に併へい設せつされた馬小屋の方に歩いていく。

　馬小屋には、干し草のソファーと、木箱に木の板を載のせただけの簡易テーブルが置かれ、ソファーの中央には、青みがかった【水すい竜りゆうの卵】を抱えてゆらゆらと体を揺ゆすっているレティーアがいた。

　ベルは、そんなレティーアの様子をニコニコと笑えみを浮かべて見ながら、レティーアの使し役えきＭＯＢたちにブラッシングやマッサージなどをして、甲か斐い甲が斐いしく世話している。

「レティーアさん、ベルさん。ユンさんが来ましたよ」

「あー、ユンさん、お久しぶり、です？」

「なんか、フレンド通信とかでやり取りしていたから、あんまり久しぶりって感じがしないね」

　二人の挨あい拶さつに俺は苦笑いしつつ、お互たがいの近況について報告し合う。

　フレンド通信やメッセージだけでは分からないことが結構あった。

「二人は、あの後、やっぱりギルド活動の方に力を入れていたのか？」

「はい。まぁ、殆ほとんど普ふ段だん通りなんですけどね。【水竜の卵】を順調に孵化させるためには、少しでもインベントリから出しておく必要があるんですけど、出したまま狩かりに出るのは危険ですからね」

「だから、レティーにはここでのんびりと卵の孵化に専念して貰もらって、ライナとアルのレベリングは、うちやシチフクさんところのメンバーに手伝って貰っていたのよね」

　過保護なベルに苦笑いを浮かべる俺に、レティーアが卵を掲かかげて見せる。

　青みがかった卵は、以前よりも短い間かん隔かくで明めい滅めつを繰くり返している。

「孵化まで、もう少しなんですよ」

「そうなのか？」

「何となく分かるんですよ。【調教】センスの補正でしょうか」

　どんな竜の幼よう獣じゆうが生まれるのだろうか。今から楽しみである。

「それじゃあ、卵が孵化するまでは、マギさんの【カラクリ魔ま導どう人形】の方は手伝えない感じかな？」

「いえ、そういうわけではないですよ。インベントリに仕し舞まっている間、孵化までの時間が止まるだけですから、必要な時は呼んでください」

「むしろ、忙いそがしいのは私かなぁ。センス拡張クエストや、年とし越こしアップデートの追加クエストを受注して、エミリさんと一緒にガラクタ発はつ掘くつ作業にまで出かけてるから、忙しくて目が回りそうだよ～」

　そう言って、身み振ぶり手振りで忙しさを伝えようとするベルに、俺はつい笑ってしまう。

「大変そうだけど、あまり無理はするなよ」

「ううっ、ユンさんの優やさしさが身に染しみるよ」

　そう言って、泣き真ま似ねをするベル。

「まぁ、その辺は気にしなくていいよ。まだマギさんの【カラクリ魔導人形】の修理に必要なパーツは全部揃そろってないし」

「分かった。パーツはこっちでも探しておくね！　それと、手伝いが必要になったら絶対に連れん絡らくしてね！　駆け付けるから！」

　ネコグローブを嵌はめてにぎにぎと柔やわらかそうな拳こぶしを作るベルの姿を、俺は微笑ほほえましく感じながら頷く。

「じゃあ、俺は、そろそろ次の所に行くよ」

「あー、そうでした」

「うん？　レティーア、まだなにかあるのか？」

　俺が立ち上がったところで、何かを思い出したように声を上げるレティーアを振り返って、俺は尋ねる。

「ユンさん、お菓か子しください。美お味いしい物が欲ほしいです」

　きゅるるっと可愛かわいらしいお腹なかの音を鳴らす、いつも通りのレティーアに、俺は苦笑いを浮かべると、簡易テーブルの上にインベントリ内の食べ物を幾いくつか取り出して、ギルド【新緑の風】のホームを後にした。
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　続いて訪おとずれたのは、左右の建物が迫せまってくるような錯さつ覚かくを覚える、狭せまい裏路地に面するエミリさんのお店である【素材屋】だ。

　こちらも事前に来訪の連絡済みなので、店の扉とびらをノックして中に入った。

「エミリさん、こんにちは」

「ユンくん、いらっしゃい」

　俺が店内に入ると、【錬れん金きん】センスの専用設備である【分ぶん解かい炉ろ】と【錬金釜がま】の前に立っていたエミリさんが、こちらを振り返って困ったような微笑みを浮かべている。

「エミリさん、何か問題でもありました？」

　心配になって尋ねると、エミリさんは、言おうかどうしようか悩なやんでいる様子なので、俺は【錬金】設備にざっと視線を走らせてみた。

　すると、【分解炉】に繫つながるパイプの先のエッセンスのタンクが殆ど空であることに気が付く。

「エミリさん、【錬金】に使うためのエッセンスが足りない？」

「そうなのよ。エッセンス抽ちゆう出しゆつ用のアイテムを集める時間がなくてね」

　そう言って苦笑いを浮うかべるエミリさん。

　最近は、【素材屋】の仕事の合間に、ベルと共に鉱石採さい掘くつや【ガラクタ】発掘に出たりしているようだから、時間が足りないのかもしれない。

「まぁ、今すぐに必要ってわけじゃないから、露店で捨て値のアイテムを買って補ほ充じゆうしてもいいんだけどね」

　だから問題ってほどじゃない、という風に答えるエミリさん。

　俺は、前々からこの場でやりたいことがあったので、エミリさんに提案してみる。

「エミリさん、今【分解炉】と【錬金釜】を使っていいかな？」

「エッセンスがないんじゃ作業にならないからいいわよ」

「よし！　素材とかアイテムは、こっちが出すよ」

「いいわ。エッセンスを少しでも補充してくれるなら構わないわ。その間に、【化石】か【ガラクタ】を鑑かん定ていしておくわよ。持って来たんでしょう？」

　エミリさんが小首を傾かしげながら尋たずねてくるので、俺は素す直なおに頷うなずき、この一週間で集めたガラクタ系のアイテムをインベントリから取り出す。

「結構、集めたわね」

「まぁ、そこそこね。マギさんの【カラクリ魔導人形】の足りないパーツが出ればと思って」

　俺は、エミリさんに返事をしながら、【分解炉】の投入口から中を覗のぞき込む。

　ここからアイテムを入れて、六属性のエッセンスを抽出するのか。

　今後、【アトリエール】でも【分解炉】を導入するかもしれないことを考えながら、俺は普段使うアイテムを投入して、大よそのエッセンス抽出量を調べていく。

「薬草１個で、風と光がそれぞれ３エッセンス。ポーション１個で、水と風と光がそれぞれ10エッセンスと……」

「ユンくん、一々調べなくても、既すでに私がデータを取ってあるわよ。必要なら、私の作ったエッセンス抽出表を貸してあげるわ」

「あっそうか。エミリさん、ありがとう」

　俺は、遅おくればせながらそのことに思い至り、あははっと誤ご魔ま化かし笑いをしながら、データリストを見させてもらう。

　金属製のアイテムは、土属性や火属性のエッセンスが多く抽出され、夜出現するＭＯＢのドロップ素材は、闇やみ属性のエッセンスが多いというデータまであった。

　あと、ポーションは、回復系なら光のエッセンスが多く、毒薬などの状態異常バツドステータス系は闇のエッセンスが多いとか。他にも、丸薬などの固形タイプは、土属性のエッセンスが多い等々、元の素材の性質から、抽出されるエッセンスの種類と量の大体の目安が分かった。

「次は、【錬金釜】に、この石を20個と、このエッセンスを２００エッセンス入れると……」

　俺は、エンチャントストーンの作製によく使う研けん磨ま前の石を【錬金釜】に投入し、そこに風属性のエッセンスを２００エッセンス加える。

　そうして釜の蓋ふたを閉じ、蒸気が噴ふき上がると同時に自動的に蓋が開くと、その中には、五等級の風属性の【属性石】が20個生み出されていた。

「五等級の【属性石】を生み出すのに、対応する属性のエッセンスが10必要。そして──《上位変へん換かん》！」

　10個の五等級の【属性石】に【錬金】センスの上位変換をすることで、四等級の【属性石】にすることができる。

　低級の属性石を作るのは結構簡単だが、エミリさんが先日提供してくれた二等級の属性石は、今持っている四等級属性石１００個分だと考えると、かなり事前の用意が大変そうだ。

「大体の流れは分かったな。後は少し足りない分の【属性石】を補充して……」

　エミリさんのエッセンス抽出表を見ながら、【属性石】を少しずつ揃そろえていく。

　エミリさん経由で売ってくれる【属性石】は基本、五等級か四等級が多いために、こうして自前でエッセンス抽出することができれば、今まで希少だった三等級以上の【属性石】も揃えていくことができる。

　そして──

「これでよし、と。エミリさん、【分解炉】と【錬金釜】を使わせてくれてありがとう」

「いいのよ。今は、休止状態だったからね」

　そう言って、お茶を用意して椅い子すに座って微笑むエミリさんの近くに、俺も腰こしを下ろしてお茶にする。

「で、どうだった？」

「今回は、【属性石】だけだったけど、色んな素材を変化させたいと思った」

「ふふっ、私もそうだったわ。でも、前にも言った通り、エッセンスの貯蔵容量が少ないから、できる範はん囲いが限られているのが悩ましいのよね」

　そう言って困ったように溜ため息いきを吐はき出すエミリさんの前に、俺はインベントリから緑色の液体アイテムを取り出す。

「はい。エミリさんが前に欲しがってた【植物栄えい養よう剤ざい】です。これで元気になってください。使い方を説明します？」

「ありがとう、ユンくん。説明もお願いするわ」

　そう言って微笑むエミリさんが、小こ瓶びんに入った【植物栄養剤】を俺から受け取り、ふらふらっとやって来た桃藤花を管理している水妖よう精せいのＭＯＢに渡わたすと、水妖精はそれを両手で抱かかえるようにして運んでいる。

　俺は、お茶を飲みながら、エミリさんに、希き釈しやくする濃のう度どや使い方について説明する。

「また必要になったら、【アトリエール】に来てくれれば、樽たるで仕込んでありますから分けてあげますよ」

「その時は、ちゃんとお代を払はらうわよ」

　和なごやかに話しながらお茶を飲み干すと、俺は背せ伸のびして立ち上がり、エミリさんが鑑定し終えた【ガラクタ】を回収して、【分解炉】に向き直る。

「さて、【錬金釜】を使わせて貰もらったから、お礼にエッセンスのタンクを補充しておきますか。抽出表に載のってないアイテムだけ【分解炉】に投入したら、次はマギさんの所に行きますね」

「ありがたいわ。でもいいの？　レアアイテムとか混じってない？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。余ったアイテムや不良在庫のアイテムですから」

　俺がひらひらと手を振って、だから気にしないでくださいと答えながら、分解炉に投入したアイテムとそれによって抽出されたエッセンスの量をメモ用紙に記録していく。

　そして、除じよ虫ちゆう香こうや鬼き人じんの妙みよう薬やく丸がん、聖山の魔ま法ほう薬やく、イエローポーションなど、エミリさんのエッセンス抽出表に書かれていないアイテムを片かたっ端ぱしから分解炉に投入していく。

　やはり、回復系のアイテムは光や風系のエッセンスが豊富で、液体系のポーションは水のエッセンスを多く含ふくむ。

　また、生産アイテムは、元々の素材アイテムを投入するよりも生産アイテムにした方が、エッセンスの取得量的に若じやつ干かんお得といった感じだ。

　そうしてどんどん投入するうちに、光や風のエッセンスが多くなり、タンクに溜たまるエッセンスの量のバランスが偏かたよってきたと感じた俺は、ふと、このアイテムなら足りない属性のエッセンスを補えるんじゃないかと思った。

　それは、各属性の魔法薬だ。

　例えば、火属性のダメージポーションと、武器への属性ダメージ付ふ与よの効果を持つアイテムとか。

　俺は試ためしに、一番不足している闇属性のエッセンスを補うために、闇の魔法薬である宵闇液ブラインド・リキツドを【分解炉】に投入した。

「お、おおっ、おお!?」

「ユンくん、どうした……って、なんか凄すごい量が出てきたわね」

【分解炉】で抽出された闇属性のエッセンスが、勢いよく管の中を流れて、ザバッとタンクに溜まる。

　慌あわてて目盛りの量を確かく認にんすると、一個で約５００のエッセンスを補充することができた。

「おお、凄い！　元々の素材を分解しても合計１００エッセンスにも満たないのに。あっ、でも闇属性のエッセンスしか出ないんだ」

「それでも十分凄いわよ！　魔法薬一本でタンクの半分を満たせるんだから！」

「じゃあ、もう一本入れて、タンク満タンにしちゃいますね」

　俺は気軽にもう一本、宵闇液ブラインド・リキツドの魔法薬を投入し、他ほかにも火属性の加熱液ヒーテイング・リキツド、水属性の冷却液コールド・リキツド、土属性の硬ハード化・リ液キツドなどのポーションタイプの魔法薬を投入して、満タンギリギリまで、タンクをエッセンスで満たしていく。

「おー、全部のタンクが満タンになると綺き麗れいだなぁ」

　薄うすぼんやりと輝かがやく液体タンクが六色並ぶと、薄暗い【素材屋】の工こう房ぼう内部が神秘的な雰ふん囲い気きになる。

「ユンくん、やり過ぎよ」

　まさか、タンク全部を満たすとは思っていなかったエミリさんは、苦笑いを浮かべている。

「でも、そうね。魔法薬はエッセンスの外部補給素材として有用なのね。ユンくん、残ってる物を貰えるかしら？　とりあえず、これだけあればいいかな？」

　そう言って、ジャラジャラと音をさせながら、Ｇゴールドの入った革かわ袋ぶくろを三つ、インベントリから取り出すエミリさん。

　一袋50万Ｇ入り、全部で１５０万Ｇの提示代金に一いつ瞬しゆん言葉を失い、俺はすぐに断った。

「いやいや、こんなに必要ないから！　それに手元にあるのは数が少ないから、それじゃ値段が釣つり合わないって」

　今手元にあるのは、さっきのポーションタイプとは別の粉末タイプの魔法薬だ。

　こっちは、ポーションタイプに比べると武器への属性ダメージ付与はし辛づらいが、風や魔法の爆ばく発はつに合わせて周囲に散布すると、ダメージアイテムとして使いやすいのだ。

　俺はそれをインベントリから20個取り出してテーブルに置き、代わりに革袋の一つから20万Ｇを受け取る。

「これでいいかな？　こっちはまだ、あまり効果が高くなくて、満足のいく出来じゃないから」

「私はエッセンスの急速補給用として、低品質でもいいから是ぜ非ひとも量産してもらいたいんだけど……」

「エミリさん。それは、俺の生産職としてのプライドが許さない。けど……今、マギさんと一いつ緒しよに作っている、生産職がボツにしたアイテムのレシピ本にそのレシピを載せますから、しばらく待ってくれないかな？」

　そうすれば、興味半分で魔法薬を作る生産職と、その手で作られた使い勝手の悪い魔法薬が、少しずつ市し場じように現れるはずだ。

　だからそれを買ってくれと、暗に誘ゆう導どうすると、エミリさんはいい笑え顔がおで頷うなずく。

「分かったわ。なら、私の方でも、【錬れん金きん釜がま】を使わない【属性石】のレシピの方をマギさんに教えて、レシピ本として出させてもらうわ。そしたら、【属性石】が露ろ店てんに出るようになるわね」

　少し先の未来を夢想して微笑ほほえむエミリさん。

　俺もエミリさんも、自分がよりＯＳＯライフを楽しむための生産環かん境きようを整えるために、レシピを広げている。

「さて、エミリさんの様子もわかったし、【属性石】の補ほ充じゆうもできたから、俺はもう行くね」

「今日は来てくれてありがとう。この後、何か予定があるの？」

「マギさんの所に寄るつもり。さっき鑑かん定ていしてもらった【ガラクタ】の中に、【カラクリ魔導人形】のパーツがあったから」

【左ひだり腕うで】と【左足】が出たのだが、【左足】は既すでにマギさんが持っているため、【左腕】を　渡しに行くつもりだ。

「そう。それなら私とベルで集めたパーツもあるから、それも持って行ってくれる？　まぁ、ダブってるのもあるだろうけどね。あと、【カラクリ魔導人形】を完成させる手伝いが必要なら連れん絡らくしてね」

「わかった。その時は、レティーアたちにも伝えるね」

「それじゃあ、ユンくん。またね」

「はい、また来ます」

　俺はエミリさんに挨あい拶さつすると、【素材屋】の工房を出て、裏路地から表通りに戻もどる。

　そして、マギさんの【オープン・セサミ】に向かって歩き出した。
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　本日最後の訪問先であるマギさんのお店【オープン・セサミ】では、工房の奥から金かな槌づちを振ふるう音が聞こえてきた。

　応対に出てきた店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの説明では、マギさんは今、奥の工房で作業中とのことなので、俺は自分が集めたガラクタ素材やエミリさんから預かった【カラクリ魔導人形】のパーツをその店員ＮＰＣに渡し、店内で待たせてもらうことにした。

　しばらくすると、タンクトップにショートパンツ姿という露ろ出しゆつ度どの高い格好のマギさんが、首に掛かけたタオルで汗あせを拭ふきつつ、飲み物を口にしながら店てん舗ぽに出てきたので、俺はちょっとビックリしてしまった。

「いや、熱い熱い。ユンくん、待たせてごめんね」

「マ、マギさん。そんな格好で人目のある場所に出ちゃ駄だ目めですよ！」

「はいはい。それじゃあ、工房で話そうか」

　まるで反省していないような声を出して、俺を奥の工房に案内するマギさん。

　武器を生産していたのか、未いまだに魔ま法ほう炉ろは赤々と火が入っており、炉の中には火を維い持じする火妖精の姿が見えた。

「なんか、中々集まれなくてごめんね」

「いえ、それは、大丈夫なんですけど……」

　熱気のこもる場所にいたため火ほ照てった体を掌てのひらで扇あおぐマギさんの姿が艶なまめかしくて、俺は視線のやり場に困る。

　そんな俺の動どう揺ようを知ってか知らずか、平気で話を進めるマギさん。

「とりあえず、手元にある【カラクリ魔導人形】のパーツを綺麗に整備して、試作品の外がい殻かくを用意したけど、ユンくん、見てみる？」

「はい。見させてもらいます」

　最初、錆さびついた外殻を付けていた【カラクリ魔導人形】の右腕は、外殻を取り外された上で、綺麗に磨みがかれていた。

　球体関節部は、少しの力で簡単に外したり戻したりできる仕組みなので、補修や調整が容易にできたようだ。

　その右腕の隣となりには、新しく作った鉄製の外殻が置かれており、マギさんは、それを取り付けてみせる。

　右腕パーツ自体はかなり細身で心こころ許もとないが、外殻パーツを付けることで、人間の腕らしい太さになる。
















「まぁ、できたのは、外殻の試作品だけね。とりあえずこうしておけば、魔法的な動力ラインを保護できるわ。そして、これをこうして……」

　そう言って、一度付けた外殻を外すと、今度は、手首側の外殻がやや分厚い何かしらのギミックが仕込まれた外殻と取り換かえていく。

「これが仕込み武装ね。フックとワイヤーが飛び出す仕組みよ。数秒で巻き取られるわ」

　マギさんが腕の外殻の一部を押すと、手首からワイヤーが飛び出す。ワイヤーの先せん端たんのフックが壁かべに当たると、すぐに巻き取られる。

「これ、単純機構の発射速度じゃないですよね。動力はどこから来てるんですか」

「んー、多分、魔法的な動力ラインから引っ張ってるんじゃない？　その辺はよく分からないわ」

　なにそれファンタジーじゃん、と若干遠い目をする俺。整備されて仄ほのかに光を灯ともす内部の魔法的動力ラインも神秘的だ。

　そもそも【カラクリ魔導人形】のどこにカラクリ要素があるのだろうか？　謎なぞである。

「とりあえず、今は色々な素材を使った色々な種類の外殻を試作中なのよね」

　そう言って、シンプルな鉄製の外殻甲こうとは別の、色々な試作の外殻を取り出して見せてくれる。

「これが戦せん闘とう用の試作外殻よ。こっちが、仕込み刃ばの籠こ手てで、こっちは、収納式の丸まる盾たて装そう甲こうね」

　仕込み刃の籠手は、通常の外殻の外側に仕込みギミックを組み込んでおり、手首の動きに合わせて、パタと呼ばれる種類の手てつ甲こう剣けんが飛び出す仕組みだ。

　また、収納式の丸盾は、台形の金属板を何枚も重ねて端はしの一点で固定したもので、それを手首に装着し、仕込み籠手同様に手首を動かして展開ギミックを発動させると、扇せん子すのように開いて円形になるようだ。

　素材や形状の関係上、それほど耐たい久きゆう度どの高い盾ではないが、小さな飛び道具程度は弾はじき返せるだけの強度はあると、マギさんは言う。

「本当は、ビーム兵器とかレーザー砲ほうとか搭とう載さいさせてみたいけど、ファンタジー世界にそうした兵器はないだろうから、リーリーに協力して貰もらって、この【カラクリ魔導人形】に似合う機械弓でも作りたいと思っているわ」

「いや、このギミックとかだけで十分ファンタジーですよ。はぁ、凄いですね。【カラクリ魔導人形】って」

「外殻パーツを作るのは楽しいわよ。気分や状じよう況きように合わせて、複数用意したパーツを付け替かえても面おも白しろいと思うわ」

　そう楽しそうに語るマギさんだったが、ただ、と声のトーンを落とす。

「人形の本体とも言える胴どう体たいが見つからないと、先には進めないのよ」

「それはそうですね」

「手足も片方ずつじゃ、上う手まく動けないだろうし」

　確かに、片足だけでは歩けないだろうし、片腕だけでは十分に力が発揮できないだろう。

「だから、当面の目標は、まだ手に入れていない胴体及および左腕と右足のパーツの確保ね。それらの修理と調整は最後。全部揃そろってから、組み立てまで一気に進めたいわ」

　そう言って笑うマギさん。

「それじゃあ、俺が見つけたパーツをマギさんに渡わたしますね。あと、エミリさんとベルから預かったパーツもあります。まぁ、ダブりもありますけど」

　俺はインベントリから、【カラクリ魔導人形】の【左腕】と【左足】を取り出す。

「ありがとう、ユンくん！　残りは、胴体と右足だけよ！」

「他ほかにも何か手伝えることがあったら言ってください。何でもしますから」

「うーん、今のところ手伝ってもらうことはあまりないかなぁ……」

　腕を組んで視線を斜ななめ上の方に向けて考え込むマギさんだが、何か思い出したようだ。

「そういえば、ユンくんの【彫ちよう金きん】センスのレベルって、今どのくらい？」

「【彫金】ですか？」

　俺は、メニューを開き、自身のセンスステータスを確かく認にんする。
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【弓Ｌｖ55】【長なが弓ゆみＬｖ39】【魔ま弓きゆうＬｖ22】【空の目Ｌｖ22】【看かん破ぱＬｖ34】

【俊しゆん足そくＬｖ25】【魔道Ｌｖ27】【大地属性才能Ｌｖ７】【付ふ加か術じゆつＬｖ50】

【調教Ｌｖ34】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ20】




控ひかえ




【調薬師Ｌｖ18】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫金Ｌｖ28】【生産職の心得Ｌｖ13】【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】【念動Ｌｖ３】









インフォメーション




・ＮＥＷ：【付加術】のレベルが50に到とう達たつ。上位センスが発生






　気になる文もん言ごんを見つけたが、それは後回しにして、今の【彫金】センスのレベルをマギさんに伝える。

「今は、28レベルですね」

「なら、ちょっと足りないかな。でも、エンチャントでステータス強化できるから、ミスリルインゴットは作れるの？」

「え、ええ……でも、自分では中々上手くいかないんです」

　ミスリル鉱石を集めて加工しようとするが、自分一人では中々上手くいかない。

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクが注文したガレオン船の製造に必要な、ミスリルとブルライト鉱石を使った合金製の船ふな釘くぎを作れるようになりたいのだが、そのインゴットを作れるようになるまで、まだまだ時間が掛かりそうだ。

「それなら、胴体部と右足が揃そろうまで、【オープン・セサミ】に通って練習するのはどう？　多分【彫金】センスのレベルが35に到達すれば、ミスリルインゴットを作れるだけのステータスは確保できるんじゃないかな？　必要な鉱石とかは、私も十分貯蔵してあるから」

「いいんですか？」

「ユンくんには早く船釘を作れるようになってもらいたいって打算があるからいいのよ。それに、【ＯＳＯ漁業組合】やエミリちゃんとベルから買い取った鉱石もあるから、練習用には事欠かないわ」

　マギさんの提案は有あり難がたいが、それでは俺が一方的に貰い過ぎだ。

　しかしマギさんは、俺が引き受けやすいように、笑いながら他の理由も説明してくれる。

「それに、この前言ってた粉末状の魔法薬は、ユンくんの近くにいたほうが手に入りやすいかなぁ……って二つ目の打算もあるわ」

「分かりました。なら、ミスリルインゴット作りの練習代の代わりに、粉末系の魔法薬を揃えておきますね」

「ありがとう！　じゃ、早さつ速そく練習してみる？」

「えっ、今ですか!?」

「まだ魔法炉に火が残っているし、今のユンくんの実力を把は握あくしておきたいわ！」

「ええっと……わかりました。やります」

　俺は、少し悩なやんでから引き受けた。

　現在装備しているセンス構成を生産用に変へん更こうし、インベントリから【彫金】に使う愛用の黒こく鉄てつ製の金かな槌づちを取り出す。

　自身のステータスを強化するために、物理攻こう撃げきと速度上じよう昇しようのエンチャントを施ほどこして、準備完かん了りようだ。

　マギさんに見守られながら魔ま法ほう炉ろにミスリル鉱石を投入すると、高温でドロドロに溶とけたミスリルがインゴットの型に流れ出てくる。

　俺は、適量が溜たまったところで金型からミスリルの塊かたまりを取り出し、金槌を力一いつ杯ぱい振ふり下ろす。

【彫金】センスのアシストを受けながらリズミカルにミスリルを叩たたいていくと徐じよ々じよに冷えて固まるので、それを再び炉に戻もどし、溶けたら取り出してまた繰くり返し叩く。

　炉から漏もれ出す炎ほのおの【炎えん熱ねつダメージ】にジリジリとＨＰを消しよう耗もうしながらミスリルインゴットを叩いていると、だんだん鈍にぶい灰色に変わっていき──





灰色のミスリルインゴット【素材】

何らかの要素が欠け、本来の輝かがやきに辿たどり着けなかったミスリルインゴット。






【アトリエール】で何度も試ためした時と同様の結果に、俺は溜ため息いきを吐はき出す。

「ユンくん、お疲つかれ様」

「ううっ、マギさん。失敗してすみません」

　俺は、首筋を伝う汗あせに気付き、腕うでで拭ぬぐいながらマギさんに謝るが、マギさんは気にしてないというようにヒラヒラと手を振る。

「私もした失敗だからねぇ」

「マギさんもしたんですか」

「そうだよ。なんでだろう、って試行錯さく誤ごした結果、何とか、その原因に辿り着いた感じね。まぁ、見てて」

　そう言うと、場所を交代して、マギさんがミスリルインゴット作製の手本を見せてくれる。

　と言っても、その手に取ったのは、俺の失敗した灰色のミスリルインゴットだ。

　それを躊躇ためらいなく高熱の魔法炉に投入し、炉から溶けて出てきたミスリルインゴットが金型に流し込まれると、型から外して、何度か叩いて形を整えてから、近くに用意してあった水に一気に浸つける。

「これで──完成よ！」

「えっ？　これだけ？」

　マギさんが水から引き上げたインゴットは、眩まぶしいほどの白銀色の輝きを放っていた。

「えっ、でもどうして？」

「あの灰色のミスリルインゴットは、失敗じゃなく、まだ作業工程の途と中ちゆうなのよ」

　そう言って、マギさんがミスリルインゴット作製の手順を教えてくれる。

「最初に炉でミスリル鉱石を溶かしてから二回インゴットの形に整えるまでは、今まで通りで問題ないわ。でも実は三回目があって、炉から出したインゴットを叩いて灰色に変わってきたら、聖水に浸けて一気に温度を下げるのがポイントよ。そうすることで、ミスリルは本来の輝きを取り戻すの」

「はぁ、マギさん、流石さすがです。三回目には思い至りませんでした」

「でも、ユンくんも色々試したんじゃないの？」

　マギさんが言う通り、【灰色のミスリルインゴット】というアイテム名だったので、それを白銀に戻すために、ＥＸエクストラスキルの【魔ま力りよく付ふ与よ】を行ったり、生命の水に浸け込んだり、薬草を擦すり込んだりと、思いつくことを手当たり次し第だいにやってみたのだが、まさか三度溶かしてから聖水で熱を取るだけとは思わなかった。

「ユンくんなら、もう何度か練習すれば、上手くミスリルインゴットが作れるようになるよ。問題は、ミスリルインゴットと魔法金属を合わせた合金だよね。そっちは、【彫金】センスを35レベル付近まで上げる必要があるから」

「とりあえず、確実にミスリルインゴットが加工できるように、【彫金】センスのレベルを上げます」

　俺は、マギさんの作業をなぞるようにミスリル鉱石を炉に投入して、ミスリルインゴットを作る。

　灰色のミスリルインゴットは難なく作ることができ、次にそれを再び炉の中に投入して溶かし、通常の手順で何度か叩いた後、一気に聖水に浸けると──

　──パキン！

　灰色のミスリルインゴットは灰色のまま幾いくつかの砕さい片へんに割れてしまい、光の粒りゆう子しとなって聖水の中に消えていく。

「えっ？　失敗した!?」

「あー、エンチャントでステータスを誤ご魔ま化かしてもまだ無理かぁ。こうなると、ユンくんの【彫金】レベルがちゃんと35になるまでは成功しないのかもね」

「そう、かもですね……」

　センスのレベルキャップに引っ掛かかり、気落ちする俺を励はげますように、マギさんが肩かたを叩いてくる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。レベルなんてすぐに上がるから！　それに、灰色のミスリルインゴットが作れるなら、ミスリルと銀の合金はアクセサリー向きだから、練習にはちょうどいいよ」

「はい。頑がん張ばります」

　俺はそのまま作業を続け、【彫金】センスのレベリングを兼かねて、灰色のミスリルインゴットを何個か作ると、次に、銀との配合比率を変えながら、アクセサリー用の合金インゴットを作っていく。

　どの配合比率の合金インゴットが最もアクセサリー向きか。

　マギさんは、悩む俺の後ろ姿を見守るだけで、何も言わない。

　そして時折、【カラクリ魔導人形】を修理する工具の音が、工こう房ぼう内に響ひびくのだった。







　　　五章　修理と陶とう器き







「ふぅ。ウーツ鋼インゴットは、なんとか十回中六回は成功するようになりましたね」

「ユンくん、お疲れ様」

　俺は、高熱を放つ魔法炉の前で額に張り付く髪かみを搔かき上げて、マギさんの労ねぎらいの言葉に振ふり返る。

　俺が炉を借りている間、マギさんは、【カラクリ魔導人形】の手足のパーツを整備し、大まかに形を決めた外がい殻かくを削けずって微び調ちよう整せいを行ったり、様々な素材を組み合わせて外殻を試作したりしている。

「次は私が炉を使うけど、ユンくんはどうする？」

「とりあえず、ここで休きゆう憩けいさせてもらいますね」

「了りよう解かい！　それじゃあ、私が終わったら、また炉を使ってね。今度は、アクセサリーでも作ってみたらどう？」

「そうですね。少し考えてみます」

　俺は、マギさんの言葉に微笑ほほえみ、魔法炉の前を譲ゆずって、工房の一画に移動する。

　相変わらず工房での作業中は薄うす着ぎのマギさんに、目のやり場に困った俺は、炉の熱で火ほ照てった肌はだの汗が引くまで、しばらく目を閉じて瞑めい想そうする。

　そして、熱や汗が引き、作業で付いた汚よごれなどが時間経過によって消えると、俺は目を開け、再びやる気になった。

「よし、次は何するかな」

　マギさんが炉を使っている間ここで何をしようかと考えていると、俺が一休みして落ち着くのを待っていた、幼よう獣じゆう化したリゥイとザクロが近寄って来た。

　マギさんのパートナーのリクールも、高熱の炉の前で作業中のマギさんに近寄れずに暇ひまを持て余あましていたらしく、俺に擦すり寄って来る。

「お前ら、暇なのか。仕方がないなぁ、何かおやつでも作るか」

　俺のその一言に、嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振る三匹びきの使し役えきＭＯＢたちに苦笑いを浮うかべつつ、俺は、手持ちの食材アイテムをメニューで確かく認にんしつつ、マギさんに声を掛ける。

「マギさん、ここでおやつ作っていいですか？」

「いいよ！　その代わり、お姉さんにも残しておいてね！」

「もちろんですよ」

　俺は、微笑みながら、インベントリからエプロンを取り出して身に着けると、おやつ作りの素材を並べ始める。

「うーん、何作るかなぁ。簡単なのだと……ホットケーキにするか」

　パウンドケーキを作る時に使った食材系アイテムが残っていたので、それらを利用することにした。

　お菓か子し作りの道具セットである【スイーツファクトリー】からボールや泡あわだて器、ふるい、フライパン、フライ返しを取り出し準備する。

「俺とマギさん。あと、リゥイ、ザクロ、リクールの分だから……十枚分でいいかな？」

　一人二枚と計算し、分量を量る。

　薄はく力りき粉こ、ベーキングパウダー、砂糖をふるいにかけて、泡だて器で混ぜ、そこに【コカトリスの卵】や牛乳を加えて、粉っぽさが無くなるまで混ぜて生き地じを作る。

　次に、簡易用のコンロを取り出し、フライパンに油を薄く塗ぬって温め、生地を流し込む。

　フライ返しで形を整えつつ弱火で数分焼き、表面にプツプツと小さな気き泡ほうが浮き出したら裏返して更さらに数分焼くと、ふっくらとしたホットケーキの出来上がり。それをインベントリから取り出した大皿の上に載のせる。

　そして、次のホットケーキに取り掛かろうとすると──

「こーらー、引っ張るなぁ～」

　俺のエプロンを引っ張るリゥイに、足元に擦り寄るザクロとリクール。

「ふふっ、味見したいのね」

「全く、仕方がないなぁ。ちょっと待てよ」

　俺は、一度コンロの火を止めると、焼き立てのホットケーキを包丁で６等分してから真ん中にバターを一欠片かけら置き、とっておきの蜂はち蜜みつである【妖よう精せい郷きようの花王蜜ハニークラウン】を垂らす。

　俺がその【妖よう精せい郷きようの花王蜜ハニークラウン】をインベントリから取り出した瞬しゆん間かん、魔ま法ほう炉ろの中で火を維い持じしていた火妖精が嬉しそうに微笑み、その一瞬だけ炉内の炎ほのおが勢いを増した。

「はい。全員、一切れずつ味見だからな」

　俺が一切れずつホットケーキを差し出すと、使役ＭＯＢたちが順番にパクついてくる。

　リゥイは一口で食べてしまい、ザクロとリクールは、前まえ脚あしで支えるように持って少しずつ食べ、最後は手に付いた蜂蜜を、名残なごり惜おしそうに舐なめている。

　俺は、残り三切れが載った皿を手に、赤々と火が燃える魔法炉に近づき──

「マギさんも味見どうですか？」

「うーん。ちょっと今手が離はなせないかなぁ」

　マギさんは今、プレイヤーから依い頼らいを受けた武器を作り上げているところだ。

　一度冷えた金属をちょうど炉の中に戻もどしたところで、マギさんはいいことを思いついたというように悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて振ふり返った。

「そうだ、ユンくんが食べさせてよ！」

「え、ええっ!?」

「ほら、早く。あーん」

　目を閉じて口を開け、ホットケーキを待つマギさんに、俺は一瞬困こん惑わくしたものの、なるようになれという気分で、その口元にホットケーキを差し出す。

「分かりました！　はい！」

「はむっ！　んっ！　おいひい！」

　嬉しそうに目を細めて、ホットケーキを味見するマギさんだが、俺の方は、思わぬ不意打ちに心臓バクバクである。

「うん、ふわふわの生地は甘さが控ひかえめで、そこに溶とけたバターの薄い塩味と濃のう厚こうな蜂蜜の甘かん味みが利きいてて、とても美お味いしいわ。ありがとう、ユンくん」

　味見したホットケーキを飲み込み、味の感想とお礼を言ってくるマギさんに、俺は乾かわいた笑いを漏もらす。

「あははっ。できれば次は、ちゃんと休憩の時に食べましょう」

　主に、俺の精神衛生上、と内心で付け加えつつ、残ったホットケーキのうち一切れを、魔法炉から飛び出してきた火妖精に渡わたし、最後の一切れを自分でも味見する。

「うん。こんなもんかな。悪くはない」

　自分自身の感想としては、その程度の淡たん白ぱくなものだ。

　全員が味見を終えたところで、俺は残りの生地を次々と焼く。最初の一枚はみんなの味見用になってしまったため、結局十一枚も焼くことになったが、俺は手て際ぎわよくフライパンを返しては、ふっくら焼き上がったホットケーキを次々と使役ＭＯＢのリゥイたちに取り分け、七枚目から大皿に重ねていく。

　そうこうしている内に、マギさんの作業がひと段落し、こちらのお茶の準備もちょうど整った。

「ふぅ～、ユンくん。終わったよ～」

「はい。それじゃあ、おやつにしますか」

　俺は、四枚のホットケーキが積み重なったお皿とお茶をテーブルに並べて、休憩に入る。

　お互たがい次に何を作るのか、何か面おも白しろいアイディアはないかを話し合いながら　ホットケーキを食べ終わり、おやつの余よ韻いんを楽しんでいると、工房に店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターが入って来て、マギさんに耳打ちする。

「実はお客様がいらしてまして──」

「あー、ならここに通して」

「わかりました」

　小声での短いやり取りで、誰だれが来たのかまでは聞き取れなかったが、マギさんが許可したのだから問題ない人物だろう。

　そしてすぐに、店員ＮＰＣに案内されてやってきたプレイヤーに、俺は少し驚おどろく。

「やっほー！　ユンお姉ちゃん！　マギさん！」

「ふふふっ、こんにちは。ユンさん、マギさん」

「ミュウ、それにリレイ。どうしたんだ？」

　来客が俺の妹のミュウとそのパーティーメンバーのリレイだと事前に店員ＮＰＣから聞いていたマギさんは、二人をにこやかに出で迎むかえる。

「ミュウちゃんたちは、ユンくんに会いに来たのよ」

「へっ？　俺に？　マギさんじゃなくて？」

　ミュウが俺に何の用だろうと首を傾かしげるが、当のミュウは俺の様子が気に入らなかったのか、軽く唇くちびるを尖とがらせて不満げにしている。

「お姉ちゃん、私に、【ガラクタ】アイテムがあったら集めてくれって頼たのんだよね！　マギさんが【カラクリ魔導人形】のパーツを欲ほしがってるからって！」

「【化石】を集めるって言うから、そのついでにって頼んだけど、手に入ったのか？」

「手に入ったどころか、パーティー内に【採さい掘くつ】できる人がいなくて【化石】発はつ掘くつの効率が上がらないもんだから、【ガラクタ】ばかりが集まった！」

　そう言って胸を張るミュウは、インベントリから何本もの【カラクリ魔導人形】の手足のパーツを取り出して抱かかえた。

　人形の手足のパーツが大量にあると、そのシュールさに、思わず表情が引き攣つる。

　そんな俺の様子はお構いなしに、ミュウが手近なところにそれらのパーツを置くと、今度はリレイが一歩前に踏ふみ出す。

「ふふふっ、手足のパーツは、ミュウさんの担当で。本命はこっちですね」

　そう言ってリレイがインベントリから取り出したのは、人の胴どう体たい部のようなパーツだ。

　腹部に相当する部分の装そう甲こうが剝はがれ落ち、内部がぽっかりと空くう洞どうになっている、人形の胴体フレーム──【カラクリ魔導人形】の【胴体】である。

「これ、リレイが見つけて直そうとしてたんだけど、修理に対応するセンスを持ってないし、ユンお姉ちゃんたちが探してるものだからって言って持ってきたの」

「ふふふっ、本当は、本当は私の手で直したかった！　直して自分の好みのタイプの女の子人形を作ろうとすら思いました！　ですが、今回は泣く泣く、泣く泣く！　諦あきらめました」

　力説するリレイに、はぁ、と生返事をすることしかできない俺。

「ですから、修理できるであろう、ユンさんとマギさんのところに持ってきました」

「ありがとう。全部買い取らせて貰もらうわ。予備の手足のパーツとかも欲しかったのよね」

　そう言ってにっこりと微笑むマギさん。

　ミュウとリレイは、喜びのハイタッチをする。

「こちらが未所持の右足と、特に胴体部は高値で買い取って、他ほかは一律これくらいで──どうかしら？」

　俺を横目に、値段交こう渉しようを始めるマギさんとミュウたち。

　マギさんの提示額に対して、ミュウたちが、ＮＰＣに頼んだ鑑かん定てい代を上乗せしてほしいと言うと、マギさんは、その代わりに、ミュウたちの持っているその他のクズアイテムが欲しいと言う。

　結構白熱した値段交渉だが、互いに険悪な雰ふん囲い気きはなく、そうしたやり取り自体を楽しんでいるようだ。

　俺は、そのやり取りを聞きながら、こっそりと追加のホットケーキを焼き始めた。

　段々と工こう房ぼう内に広がる甘い匂においに、マギさん対ミュウたちの交渉の勢いが弱まり──

「それじゃあ、【カラクリ魔導人形】が修復される過程の見学と、お姉ちゃんのホットケーキを食べさせてくれることを条件に、その値段で手を打ちます！」

　何な故ぜか、俺の焼いているホットケーキまでが条件に入っていた。

「ユンくん、この条件でいい？」

「マギさんにお任せします」

「じゃあ、これで交渉成立ね。よかった、これで全パーツが揃そろったわ」

「はい。それじゃあ、ミュウたちは、焼きたてのホットケーキでも食べててくれ。俺は、人形のパーツをマギさんと確かく認にんするから」

　俺は二人にホットケーキを勧すすめてから、マギさんの手伝いに回る。

「ユンくん。とりあえず、各パーツのフレームの補修だけはしておきましょう」

「わかりました」

　俺とマギさんは、錆さびの浮ういた手足の外がい殻かくを取り外してフレームをバラバラに分解すると、それら一つ一つを、錆取りクリームをつけた布で磨みがき始める。

「ほーら、リクール。ホットケーキを分けてあげるから、その白銀の毛並みをモフモフさせて～」

『わふっ』

　そんな声が聞こえたので、フレームを磨きながらそちらを見やると、ミュウにホットケーキをおねだりするリクールと、それとは対照的に、ミュウを警けい戒かいして工房の隅すみっこで幻げん術じゆつを使って隠かくれているリゥイとザクロがいて、俺は思わず笑ってしまった。

「ふふふっ、ユンさんたちは何をやっているんですか？」

　リレイの質問にも、俺は作業の手を止めずに、答える。

「錆取りしているんだよ。そうしないと錆さびた部分の耐たい久きゆう度どが著いちじるしく下がるからな」

「ふふふっ、錆取りクリームですか。そんなものがＯＳＯにあったんですね」

「違ちがうよ。これは、ユンくんがわざわざこのために作ってくれたんだよ。最初は、私がヤスリで錆びを削けずり落としてたんだけど、それだとパーツ全体の耐久度も下がっちゃうからね」

　そう言って、マギさんが自じ慢まんするように錆取りクリームで錆を落としてから綺き麗れいな布で乾から拭ぶきすると、金属フレームは本来の銀色の輝かがやきを取り戻す。

　その錆取りクリームは、二に乃の椿つばきの油と木もく蠟ろうで作ったベースクリームの中でも硬かための配合をした物に、錆を浮かす効果が望める粘ねん菌きんスライムの強酸性ゼリーを配合したものだ。

　当初、適正な配合率が分からない段階の試作品では、金属自体を溶かしてしまい、大おお幅はばに耐久度を下げてしまう結果になったが、その後、鑑定済みの【ガラクタ】の中にある錆びた道具などのアイテムを使って実験を繰くり返して、ようやく満足いく配合レシピを見つけたのである。

　今回のようにアイテム表面の錆を取り除く他にも、【鍛か冶じ】や【細工】系の生産工程で金属表面を磨いたり、戦せん闘とう前の剣けんや刀などの武器に使用することで、切れ味が増し、一定の回数の攻こう撃げきに、斬ざん撃げきダメージに対するボーナスが付いたりする。

　そんな便利な錆取りクリームを使って俺とマギさんがせっせとフレームを磨き、調整して、最後に全体を合体させると、失われていた魔ま法ほう的な動力ラインの輝きが、微かすかだが戻って来た。

　だが、今はまだ内部の動力ラインが剝むき出しの、いわば骨だけの姿であるため、見た目的には非常に心こころ許もとない。

「ねぇねぇ、お姉ちゃん。それで修理完かん了りよう？」

「違う違う。これはまだフレームを整えただけ。この後もう一回分解して、次はパーツごとにフレームを組み立てて外殻を取り付けてから、各パーツを組み合わせるんだ」

　俺は、新たに今日ミュウたちが持ち込んだパーツを磨きながら、説明する。

「じゃあじゃあ、外殻ってどんなのが作れるの？　剣とか持たせられる？」

「……そうね。考えてみれば、別に外殻に何かを仕込む必要はないわよね。人間に近い骨格なんだから、内部機構を保護する外殻と防具、それと武器を用意すればいいのよね」

　マギさんも、同じ作業をしながら呟つぶやく。

　人形本体に全すべて機能を詰つめ込まなければと思っていたが、その必要はないということに気が付いたらしい。

　まぁ、ロマン派のマギさんのことだから、外殻にギミックを仕込むだろうな、と俺は思っているのだが。

　そんな感じで話している間に、俺が最後の右足のパーツを磨き終えたので、他の五つのパーツと共に、テーブルの上に載のせた。

「なるほどねぇ。背骨のようなフレームと、首の後ろにはネジ巻き穴みたいなのがあるから、ここで動力を確保かなぁ」

「あとは、全部を合体させてからの調整が必要なのと、人形を動かす動力源については、一度【解体図面】を調べないといけませんね」

「そうね。それとは別で、あの中ちゆう華か鍋なべみたいな頭部パーツは頭に被かぶせるものみたい」

「丈じよう夫ぶそうなパーツですから、頭を守る兜かぶとのようなパーツじゃないですか？」

　本体である胴体に繫つながる頭部を調べたマギさんは、本体頭部に差し込み穴のような箇か所しよを見つけ、中華鍋のような頭部パーツの合体部分が無事であることを確認した。

　その間にも錆びてボロボロになった外殻を取り払はらい、背骨や骨こつ盤ばん、体の骨格に模した細めの内部機構を一度バラバラにして、錆取りクリームで丁てい寧ねいに磨きながら、話し合う俺とマギさん。

　そんな俺たちの作業をしばらく見守っていたミュウとリレイだったが、ホットケーキを食べ終わるとすることがなくなったため、静かに店から出て行った。

　自分たちの作業と話に夢中になっていた俺とマギさんは、それに全く気が付かなかった。




　　　　●




「ごめん、美み羽う！　自分たちの作業に夢中になってた！」

　作業が一段落した後、ミュウとリレイがいないことに気が付いた俺とマギさんは、やってしまった、と反省して、その日の作業はそこで中断となった。

　そして、ログアウトした俺は、夕飯の席で美羽に謝っていた。

「別に気にしなくていいよ、おやつ食べられたし。ただ、お兄ちゃんとマギさんが何やってるかは分かんなかったけど」

「ホントにごめんって」

　若じやつ干かん不ふ貞て腐くされたような美羽の機き嫌げんを取るために謝り倒たおす俺だが、途と中ちゆうで美羽がぷっと小さく吹ふき出す。

「そんなに本気で謝らなくてもいいのに。でも、分野違いなのがよく分かったよ。お兄ちゃんたちが何をやってるのか、さっぱりだったもん。それで、あれの完成の目め途どは立ったの？」

　そう言って、味み噌そ汁しるを啜すする美羽に対して、俺は簡単に説明する。

「一応、全部のパーツは揃ったから、あとは組み立てて調整するだけなんだけど、俺もマギさんも凝こり性しようだからなぁ」

　ミュウたちが帰った後、【カラクリ魔導人形】の【解体図面】を【言語学】のセンスで解読した結果分かったのは、動力源はやはり、なんともレトロチックなネジ巻き式のゼンマイなのだ。

　首の後ろにあるネジ穴の奥にあるゼンマイの動力機構を巻き上げるネジ巻きを差し込み回すことで、人形を稼か働どうさせることができる。

　ただ、使うネジ巻きの素材によって、【カラクリ魔導人形】の動く速さが変わるらしい。

　本当にそんなのでカラクリ人形が動き出すのか、機械工学とかまるで分からない俺は、その部分はファンタジーだな、と思う。

「俺もマギさんも、予備の四し肢しのフレームを好きにカスタマイズしつつ、整備の終わってる胴どう体たい部をもう少し詳くわしくチェックするつもりなんだ」

「そうなんだ。でも、【カラクリ魔導人形】って女の子なんだね」

「女の子？」

「うん。私たちが持ち込んだ胴体部、どう見ても女の子の骨格だったよ。だからリレイが、美少女人形だぁ！　って【化石】探しそっちのけで喜んでたんだし」

「あー、骨格にも性別があるのか。そうなると男性型もあるのかな？」

　美羽との会話で、思わぬ可能性に気が付いてしまったが、とりあえず今は、女性の骨格に合わせた外殻を考えねばならなくなった。

　女性型用だと、外殻を大分小さくしないと全体のバランスが悪くなるかもしれない。

「とりあえず、完成したらお披ひ露ろ目めだよね！」

「あとは動力なんだよなぁ」

　首の後ろにあいたネジ穴のゼンマイ機構を巻き上げるネジ巻きが完全になくなっているために、それをマギさんと一いつ緒しよに作り出さなきゃいけない。

　なんでも、特定の素材で生み出したネジ巻きを回すことで、魔力的な何かが動力ラインを走りカラクリ人形を動かすそうなのだが、それは果たしてカラクリなのだろうか？

　魔法的な何かで動くのなら、それはカラクリとは言わないんじゃないか、と思うが、色々と謎なぞすぎるので、とりあえず今は脇わきに置いておくことにした。

「あとは、外がい殻かくとは別に武装をどうするかだよなぁ……」

「なになに？　カラクリ人形の武器とか、作るの？　手首に折おり畳たたみ式の仕込み剣とかビームとか!?　果てはロケットパンチとか!?」

　いや、確かに関節部は球体で簡単に外せるけど、そんなこと普ふ通つうはしないよな……でも、ロマン派のマギさんならやっぱやりかねんかも、と、俺は内心で不安になる。

「無理だろう。俺は無理だと思うぞ」

「ええっ～」

「そんな残念そうな声を出すな。外殻と武装については、今マギさんが色んなパターンの武装を考えてるから、俺は【鍛冶】系じゃない【細工】系センスで、武装とは違う外殻を考えなきゃいけないんだ」

「そうなんだ。なに、ビスクドールっぽいのでも作るの？」

「ビスクドールか。まぁ、フレームが金属だからって、外殻も金属にする必要はないか。そうなると……」

　前にもマギさんと話したが、スチールカウの革かわ張ばりの外殻でも作れるのならありかもしれない。そして、その時俺の目についたのは、夕食に使った真っ白なお皿だ。

　真っ白い陶とう器き製なら、可愛かわいい女の子人形っぽく作れるだろう。

　ＯＳＯで陶器など作ったことはないが、大まかな手順などが分かれば、俺にも作ることができるかもしれない。




　美羽との会話からヒントを得た俺は、ＯＳＯにログインし、【アトリエール】で陶器製の外殻作製のためのアイテムを調べる。

「必要なのは、粘ねん土ど、灰、あとは金属の粉末かぁ。足りないのは粘土か」

　まぁ、そのアイテムに関しては、大体目星がついている。

　第一の町から西の森などには、腐ふ葉よう土どなどのアイテムが手に入る肥えた土ど壌じようが多いが、南側の湿しつ地ち帯には、農耕には適さない粘土質の土が多く存在する。

　畑には適さない土であるため、俺も殆ほとんど採取していなかったが、今回の陶器の外殻の試作品を作るためには、大量に必要となる。

　その採取のために、暗い夜道を町の外に向かうが、【空の目】の暗視性能があるため、移動には問題ない。

　それに──

「おっ、やっぱり明るいな」

　第一の町の南側の湿地帯には、ウィル・オ・ウィスプがノンアクティブで出現するために、意外と明るい。

　そして、俺が、ゆらゆらと揺ゆらめきながら近寄って来るウィスプたちに薬草系のアイテムを差し出すと、ウィル・オ・ウィスプはそれを食べるように火の球の内側に取り込み、代わりにウィスプ固有のアイテムを渡わたしてくれる。

　そんな感じで夜の散歩をしながら、湿地帯の採取ポイントの地面をスコップで掘ほり返し、目当ての【粘土質な土】を手に入れて、【アトリエール】に戻もどって来る。

「これだけあれば足りるかな？」

　俺はそう言いながら、集めた【粘土質な土】を適量手に取り、素す手でで混ぜ始め、そこに少しずつ水を加え、丁度いい粘ねばり気けになるように捏こねる。

　小麦粉に水を加えてケーキやパンの生き地じを作るのと同じように、水を加えすぎてドロドロにならないようにしながら粘土の塊かたまりを作る。

「ふぅ、これで下準備はできたかな？」

　名めい称しようを見ると、【粘土質な土】から【陶とう芸げい粘土】に変化している。

「とりあえず、形を整えて、焼いてみるか」

【アトリエール】の魔ま法ほう炉ろに火を入れ、炉の温度が安定するまで、適当に千切った粘土を捏ね回して形を作る。

　プレートや皿、湯ゆ吞のみの形にしてみるものの、どうにも不格好で気に入らない。が、試作品と割り切り、【調合】センスの中にある乾かん燥そうスキルで水分を飛ばしてから、炉の中に入れていく。

　本来は、大きな焼き物釜がまの中に入れてじっくり焼くのだろうが、やり方が分からない俺は、武器やアクセサリーなどを作るように焼き上げた。

　そしてできたものが──【素す焼やきの土器】である。

　本当なら、こんな短時間で陶器など焼き上がらないはずなのだが、その辺はファンタジーだろう。

　できたものは、カサカサとした乾かわいて硬かたい手て触ざわりの、脆もろい陶器だった。

　一見、縄じよう文もん土器のような焼き物に、イメージしているビスクドールのような白磁の外殻まではまだまだ遠いなと思いながら、考える。

「うーん。そもそも陶器って、どうやって白くするんだっけ？　釉ゆう薬やくを掛かけて焼くと白くなるんだっけ？　それとも粘土に何かを混ぜるのか？」

　どうやれば白い陶器が焼けるだろう？

「とりあえず、思うまま作り上げて、経験していくか。分からないことを悩なやんでも仕方がないし」

　俺はそう呟つぶやきながら、インベントリから、トンボ玉などのガラス細工を作る時の素材である【砂結けつ晶しよう】と、更さらに何種類かの金属インゴットを取り出す。

「釉薬で、色や模様も付けられるんじゃなかったっけ」

　何種類かの金属インゴットと【砂結晶】を粉ふん砕さい機に掛けて、粉末状にする。

　試作なので、全すべて勘かんと目分量で先さき程ほどの粉末と水と粘土を混ぜ合わせ、ドロドロの釉薬を何パターンか作る。

　それに、素焼きした陶器を潜くぐらせるように浸ひたして、再び炉の中に投入する。

　そしてできた陶器が──【陶器の土器】に変化した。

　使った金属に合わせて色々な色に変化して面おも白しろいが、目分量で作った釉薬であるために、焼き上がりの色合いが濃こかったり、薄うすかったりする。

　俺好みのいい色合いが出ていたのが、ウーツ鋼インゴットの粉末を加えた釉薬で、鉄インゴットの粉末を加えた釉薬を使った場合に近い黒っぽい色合いに焼き上がった陶器は、ステータス的には、若干強度が高いようだ。

　──って、おれが出したい色は、白磁の白なんだがな。

「素人しろうと知識じゃ分からん。一度ログアウトして、大おお雑ざつ把ぱにでもいいから調べてみるか？　それとも明日図書館に行って【陶とう磁じ器き】に関する本を探すか……まぁ、今日は手て探さぐりで作れるとこまで作ってみるか」

　その後も俺は、鉱石の釉薬を適当に作って素焼きのプレートに掛けて焼き、その色合いを楽しんだのだった。




　そして、翌日──

「ふむふむ……粘土に【砂結晶】だけじゃなくて、骨なんかの配合量を多くすると、磁器のような白さが生まれるのか」

　俺は、マギさんに連れん絡らくを入れて、今日は【オープン・セサミ】にお邪じや魔まするのが遅おくれることを伝え、図書館で陶磁器に関して調べていた。

　その結果──






・魔ま法ほう防ぼう御ぎよ系のアクセサリーとして技術転用が可能。

・白磁器は、粘土、【砂結晶】、生物の骨粉を混ぜたものを焼き上げることでできる。ルビーやサファイアなどの宝石なども加えるとより強度を増す。





　というファンタジー陶器の作り方を知ることができた。

　俺はそれをメモして図書館を出ると、昨日使った分の粘土を再び湿地帯から採取して、マギさんの【オープン・セサミ】にお邪魔する。

「マギさん、遅れてすみません」

「ユンくん、いらっしゃい。事前に連絡貰もらったから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言って、こちらを振ふり返るマギさんは、【カラクリ魔導人形】のパーツを整備し、それらを繫つなげていた。

　魔法的な動力ライン剝むき出しの上、外殻もまだ装着されていないものの、全体が繫がると、かなり完成に近づいたように感じる。

　中ちゆう華か鍋なべのようなパーツも、今改めて見ると、頭に被かぶる笠かさのようにも思える。

　ただ、頭部パーツを装着すると、人形の目元が少し隠かくれてしまうのが残念である。

「どうですか？　【カラクリ魔導人形】は」

「一応、フレームの整備が終わったから、あとは、外殻を被せて、首の後ろのネジ穴に合わせたネジ巻きを作るだけかな。ユンくんは、どうして今日遅れたの？」

「実は、図書館で少し調べ物をしてまして──」

　俺が、昨日の夜ミュウの発言で陶磁器の可能性について思い至り、急きゆう遽きよ手探りで焼き物を作ってみたこと。そして、今さっき図書館で、ＯＳＯでの白磁の作り方を調べてきたことを伝える。

「なので、ちょっと遅れました」

「へぇ、【細工】センスはそういう使い方があるのね。でも外殻を陶器にするのか……私じゃあ思いつかなかったわ」

　マギさんは、鍛か冶じ師しなので、身の回りにある素材の多くが金属系である。そのために、金属以外の素材でからくり人形の外殻を作るという発想がなかったようだ。

「私は、ロボットをイメージしてたから、全て金属製の外殻にするつもりだったなぁ」

「俺は、ミュウに言われて、ビスクドールみたいなのもアリなんじゃないかと思ったんですよ」

「ビスクドールで白磁ねぇ。うん、面白そう！　ユンくん、私に陶器に関することを教えてくれる？」

「はい！　とは言っても、俺も昨夜始めたばかりですから手探りですけど」

　勢いよく請うけ合ったものの、その後急に恥はずかしくなった俺が言い訳じみたことを口にしても、マギさんは気にしていないようだった。

　そして、この日の予定は、【彫ちよう金きん】センスのレベリングのためのインゴット作製ではなく、陶器製の外殻を作るための練習に当てられることになった。




　　　　●




「ユンくん。まずは何をすればいいの？」

「えっと、俺が昨夜採取した【粘土質な土】があるので、これに水を加えて練って、【陶芸粘土】にします」

「分かったわ。水はどうする？　普ふ通つうの水、生命の水、それとも聖水？」

「昨日、普通の水でやったので、今日は、生命の水で試ためしたいですね」

「分かったわ」

　マギさんは、初めてとは思えない手付きで、【粘土質な土】をどんどん【陶芸粘土】に作り変えていく。

　水分を含ふくみ、よく練られた粘土を、マギさんは使いやすいように一つの塊にして並べていく。

「ユンくんは白磁を作りたいんだよね。これに何を加えればいいの？」

「えっと、【砂結晶】と骨粉を混ぜようと思います」

「骨っていうと、ボーンチャイナっぽい感じかな？　了りよう解かい～」

　鼻歌交じりに粘土を混ぜ、俺が【アトリエール】から持って行った【砂結晶】の粉末と骨粉を混ぜ込んでいくマギさん。

　灰色っぽい粘土が若じやつ干かん白っぽくなり、少し期待が持てる。

「あっ、そうだ。私も作りたいものがあるから作っていい？」

「いいですけど、何を作るんですか？」

「いや、外がい殻かくの型をこの粘土で取れないかな、と思ってね。ほら、型があれば、白磁の外殻を作る時、それに押し当てればできると思うのよ」

「いいですね。やりますか」

　余った粘土を三つほどよく練り合わせて空気を抜ぬき、そこに試作した鉄製の外殻を押し当てて型を取る。

　あとは、粘土のプレートとその型の水分を乾燥スキルで飛ばし、どちらも魔法炉に投入して素焼きする。

　その間に、陶器の強度をより高めるための釉薬を作るべく、【陶芸粘土】の塊の十分の一を大量の水で溶とき、その中に【砂結晶】の粉末と骨粉を混ぜる。

「素焼きの後に釉薬を掛けて、もう一度焼けばできるはずなんですけど、大丈夫かなぁ」

「まぁ、なるようにしかならないんじゃない？　それにしても、お姉さんもこの歳としになって粘土を捏ねて泥どろまみれになるとは思わなかったわ」

　マギさんは、そう言いつつも、顔や服を泥で汚よごしながら楽しそうに釉薬を混ぜている。

「でも、陶器ねぇ……ちゃんと使えるかしら？」

「どうでしょうね。アクセサリーとしては、使えるらしいですけど」

　釉薬が完成し、素焼きの陶器と外殻の型を魔法炉から取り出して、完全に冷めたところで釉薬を掛けて炉に戻もどす。

　それが焼き上がるまでの間、俺はマギさんと共に、余った粘土でアクセサリーを作れないか、色々と試していた。

　数じゆ珠ず玉だまのように真ん中に紐ひもを通す穴を開けた丸い球や、ナイフで思い通りの形に切り抜いた粘土板など、色んなアクセサリー用のパーツを作ってみる。

「ボーンアクセサリーなんかと相あい性しようが良さそうですよね」

「そうね。石っぽいけど、釉薬による艶つやのお陰かげで、どこかの民族アクセサリーっぽいものができそうよね」

「あー、なら、今度作ってみるかな」

「ふふっ、お姉さんも陶器アクセサリーとか研究しようかしら」

　なんだかんだと話している内に、陶器のプレートと外殻の型が焼き上がったので、炉ろから取り出す。

　その陶器の色合いを見て、俺は感かん嘆たんの声を上げる。

「おおっ、真っ白！　それにちゃんと表面がガラス質になって艶々」

「凄すごいわね。けど、強度的にはちょっと不安があるかなぁ」

　俺が試作品の出で来き栄ばえに喜ぶ一方、マギさんは強度面での懸け念ねんを口にする。

「俺は、観賞用のつもりで試しているところがありますから、そこは仕方がないですよ」

「うーん。でも、やっぱりある程度の実用性は欲ほしいよね」

　その後、空いた炉に二人でアクセサリー用に形を整えた粘ねん土どを投入していき、それらが焼き上がるまでの間、外殻の型や白磁のプレートを確かく認にんしながら一休みする。

　そんな中、マギさんがふとある疑問を俺に投げかけてきた。

「そう言えば、ユンくん。ここしばらく【彫金】センスを集中して鍛きたえてきたけど、今どのくらい？」

「えっと……今レベル34です」

「おお、６つも上がってる。それなら、この後、ミスリルインゴットの相打ちしない？　【カラクリ魔導人形】の動力になるネジ巻きをミスリルで作りたいから、手伝ってほしいの」

「ミスリルインゴットを作るのに、レベル35は必要ですよね。俺が手伝って大丈夫ですか？」

　まだ規き定ていのレベルに達していないためにマギさんに尋たずねるが、平気平気と軽い調子で手をひらひらと振って答えるマギさん。

「相打ちでは、より高いほうのレベルが優先されるし、単純なレベル数よりステータスやプレイヤースキルが重視されるからね。ユンくんなら大丈夫だと思うよ」

　その時、アクセサリー用の陶器が焼き上がり、それを炉から取り出す俺と話をする一方、マギさんは、【カラクリ魔導人形】の図面に描えがかれているネジ巻きと、人形に組み込まれているゼンマイ機構および実物の【カラクリ魔導人形】のネジ穴を比ひ較かくして、形状やサイズを確認し、設計図を用意する。

　ネジ穴は、六角形をしており、直径３センチ、深さは７センチ。

　その穴に合う形状とサイズのネジ巻きの持ち手の部分は、８の字を横にした形で、厚さ５ミリ、縦たて幅はば７センチ、横幅13センチの両手で回しやすい大きさになった。

　持ち手から六角形の本体に繫がる部分が折れやすいのを考こう慮りよして、少しだけ本体を長めに作り、持ち手の境目を太くするという、やや無骨なデザインに決めた。

「よし！　これで作ってみよう！　ユンくん、手伝って」

「わかりました。手順はどうします？」

「本体と持ち手を別々に作って、後から溶よう接せつする形にするよ！」

　俺は、インベントリから黒こく鉄てつ製の金かな槌づちを取り出し、手伝いのための準備を整える。

　まず、ミスリルインゴットを魔ま法ほう炉ろに入れ、赤熱して来たのを見てマギさんが炉から取り出し、マギさんから手て渡わたされた三角柱の金属塊かいを、俺がそれに押し当てる。

「ユンくん、叩たたいて食い込ませて！」

「はい！」

　赤熱したミスリルインゴットの上に、三角柱の金属塊を横にして角を立たせて置き、その上から均等に黒鉄製の金槌で叩いて食い込ませる。

「はぁぁっ！」

　その間にもどんどんと温度が下がり、白銀色と硬こう度どを取り戻すミスリルインゴット。そこに食い込む三角柱の金属塊に、マギさんは、黒鉄製のハンマーで上から重い一いち撃げきを叩き込む。

　冷え切る前に三角柱の金属塊で分断されたミスリルインゴットを、再び炉の中に入れて赤熱させたら取り出し、もう一度三角柱の金属塊を食い込ませて、二つの四角形に分断する。

　こうして、ネジ巻きを作る上で必要な、おおまかな金属を三つ作り出す。

「次は、失敗しても修正が簡単そうな持ち手からやろうか。最初にインゴットを持ち手の厚さ５ミリまで伸のばして、その後、形を整えましょう」

　俺は、マギさんの指示に従い、ミスリルインゴットを加工する。

　マギさんの主な役割はハンマーでの一撃なので、その分俺が、ミスリルインゴットを炉から出し入れして、細かな調整のために黒鉄製の金槌を振ふるう。

　片面だけ叩いていると、若干ミスリル板が湾わん曲きよくするため、定期的に裏返して厚みが均等になるように叩き、形を整える。

　そうして、どんどんと薄うすく伸ばされた白銀のミスリル板が、厚さ５ミリ均一の金属板になったところで、今度は横にした８の字の形にするために、黒鉄製のがっしりとしたハサミをマギさんが取り出し、まだ赤熱して柔やわらかい内にと、力任せにどんどんと形を切り抜いていく。

「ぐっ！　やっぱり柔らかくても切り辛づらいなぁ。ユンくん、もう一度、熱してくれる？」

「分かりました」

　そうやって、ミスリルが冷えて切りにくくなる度たびに俺が炉に戻し、熱くなったらまた取り出し、マギさんが切り抜くことを何度も繰くり返し、少しずつ理想の形に近づける。

　そして、ネジ本体との接合箇か所しよとなる穴をその８の字型ミスリル板の中央、しかも縦方向に六角形の穴を開けるために、先せん端たんが六ろつ角かく錐すいになった金属製の杭くいをマギさんが取り出して板の側面中央にあてがったので、まず俺が金槌で何度か叩いてその先端を打ち込み、最後にマギさんが全力の一撃で板に穴を開けた。

　そうしてでき上がったネジ巻きの持ち手を一度冷やす。形は、後でマギさんがヤスリを使って整えるらしく、今は置いておく。

「さて、今度はネジ巻きの本体だから、あんまり力は要いらないかな。とりあえず、実物よりちょっと大きめの棒状に仕上げよう」

　俺は、マギさんの合図で、ネジ巻きを作った残りのミスリルインゴットを炉に投入し、赤熱して柔らかくなったところで取り出す。

　今度は、薄い板状ではなく棒状にするため、マギさんはハンマーから金槌に切り替かえた。俺は自身の金槌を仕し舞まい、振り下ろされる金槌とミスリルインゴットの位置調整と、ミスリルの温度管理に集中する。

　ガンガンと金槌を振るわれ、少しずつ形状を変えるミスリルインゴットを、俺は、冷える度に炉に戻しては熱して取り出す。前回とは別の面が打てるよう、毎回90度回転させてマギさんの前に差し出すミスリルインゴットは、徐じよ々じよに棒状に伸びていく。

　四角かったミスリルの塊かたまりが、まず直径３センチの棒状に伸ばされ、更さらに長さ７センチ程ほどの六角柱へと、徐々に作り変えられていく。

　マギさんは叩くことに集中しているため、金属の歪ゆがみや大きさ、長さなどは俺が目測して、その都度修整する。

　そして──

「ふぅ、マギさん。とりあえず完成です」

「ユンくん、お疲つかれ様。冷えて固まったらネジ巻き穴と合わせてみて、削けずらなきゃいけないところがあれば、ヤスリで整えて持ち手とくっつけるわ」

　ミスリルのネジ巻きのパーツができたところで、マギさんがタオルで汗あせを拭ぬぐい、クールドリンクで火ほ照てった体を冷ましている。

　俺も、汗で濡ぬれた体をマギさんから受け取ったタオルで拭いつつ、センスステータスを確認すれば、【彫ちよう金きん】センスのレベルが１上がり、35になっていた。

　これで、灰色のミスリルインゴットから一段階進んだ白銀のミスリルインゴットを作ることができ、更に魔法金属との合金まで進むことができる。

　やっとミスリル合金の船ふな釘くぎを作るスタートラインに立てたとホッとする俺。

「ユンくん、その様子だとレベル上がってたみたいね」

「はい。でもここまでの作業に関して言えば、やっぱりマギさん一人でもできたんじゃないですか？」

「まぁ、できたと言えばできたけど、ミスリルの加工に必要な魔法炉の温度で受ける【炎えん熱ねつダメージ】は地味に辛つらいから、手伝って貰もらって早く終わらせるに越こしたことはないのよ。それに、ミスリル金属の位置調節や温度管理をユンくんに任せて、私は金属を打つのに集中できたから助かったわ。ありがとね」

　そう言って、あー、と声を上げながらだらしなく無防備に椅い子すに座るマギさんに苦笑いを浮うかべつつ、俺はそっと【カラクリ魔導人形】の方を見る。

「なんだかんだで、修理完かん了りよう目前ですね」

「そうだね。途と中ちゆう、エミリちゃんは【竜りゆうの復活】で、レティーアちゃんとベルが【水竜の卵】の孵ふ化かで直接こっちに関かかわれなかったのは、お姉さん残念だったけど」

　そう言って、寂さびしそうに溜ため息いきを吐はき出すマギさん。

「でも、陰で手伝ってくれましたよね。エミリさんとベルは、鉱石収集を手伝ってくれたでしょう」

「そうね。それって意外と大きかったわね。お陰でミスリルとかをふんだんに使えるし」

　俺が思い出すのは、俺とマギさんがこの工こう房ぼうで【カラクリ魔導人形】を修理した日々の出来事だ。

【カラクリ魔導人形】のパーツを磨みがいたり、【彫金】センスのレベリングを手伝って貰ったり、今回の相打ちなども感かん慨がい深いが、それももう終わりが近づいていた。

「さて、それじゃあ、【カラクリ魔導人形】の仕上げは私がやるから、ユンくんは、お披ひ露ろ目めの準備をお願いできる？」

　エミリさんやレティーア、ベルたちを呼びたいな、と笑うマギさんに、俺は頷うなずく。

「分かりました。エミリさんたちに連れん絡らくを取って、日程を調整しますね」

「うん、お願い。私は、残りの外がい殻かくをちゃちゃっと仕上げて、いつでも起動可能な状態にしておくわね」

　やる気になったマギさんは、テーブルに置いてあった金槌を手に取って掌てのひらでクルクル回すと、次の【カラクリ魔導人形】の外殻を用意しに向かった。

　俺は俺で、早さつ速そくエミリさんたちに連絡を取ってみたところ、【カラクリ魔導人形】のお披露目は、三日後と決まった。







　　　六章　暴走と自じ爆ばく







　その日、マギさんのお店である【オープン・セサミ】は貸し切り状態で、ささやかなお披ひ露ろ目め会が行われる予定だった。

【素材屋】のエミリさんが、広い店てん舗ぽ部に運ばれた外殻パーツ装着前状態まで整備された【カラクリ魔ま導どう人形】を見て、感かん嘆たんの声を上げる。

「へぇ、あのパーツが全部集まるとこうなるのね」

「うん。後は外殻を装着して起動すればいいんだ」

　細身のフレームには、魔法的な動力ラインの緑色のラインが仄ほのかに点ともっている。

　マギさんは、一つ一つの外殻を確かく認にんしながら、装着していく。

　腕うでを護まもる外殻は、ミスリルで作られた細身のものであるが、手先の細かい部分は、ミスリルではない白色の外殻を取り付け、細い指先に肉付けする。

「あれは……」

　まさか、白磁？　と首を傾かしげ確認しようとした時、背後から声を掛かけられた。

「お招き頂いてありがとうございます？」

「やっほー！　私とレティーが見に来たよ～」

　そう言う入り口からの声に振り返ると、革かわ製のバッグに【水竜の卵】を入れてお腹なかの前で抱かかえているレティーアと、ネコミミカチューシャとグローブを付けて手を振っているベルの姿が見えたので手招きした。

「すみません。【竜の復活】の時に手伝って貰ったのに、【カラクリ魔導人形】の修理を手伝えなくて」

「にゃはは～、私も、鉱石や【ガラクタ】集めくらいしかできなくてごめんね～」

　そう謝りながら、神しん妙みような顔で頭を下げるレティーアと申し訳なさそうな苦笑いを浮かべるベルだが、二人の存在に気が付いたマギさんが、外殻の取り付けの手を止めずに答える。

「気にしないで。そっちも忙いそがしかったのに鉱石やパーツを集めてくれてありがとうね。お陰かげで色んな実験ができたわ。ここはまだ準備が残ってるから、もう少し待っててね」

　マギさんが満面の笑えみで言った実験とは、各パーツの耐たい久きゆう実験のことであり、どの種類の外殻を装着した部位が、どれだけのダメージを受けると破損するかという検証実験では、エミリさんやレティーアたちが集めたパーツが有効に使われた。

「そう、それは良かったわ」

「「お役に立てて何より～（です）」」

　そう言って朗ほがらかに笑うエミリさんたち。

　一方、マギさんがテキパキと外殻の殆ほとんどを付け終えた。

　予想はしていたものの、実際にほぼ完成した目の前の【カラクリ魔導人形】の姿を見て、俺は思わず言葉を漏もらす。

「やっぱ女性型かぁ。俺としては、この姿はちょっと、なんというか……」

「まぁ、ユンくんの言いたいことは分かるわ」

【カラクリ魔導人形】の骨格から、ミュウが女の子説を言い出し、俺自身も、女性型かもしれないと思い始めていたが、実際に外殻込こみだと、確かに少女的な印象が強い。

　そんな細身の少女っぽい人形が衣服を着けていないと、少し寒々しく感じる。

「ふふふっ、ユンくんがそう思うと思って、クロードに頼たのんでおきました！」

　ジャーン、と言いながらマギさんがインベントリから取り出したのは、茶色い着物に緑色の帯の和服だ。

　笠かさ状の頭部パーツと一いつ緒しよに【カラクリ魔導人形】に合わせてみると、女侍さむらいのような印象を与あたえてくる。ちょっと男っぽいけど、これはありなのかもしれない。

「これをこの子に着せて……って、あれ？　上う手まく着せられない」

　腕を持ち上げて袖そでを通させようとするが、上手くいかずに四苦八苦するマギさんを手伝おうと、俺たちが近寄る。

　だらん、と全身の力が抜ぬけた【カラクリ魔導人形】を、マギさんが後ろから抱えて抱だき上げ、レティーアとベルが着物の裾すそが床ゆかにつかないよう持ち上げている間に、俺とエミリさんで着物の袖を通した。

　その後は、俺が着付けを行い、帯を巻く。

　仕上げとしてマギさんが腰こしに刀を挿させば、女侍人形の完成である。

　といっても、足には革製のブーツを履はき、手には布手て袋ぶくろを嵌はめていて、外殻で覆おおえない関節部を隠かくしてるために、着物姿としてはしっくりこない部分もあるが、かなり人に近い佇たたずまいだ。

　また、マギさんは、露ろ出しゆつする顔や首の外殻にも、ミスリルではなく、手先と同じ白磁を意識して使ったらしく、白い顔や首筋に、人っぽさが強調されている。

「こうしてみると、頭部の笠状のパーツがゴツイですね。俯うつむくと完全に目元が隠れてますね」

「そうだね～。でも、なんか、服装と合わせると、それもまた雰ふん囲い気き出てるかな～？」

　でき上がった【カラクリ魔導人形】の姿を、一歩引いた所から眺ながめて、感想を口にするレティーアとベル。

「それじゃあ、準備もできたところで、ネジを巻いて起動させるね」

　マギさんの言葉に、全員が期待しながら、【カラクリ魔導人形】の起動を心して待つ。

　マギさんは、【カラクリ魔導人形】の背面に回ると、首の後ろにあるネジ巻き穴に、ミスリルで作った六角形のネジ巻きを差し込み、ぐっと力を込めて、右に捻ひねって回していく。

　少しずつネジが巻かれる度たびに、外殻に覆われていない関節部の魔法的な動力ラインが、徐じよ々じよに輝かがやきを強めていく。

　魔法的な動力ラインが強く輝き、マギさんもこれ以上ネジを巻けなくなったため、そっとネジ巻きから手を離はなすと、首の後ろにあるネジ巻きがゆっくりと逆回転を始め、それに合わせて頭部パーツの笠の内側で、カリカリという稼か働どう音がする。

「動くか？」

　正面から固かた唾ずを吞のんで見守る俺たちの前に、【カラクリ魔導人形】の背後からマギさんが回り込んできて、共に起動の瞬しゆん間かんを待つ。

　そして──

「おお、指先が動いた！」

　だらんと力なく垂れていた手が動き出し、座らされていた椅い子すから立ち上がる。

『自立型カラクリ魔導人形が起動』

　俯いていた顔を上げ、重そうな笠のような頭部パーツに隠れていた人形の瞳ひとみが俺たちを映す。

「やった！　私のこと分かるかな？　あなたを修理したんだけど……」

『登録者を検けん索さく中──検索の結果、該がい当とう者なし、不正起動を確認』

「あれ？　なんか、不ふ穏おんな言葉が聞こえたなぁ」

　マギさんが、【カラクリ魔導人形】が無事に起動したことで浮うかべた満面の笑みは、今は引き攣つっている。

「俺もなんかヤバイ気がする……」

　嫌いやな予感がした俺は、近くにいたエミリさんと【水竜の卵】を抱えるレティーアを、【カラクリ魔導人形】の正面から外れる位置にそっと誘ゆう導どうする。

　そして、どうにか直接攻こう撃げきの範はん囲いから出た途と端たん、【カラクリ魔導人形】が本格的に動き出した。

『これより保有武装を使用して、不正起動者の排はい除じよを実行します』

　レティーアよりも更さらに表情に乏とぼしく冷たい人形の瞳をマギさんに向けると、【カラクリ魔導人形】は、腰に挿した刀を引き抜いて振ふるった。

「マギさん!?」

「私に任せて！」

　迫せまる【カラクリ魔導人形】とマギさんとの間に飛び込み、腰のバールを引き抜いて、【カラクリ魔導人形】の刀と打ち合うベル。

　キリキリと刀とバールが鍔つば迫ぜり合いをする中で、両手でバールを支えるベルに対して、片手で力任せに押し込む【カラクリ魔導人形】。

「こいつは……厳しいねぇ」

「ベル！」

　庇かばわれたマギさんはベルの背中に声を掛けるが、マギさんの声に反応するだけの余よ裕ゆうがないのか、ベルはそのまま鍔迫り合いを続け──

「ヤバっ!?」

『不正起動者の排除の妨ぼう害がいを確認。妨害者を不正起動に与くみしたと認定し、準排除対象に登録』

「《付加エンチヤント》──ディフェンス！」

　俺は、【看かん破ぱ】のセンスの強い反応に嫌な予感を感じ、咄とつ嗟さに、ベルに物理防ぼう御ぎよ上じよう昇しようのエンチャントを施ほどこす。

　鍔迫り合いの体勢から【カラクリ魔ま導どう人形】が一気に刀を引いたために、ベルが前のめりにバランスを崩くずし、その空いた腹部に対して、【カラクリ魔導人形】が軽く左足を振るった。

　その直後、振るわれた【カラクリ魔導人形】の足先の動きを見切れなかったベルが、蹴けりの風圧と共に、【オープン・セサミ】の入り口から外に蹴り飛ばされた。

『準排除対象者の排除の妨害を確認。妨害者を第三位排除対象と認定し、警告対象に登録』

【カラクリ魔導人形】の冷たい目が俺に向き、その無機質な表情と口調で告げられる言葉に、俺は冷ひや汗あせを搔かく。

『警告します。これ以上の妨害は、不正起動に与したと認定し、排除対象に格上げします。繰くり返します──』

　俺への警告を行う【カラクリ魔導人形】に対して、警告対象外のエミリさんとレティーアを巻き込まないよう俺が少しずつ二人から離れていると、その二人に向かい、あなたたちは裏口から逃にげなさいと、マギさんが指示を出している。

　二人が店の裏口のほうへ行くのを見届けてから、俺とマギさんが並んで立つと、再び【カラクリ魔導人形】が動き出す。

『今の行動により、第三位排除対象者には、不正起動者と共きよう闘とうする意思ありと判断し、これより準排除対象者として排除を実行します』

　そう言い終えると、一瞬で俺たちに迫りつつ抜ばつ刀とうする【カラクリ魔導人形】。

　慌あわててその場にしゃがみ込んだ俺とマギさんが、頭上を通り抜ける斬ざん撃げきをやり過ごして安あん堵どしたのも束の間、今度は俺のすぐ目の前に靴くつ底ぞこが迫っていた。

　抜刀の勢いをそのまま乗せた回し蹴りが俺の顔面に迫り、俺は両りよう腕うでを交差させてそれを受け止めた。

（ぐっ、重い──）

　その時ピシッと音がして、持っていた【身代わり宝玉の指輪】に罅ひびが入り、俺のダメージを無効化する。だが、蹴りの勢いは防ぐことができず、俺はベル同様に【オープン・セサミ】の店外へと蹴り出されてしまった。

「ぐぅ……痛っ」

　見た目以上に素す早ばやい斬撃と重い打撃を受けて表通りまで吹ふき飛ばされた俺とベルの周りに、人ひと集だかりができ始めていた。

「ベル、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ちょっと【気絶】してたけど、ポーション使ったから平気。ユンさんは？」

「アクセサリーで攻撃を無効化したから平気。だけど、二回分消費させられた」

　強きよう烈れつな回し蹴りの一撃と、表通りに叩たたきつけられた際の地形ダメージ分で、全三回分の【身代わり宝玉の指輪】のダメージ無効のうち二回分を使ってしまったので、残りは一回分だ。

　そして、俺とベルが店内に戻もどろうと立ち上がったところへ、今度はマギさんが、俺たちと同じように吹き飛ばされてくるのが見え、俺とベルで咄嗟に受け止めた。

「マギさん、大丈夫ですか!?」

「ユンくん、ありがとう。けど、まさか、修理した私たちを襲おそってくるなんて……」

「それより、レティーたちは大丈夫なの？　中はどうなってる!?」

　まだ店内に残っていると思っている二人を心配するベルだが、二人には裏手から逃げるように指示を出したから大丈夫だと伝える。

　そんな俺たちを野次馬のプレイヤーたちが遠巻きに見ている中で、【オープン・セサミ】の店内から、こちらを狙ねらう【カラクリ魔導人形】がゆっくりと歩いてくる。

『排除対象及および、準排除対象の生存を確かく認にん。排除を続行します』

　抑よく揚ようのない声で淡たん々たんと告げられる死し刑けい宣告。

　まだ若じやつ干かんふらつくマギさんだが、すぐに俺たちと目を合わせて頷うなずき合う。

「ここだと人が多くて戦えないから、町の外に逃げるわよ！」

「大通りを逃げるとすぐに追いつかれますけど、どうします!?」

「それなら私が、裏路地や建物を使った逃とう走そうルートを案内するよ！」

「よし、頼たのむ！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──スピード！」

　ベルが先行して駆かけ出し、俺は、自身とマギさんとベルに、同時に速度エンチャントを施し、【カラクリ魔導人形】から逃げ出す。

『排除対象の逃走を確認。これより追つい跡せきします』

　その声に走りながら振り返ると、【カラクリ魔導人形】が、とんでもない速さで追い掛かけてくる。

「なんであんなに速く走れるの!?　おかしくない!?」

　俺は、無表情で追い掛けてくる【カラクリ魔導人形】に戦慄おののく。着物の袖を通す時に持ち上げた腕の重さから考えて、外がい殻かく込こみの【カラクリ魔導人形】はかなりの重量だと思うのだが──

　そんな俺の反応に、マギさんが言い辛づらそうに呟つぶやく。

「あー、あれが原因かなぁ」

「マギさん、何か仕込んだんですか!?」

　先導するベルの後を追って表通りから狭せまい裏路地に入り込みながら、マギさんの話を聞く。

　そんな俺たちの後ろから追ってくる【カラクリ魔導人形】は、追跡の邪じや魔まになるプレイヤーたちを軽い身のこなしで左右に避よけ、時に回かい避ひすることが難しい場合には、跳ちよう躍やくして、プレイヤーの頭上を飛び越こえてくる。

「実は、脚きやく部ぶの外殻にバネを仕込んだんだよねぇ。疾しつ走そう中は足裏のバネの反発力でどんどん加速するから、今みたいにかなりの速度が出せるみたいだね！」

「だから、回し蹴りの衝しよう撃げきがあんなに強かったのか！」

「だから、抜刀時の刀の勢いがあんなに強かったのね！」

　俺とベルは、驚きよう愕がくと納なつ得とくの声を上げる。

　だが、その事実が分かったからと言って、【カラクリ魔導人形】の弱点が分かったわけではない。

「マギさん、ユンさん！　次の角を曲がるよ！」

「分かったわ、って、行き止まりじゃない！」

「これでいいの！　ユンさん、足場！」

「っ!?　なるほど！　──《クレイシールド》！」

　俺は、裏路地の行き止まりで土つち壁かべを生み出す。

　迫せり上がる土壁の上に乗ったベルが、その上昇スピードに合わせて高く跳躍し、左右の建物の壁を交こう互ごに蹴って建物の上に上る。

「二人とも、ロープを下ろすから早く上って！」

　ベルは、すぐさま建物の上からロープを下ろし、それを俺とマギさんが摑つかんで上っていく。

　上りきった先は、三階建ての建物の屋根の上で、通常では容易に上って来られない高さだ。

　現に、俺たちが建物の屋根に上った直後に裏路地に辿たどり着いた【カラクリ魔導人形】も、俺が生み出した土壁を切り崩して辺りを見回した後、俺たちのいる屋根に目を向けて立ち尽つくしている。

「とりあえず、ここに上っちゃえば、容易には追ってこられないはずだよ。二人ともお疲つかれ」

「はぁはぁ、ちょっと疲れた。でもまたどこからか追ってくるんだよな」

「追ってくるにしても遠回りしなきゃいけないから、多少の時間稼かせぎは──」

　マギさんが期待を込めた言葉を口にする途と中ちゆう、トントントーンという音が、裏路地に軽かろやかに響ひびく。

　嫌いやな予感に襲われて、三人でそっと下を覗のぞき込むと、まだ裏路地にいる【カラクリ魔導人形】が、足裏のバネの反動込みの垂直ジャンプを何度も繰り返している。

　そして、ある程度の高さから着地した時、脚部の外殻各所に仕込まれたバネが一気に縮むようなギリギリという音がこちらまで響いてきた。

　そして──

「「「と、跳とんだ!?」」」

　勢いよく垂直に跳んだ【カラクリ魔導人形】は、俺たちの目の前を飛び越し、背後の屋根に着地した。

　着地の衝撃で屋や根ね瓦がわらを何枚か砕くだき、足首まで埋まい没ぼつさせているが、しっかりと追って来た。

「おおぅ、外殻を手掛けた私でも、まさかここまでのスペックになるとは予想外……」

「と、とにかく逃げるしかないよ！　マギさんもユンさんも、呆ほうけてないでいくよ！」

「ううっ、こういう追われる系とか苦手なんだよぉ！」

　地味に無表情な人形がホラーチックだし、未来から来たアンドロイドが延々しつこく追い掛けて襲ってくる映画があったが、観みる分には楽しかったけど、まさか自分がやられる側になるとは思わなかった。

　俺たちは、【カラクリ魔導人形】が瓦屋根に手間取っている間に逃げ出すが、じきに抜ぬけ出した【カラクリ魔導人形】は、すぐに屋根から飛び降りて、俺たちを追ってくるのだった。




　　　　●




「はぁはぁ……ここまで来れば、迎げい撃げきできるかな」

　マギさんが森の岩場に寄り掛かり、息を整える。

　何度も【カラクリ魔導人形】の追撃に遭あいつつ、何とか、第一の町の東門を抜け、近きん郊こうの森に入ることができた俺たち。

　町中では無関係なプレイヤーやＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターへの影えい響きようを考えて使用を控ひかえていたアイテムを、町から出た途と端たんにふんだんに使った。

　使用したのは、光属性の魔法薬である閃光液フラツシユ・リキツドや、闇やみ属性の魔法薬である宵闇液ブラインド・リキツドの他ほかに、煙えん幕まくや、【クレイシールド】のマジックジェムなどで、物理的、魔法的な目め眩くらましを使って逃にげることができた。

「それで、どうやって戦う？　というか、何をすればあれが止まるの？」

　ベルからの素そ朴ぼくな疑問。

　それに対する返答を、実際に修理に携たずさわった俺とマギさんは持ち合わせている。

「方法は二つね。一つは、四し肢しのパーツを破は壊かいして動けなくする方法」

「もう一つが、首の後ろに挿さしたネジ巻きを抜いて、機能停止を狙うって方法だな」

　俺とマギさんの言葉に、ベルが思案気な表情を浮うかべる。

「あの強さだと、対等に戦うのは無理じゃない？　どうやって後ろに回るの？」

「逃げる時に俺が使った目眩ましが有効だったってことは、多分、索さく敵てきは視界に頼たよってるんじゃないかな？」

「それに相手は一体だから、私たちが二手に分かれれば、どちらか一方しか追えないわ」

　これまで見た攻こう撃げき方法は、直接的な物理攻撃のみ。内部の魔法的な動力ラインも【カラクリ魔ま導どう人形】のパーツを系統立てて動かすために使われていて、それ以外に魔法を生み出す機構はなかったから、範はん囲い魔法などは使えないはずだ。

　他にも、互たがいに気付いたことをどんどんと口にする。

　そうして集まった情報から粗あら削けずりの作戦を立て、実行の準備が終わったところで、俺の【看かん破ぱ】のセンスが【カラクリ魔導人形】の存在を捉とらえる。

　相手の索敵範囲が俺より狭いのか、それとも、俺が装備しているオーカー・クリエイターの追加効果にある【認識阻そ害がい】が有効なのか、理由ははっきりしないものの、【カラクリ魔導人形】はまだこちらに気付いておらず、森の中を見回しながら移動している。

「それじゃあ、作戦いくわよ」

　マギさんの小声の合図に、俺たちは、作戦行動を始める。

『──逃走中の排はい除じよ対象者と準排除対象者を捕ほ捉そく。排除対象者を優先して排除を実行します』

　岩場の陰かげに隠かくれていた俺たちは、俺とマギさん、そしてベル一人の二手に分かれて、それぞれ森の中を反対方向に駆け出す。

　抜き身の刀を持った【カラクリ魔導人形】は、排除の優先順というヘイト値の関係で、俺とマギさんの方に突とつ進しんしてくる。

「──【ボム】【クレイシールド】！」

　俺は、地の利を活いかせる森の中を駆けながら、追い掛けてくる【カラクリ魔導人形】の進路上にマジックジェムを撒まき、魔法を発動させる。

　さっきの裏路地の件で、土壁が刀で切り崩くずされることはわかっていたが、拳こぶしでボムの爆ばく発はつを搔かき消す【カラクリ魔導人形】の姿に、俺は驚愕する。

「ちょ、魔法を拳で消すってなんなんだ!?」

「あー、もしかしてあれかも」

「あれって!?」

「ユンくんに教えて貰もらった磁器の作り方を、私なりに研究したのよ。それで、ミスリル粉末を使ってできた【ミスリルセラミック】を、【カラクリ魔導人形】の両手と顔や首筋に使ってみたの。もしかしたら、魔法耐たい性せいがその部分だけ高いのかも！」

「マジか……」

　マギさんから後出しされる、【カラクリ魔導人形】の、予想外のビックリ機能。

　だとしたら、下級の攻撃魔法は素す手でで打ち破られるということだ。

「魔法に対たい抗こう手段があるっていうなら、これはどうだ！　──《呪加カースド》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　攻撃、防ぼう御ぎよ、速度の三重カースドを【カラクリ魔導人形】に施ほどこす。

　三種の弱体化カースドに対して直接的な反応は見られなかったが、攻撃と防御のカースドは成功し、速度のカースドは抵てい抗こうされた。

　それを見た俺は、【ミスリルセラミック】で対抗できるのは攻撃系の魔法だけで、速度カースドの失敗は、単純にカースドを成功させ続けたために弱体成功率が下がったのだと判断する。

「いけ！　──《連れん射しや弓きゆう・二に式しき》！」

　俺は、逃げながらも時折振ふり返り、後ろ向きで走りながら矢を放つ。その時、放たれるアーツで足関節や腕うで関節を積極的に狙ねらう。

　併へい走そうするマギさんも時折振り返り、投なげ槍やりや投とう擲てき用ナイフ、手て斧おのを投げていくが、その殆ほとんどが回避されるか刀で叩たたき落とされていく。

「カースドで弱体化してるのに、どれだけスペックが高いんだよ！　──《ボム》！」

　俺は、次々と攻撃手段を潰つぶされていく中で、【空の目】と《ボム》の魔法を組み合わせた座標爆破を行う。

　右腕の球体関節を狙ったボムにより、至近距きよ離りからの爆発を受けて、【カラクリ魔導人形】が動きを止める。

　だが──

「くっ、ダメージが少ない！」

「ユンくん、迎撃ポイントは!?」

「もう少し先！」

【カラクリ魔導人形】を誘ゆう導どうし、そこで対たい峙じすることになっていた。

　そして、その場所に到とう着ちやくした俺たちは、【カラクリ魔導人形】を振り返り、それぞれの武器を構える。

　俺は、【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】に矢を番つがえ、【カラクリ魔導人形】に狙いを定めながら、魔法も使用できるように準備する。

　マギさんは、櫛くし状の峰みねをもつ長ちよう剣けんを構えて、待ちの体勢を取る。

「剣って使い慣れてないんだよね。──来た！」

　マギさんは、櫛状の峰で【カラクリ魔導人形】の刀の打ち込みを受け止め、打ち払はらう。

　前衛で防御に注力するマギさんの後方から、俺は、【カラクリ魔導人形】の外がい殻かくで覆おおわれていない関節部を狙ってアーツを放つ。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！　マギさん、ダメージ与あたえている感じが全然しないけど、まさか外殻の殆どにミスリル使ったとか……」

「あははっ、ユンくん、よく分かったね」

「もしかして、普ふ通つうの外殻だったらこんなに苦労してないんじゃないですか？」

「たぶんそうだけど、生産職に妥だ協きようはないよ！」

　自信満々で答えるマギさんに若じやつ干かん呆あきれるものの、俺の中で同意できる部分もある。

　そもそもネジ巻きは普通の鉄製でも良かったのだが、そこを妥協せずに手伝った俺にも責任はある。

「ユンくん、お願い！」

「はい。──《ボム》！」

　弓矢や《ボム》の座標爆破は、殆ど刀か外殻に弾はじかれるが、頭部や球体関節部を狙うと、優先的にその攻撃に対処しようとして、一いつ旦たん体を引く【カラクリ魔導人形】。だが、対処しきれず防げなかった攻撃が地味にダメージを蓄ちく積せきしていき、前衛を務めるマギさんの負担軽減にも繫つながる。

「右腕の球体関節部が黄色に変わりましたね」

「そうだね。パーツの受けたダメージの蓄積量が、緑、黄色、赤という色の変化で表れて、分かりやすいよね」

　そう話しながら、俺は、アーツや魔法スキルに使用したＭＰをＭＰポーションで回復し、マギさんは、殺しきれなかった【カラクリ魔導人形】の斬ざん撃げきダメージを、ポーションで回復する。

　そして、再び【カラクリ魔導人形】と対峙し、振るわれる刀をマギさんが櫛状の峰で受け止めた時、キンッという甲かん高だかい音と共に【カラクリ魔導人形】の握にぎる刀の刃はが折れて地面に突つき刺ささる。

「やったわ！」

『外部武装の破損を確かく認にん。現時点をもって該がい当とうする武装を廃はい棄きします』

　武器同士の衝しよう突とつによって折れた刀を投げ捨てると、大きく後方へ跳とんで距離を取る【カラクリ魔導人形】。

「逃がすか！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　俺は、その隙すきを逃のがさず、右腕の球体関節を狙ったアーツの強きよう烈れつな一撃を放つ。

　武装を放ほう棄きしたために迎撃できず、右腕の関節部にアーツが突き刺さると、【カラクリ魔導人形】はその衝しよう撃げきで体のバランスを崩し、動きを止める。

　そして──

「くらえ！　──《閃せん刃じん撃げき》！」

　二手に分かれてこの時を待っていたベルの、背後からの強きよう襲しゆう。

　輝かがやくバールの先せん端たんで頭部を強打され、前のめりに倒たおれ込む【カラクリ魔導人形】。

　ベルはそのまま流れるようにマウントポジションを取り、【カラクリ魔導人形】の首の後ろのネジ穴に挿さっているミスリル製のネジ巻きに触ふれると、一気に引き抜く。

　僅わずかな抵抗と共に抜けたネジ巻きを取り返されないよう、ベルはそのままインベントリに仕し舞まい込み、【カラクリ魔導人形】の左腕の関節を極きめて動きを抑おさえこむ。

「作戦成功！　やっと取り押さえることができたわ。ユンくん、ベル、手伝ってくれてありがとう」

「そうね。けど、まだ抵抗し続けてて怖こわいよ」

　ベルの下でもがき暴れる【カラクリ魔導人形】。今や右腕も、ベルによって関節を極められている。

　唯ゆい一いつ自由な両足をジタバタと振り上げてベルの背中を蹴けるが、それも勢いがないためにダメージにはならない。

【カラクリ魔導人形】を抑えこむ作戦は、俺とマギさんを囮おとりにしてベルが後方からネジ巻きを引き抜ぬくというもので、詳しよう細さいはこうだ。

【カラクリ魔導人形】が判断した排除優先順の中で攻撃優先度の高いマギさんが、武器破壊特性のあるソードブレイカー系の剣で刀の破損を狙いつつ防御に徹てつし、俺がそのマギさんのフォローに回る。

　日ひ頃ごろから、多くの使し役えきＭＯＢのモフモフを密ひそかに観察するために隠おん密みつ系センスを鍛きたえていたベルは、二手に分かれることで、一度【カラクリ魔導人形】の索敵対象から外れ、その後、打ち合わせておいた場所に、【カラクリ魔導人形】の背後を取るかたちで回り込むと、木の陰に隠れて、ネジ巻きを引き抜く機会をじっと窺うかがっていたのである。

　あとは先さき程ほどの通り。

　一いつ瞬しゆんの隙を突いた強襲から【カラクリ魔導人形】を無力化するまでの素早い流れは、俺を十二分に感心させるものだった。

「あとは、自動的な活動停止までこのままかぁ～」

『動力装置の消失により、活動時間が制限されます。活動停止まで残り５時間37分』

「長っ！　そんなに長いんならネジ巻きを引き抜いた意味ないよね！」

　愚ぐ痴ちるベルだが、俺は、直後に起きたことに目を見開いた。

　ベルが極めていた【カラクリ魔ま導どう人形】の両腕の肘ひじから先が外れたのだ。

「ベル、腕が！」

「えっ？　にぎゃっ！」

　両腕とも肘までとなった【カラクリ魔導人形】だが、全身の動きに支障はないらしく、強力なバネ仕込みの脚きやく部ぶで地面を蹴って、背中にのしかかっていたベルを一気に弾き飛ばした。

　不意に弾き飛ばされて思いっきり尻しり餅もちをつき、痛みに変な悲鳴を上げるベル。

　一方で、その場で立ち上がると、地面に転がる自分の両腕の肘から先を蹴り上げて、本体の肘の球体関節と合体させる【カラクリ魔導人形】。

「作戦失敗よ！　後は、殴なぐって機能停止に追い込むしかないわよ！」

　マギさんが、武器破は壊かいに使った剣を【カラクリ魔導人形】に投げ、インベントリから普ふ段だん使いの戦せん斧ぷを取り出すが、【カラクリ魔導人形】は飛んでくる剣を拳こぶしで弾くと、そのままマギさんに肉にく薄はくする。

『排はい除じよ対象に攻こう撃げきを開始します』

　ずんという重い音と共に【カラクリ魔導人形】の足が地面に数センチ沈しずみ、腰こしを落として安定したその姿勢から放たれる拳がマギさんを襲おそう。

「ぐっ、キツ……きゃっ!?」

　脚部に仕込まれたバネの反発力を伝えた拳は、咄とつ嗟さにマギさんが構えた戦斧の側面で防御されるが、【カラクリ魔導人形】は、その防御の上から更さらに拳を押し込んで、マギさんを吹ふき飛ばす。

「マギさん！」

『攻撃優先者を、排除対象から戦せん闘とう時の脅きよう威い対象に変へん更こうします』

　その宣言と共に、【カラクリ魔導人形】は再び腰を落として脚部のバネに力を溜ためていく。

「ユンさん、逃にげて！　そいつの狙いは、今はユンさん！」

【カラクリ魔導人形】の後ろを取るベルが、距離を詰つめて背後からの攻撃を仕し掛かけようとバールを振るうが、それより先に、一気に前に飛び出し俺に迫せまって来る【カラクリ魔導人形】。

「──ぐっ！」

　加速と共に突き出される拳が俺の腹部に突き刺さる。

　マギさんのように武器による防ぼう御ぎよなどできない俺だが、幸いにして、【身代わり宝玉の指輪】に残っていたラスト一回分の効果で、拳の直接的なダメージは防ぐことができた。しかし、拳のノックバック効果で背後の木に叩きつけられる。

「──かはっ！」

　背中から思いっきり叩きつけられて息が漏もれる中、すぐに回かい避ひしなければ、とは思うものの１ミリも動けないでいるうちに、追撃を仕掛ける【カラクリ魔導人形】が一瞬で距離を詰めてくる。

「ぐっ!?」

【カラクリ魔導人形】に喉のどを摑つかまれ、木に押し付けられるようにして持ち上げられる。

　気道を絞しめられたことで息ができず、ぼやける意識と視界の端はしに、俺を助けようと、マギさんとベルが駆かけ出そうとしているのが見える。

　俺自身ももがき、【カラクリ魔導人形】の拘こう束そくから抜け出そうと足あ搔がくがビクともしない。だが、ふとした瞬間、喉を摑み上げる手の力が少しだけ緩ゆるみ、地面につま先立ちで立てるくらいまで、俺の体が下げられた。

　それが、【カラクリ魔導人形】が脚あしのバネを縮めるために腰を落としたからとわかったのは、その直後だった。バネの反発力が一気に解放され、放たれた膝ひざ蹴げりが俺の腹部に突き刺さる。

「──ユンくん！」

『戦闘時の脅威対象を撃破。これにより優先順位二位の脅威対象の撃破に入ります』

　マギさんの悲鳴に続く、【カラクリ魔導人形】の無機質な作戦行動の宣言。

　一撃でＨＰをゼロにされた俺は、その場に体を捨て置かれ、視界が暗転する。

（戦闘時の行動ルーチンが変わったか）

　俺は、暗転した視界の中で考える。

（ネジ巻きを抜くまではマギさんを最優先で攻撃していたけど、抜いた後はそれ以降の戦闘でヘイトの高い相手に狙ねらいを定めたか）

　状じよう況きように応じて行動パターンを変えてきた【カラクリ魔導人形】。

　ＭＯＢがＨＰの減少と共により苛か烈れつに、そして複雑な攻撃をして来るようなものなのだが、【カラクリ魔導人形】は、単体での戦闘能力と機動力がもともと高いために、マギさんや俺みたいな生産職では相手にならない。

　そして、唯一の戦闘プレイヤーであるベルの力でも足りず、初見の敵であるために情報不足。

（突とつ然ぜんの行動の変化でマギさんとベルの連れん携けいも上う手まくいってないようだし、ここは一度態勢を立て直す必要があるかな）

　一度戦闘を仕切り直さないと、また一方的にやられてしまう。

　そのために俺は、暗転した視界の中に浮うかぶ【蘇そ生せい薬やく】の使用に対して、『ＹＥＳ』を選せん択たくして立ち上がる。

「──《マッドプール》！」

　蘇よみがえった直後、撃破済みの俺に背を向けていた【カラクリ魔導人形】の足元に泥どろ沼ぬまを生み出し、足止めを行う。





──【大地属性才能】センスの取得及および、《マッドプール》の規定回数以上の使用により、上位魔法スキル《ベアトラップ》を取得。






　復活と同時に魔法による足止めをした直後、新規魔法取得のインフォメーションが流れる。

　下級魔法をマジックジェムに込こめて使用していたために、正しい魔法の使用回数がカウントされず、それより先に《マッドプール》の上位魔法が派生したようだ。

『戦闘時の脅威対象の復活を確かく認にん』

「っと、考えてる場合じゃない」

　新規の魔法スキル取得で呆ほうけていた俺を我に返らせる、【カラクリ魔導人形】の無機質な声。

　両足首が泥沼に沈み込んだ状態で、【カラクリ魔導人形】が身を捩よじり、背後に立つ俺を振ふり返って一いち瞥べつする。

　だが、通常の敵ＭＯＢ同様、復活後の相手にはヘイトを引き継つがないのか、すぐに俺から視線を外すと、本来のターゲットであるマギさんに再び目を向け、そちらに歩き始めた。しかし、泥に足を取られて動きが鈍にぶい。

「マギさん！　ベル！　今の内に態勢を立て直すぞ！」

「分かったわ！　私が囮になるから、ベルは遊撃お願い！」

「即そく席せきだけど、やってやるよ！」

　速度低下の効果がある泥沼だが、金属外がい殻かくがふんだんに使われた重量級の【カラクリ魔導人形】には有効なようで、抜け出すまでには時間が掛かりそうだ。

　これなら十分に態勢を立て直す時間が確保できると、俺とマギさん、ベルが頷うなずき合い、互たがいに戦闘のしやすいポジションに移動する。

　前衛の壁役タンカーをマギさん、遊撃アタッカーにベル、後衛に援えん護ごの俺というポジションで構え、【カラクリ魔導人形】がいつ泥沼から抜け出しても迎むかえ撃うてる態勢を整える。

　そんな中、ずんずんと腹の底に重く響ひびく音が、森の中から聞こえてきた。

　勝手知ったる第一の町周辺の森でこんな音を出す敵ＭＯＢに思い至らず、徐じよ々じよに近づいてくるその断続的な地響きに、俺とマギさんとベルが顔を見合わせて首を傾かしげていると、泥沼に足を取られた【カラクリ魔導人形】もまた、動きを止めて音のする方向を見つめていた。

　そして──

『──パオォォォォン！』

「──ラムアタック、です」

　森の木々を突つき抜けて巨きよ象ぞうが現れ、突とつ撃げきの勢いのまま、広場を全力で横切る。

　その途と中ちゆう、気の抜ける声で指示が出されると、進路上にいた【カラクリ魔導人形】の脇わき腹ばらを巨象が前まえ脚あしで蹴けり飛ばし、それを見た俺たちは、一瞬思考が止まってしまった。




　　　　●




「ラムと言って思い出しましたが、今度ラム酒の利きいたお菓か子しが食べたいです」

「レティーア。ラムアタックのラムは、そのラムじゃないわよ」

　巨象──レティーアの使し役えきＭＯＢであるガネーシャのムツキの上から聞こえた、気の抜ぬけた掛け合いに、俺はそちらを見上げた。

「エミリさん！　レティーア！」

「助けに来たわよ。それと──」

　エミリさんは、腰に下げた連れん接せつ剣けんを引き抜いて振るい、ガネーシャのムツキの上から刃やいばを飛ばす。

　地面へと真っ直すぐに振るわれた連接剣の芯しんのワイヤーと刃が、地面に転がる何かに巻き付き、エミリさんがそれを手元に引き寄せる。

「駄だ目めよ。敵を吹き飛ばしたからって、目を離はなしちゃ」

　そう言って、【水すい竜りゆうの卵】を入れた鞄かばんを抱かかえたレティーアと共にムツキの背から飛び降りたエミリさんの手にあるのは、【カラクリ魔導人形】の右手首だ。

　ムツキの突撃を受けて泥沼から蹴り飛ばされながら咄嗟に胴どう体たいを庇かばうような体勢を取った時、その部分にダメージが集中したために外れたようだ。外殻のミスリルセラミックは割れて剝はがれ落ち、中の魔法的な動力ラインが真っ赤になっている。

　それでもギリギリで稼か働どうする状態の右手首を、【カラクリ魔ま導どう人形】が自分で着け直す前に、エミリさんが確保したようだ。

『右手首から先を消失。更に右みぎ腕うでから胴体側面に深刻なダメージ。敵の増ぞう援えんを確認』

　立ち上がった【カラクリ魔導人形】は、能面のような顔で淡たん々たんと状況を告げる。

　こちらには今、エミリさんとレティーアが加わって戦力が増え、これで【カラクリ魔導人形】を抑おさえられるはずだ。

「それで、パーティーは誰だれが指揮するの？」

「……決めてないと危ないんじゃない？」

　今までに当然出るべき疑問を今さら口にするベルに対して、眉み間けんに皺しわを寄せて冷静に呟つぶやくエミリさん。

「わかった、私が指揮を執とるわ！　みんないくわよ！」

　マギさんが武器を構え、声を張り上げて宣言する。

　それに全員が納なつ得とくして、【カラクリ魔導人形】と向き合う。

「私とベルが前衛、エミリちゃんは中衛！　ユンくんとレティーアが後衛から援護！」

「分かりました。《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

「今度、ケーキ奢おごってください。ムツキ──《送そう還かん》。アキ、ラギ、ヤヨイ──《召しよう喚かん》。みんなを援護してください」

　俺が、パーティー全員に三重エンチャントを施ほどこし、レティーアが、ムツキを召喚石に戻もどし、新たに使役ＭＯＢであるウィル・オ・ウィスプのアキ、ラナーバグのキサラギ、風妖よう精せいのヤヨイを呼び出して、【カラクリ魔導人形】の立つ場所に攻こう撃げきを仕掛ける。

　アキたちがそれぞれに、火の玉、粘ねん着ちやく糸いと、風ふう刃じんの遠えん距きよ離り攻撃を放つが、軽かろやかな動きでそれを回避する【カラクリ魔導人形】。

「逃にがさないわよ！」

　だが、エミリさんの振るう連接剣が地面を這はうように迫ると、【カラクリ魔導人形】はその先せん端たんを手首のない右腕側面の外殻で弾はじき返すと、そのままエミリさんに向かっていく。

「来た！」

　今度は、戦せん斧ぷでただ攻撃を受け止めるのではなく、真っ向から【カラクリ魔導人形】を迎え撃つマギさん。

　片方だけの拳こぶしの打撃と戦斧の一撃がぶつかり合い、火花が散る。ミスリルを混ぜ込んだとはいえ、陶とう器きとは思えない手先の外殻の耐たい久きゆう度どだが、何度も正面から戦斧とぶつかり合い、その表面に亀き裂れつが走る。

「右側ががら空き！　──《閃せん刃じん撃げき》！」

　手首のない右側面に回り込んだベルが、バールを全力で振り下ろす。それを余よ裕ゆうで回かい避ひした【カラクリ魔導人形】だが、右手首がないために避よけるのみに留とどまる。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　俺は、回避先を予測して、そこにアーツを放つ。

　予測した回避位置に到とう達たつした矢は、【カラクリ魔導人形】の左ひだり肩かたの球体関節部に突き刺ささり、その衝しよう撃げきと魔法的な動力ラインまで及んだダメージで、【カラクリ魔導人形】がバランスを崩くずした。

「逃げられても困るから足を落とすわ。──《クラッキング！》！」

　エミリさんが、鞭むちのように鋭するどく連接剣を振るいながらその剣先を【カラクリ魔導人形】の股また下したに通すと、流れるようにしなる鞭の勢いを利用して、その右足の内側に強く打ち付ける。

　その衝撃で【カラクリ魔導人形】の右みぎ膝ひざ下が外れ地面に転がる。

「やっぱり、ゴーレムとかと性質が近いわね。斬撃や刺し突とつ系の攻撃には強いけど、打撃系の攻撃には弱い」

「なら、武器は、戦斧よりも戦せん槌ついの方がいいわね」

　エミリさんの分ぶん析せきを聞いたマギさんが戦斧を仕し舞まい、新たに先せん端たんの尖とがった戦槌を取り出し、肩に担かつぐ。

『左肩関節に深刻なダメージ。外れた右膝下は回収して修復を実行します』

　淡々と自身の状態を告げる【カラクリ魔導人形】。直後、ベルの追撃を転がるようにして避けながら右膝下を回収し、元通りに繫つないでしまった。

　そして、【カラクリ魔導人形】の次の一言に、全員が目を剝むく。

『排はい除じよ対象・準排除対象・戦せん闘とう時の脅きよう威い対象の撃破は困難と判断し、最終手段を実行します』

　とんでもなく不ふ穏おんな言葉に全員が身構えると、笠かさ状の頭部の一部がパネルのように裏返り、そこに何かのカウントが現れる。

　その数字は『１８０』と表示されている。

『これより、機密保持と排除対象の撃破を完かん遂すいするために、自じ爆ばくシークエンスに入ります』

「全員、散開！」

　マギさんが声を上げると同時に、俺たちは【カラクリ魔導人形】に捕つかまらないようにバラバラに移動するが、最も近くにいたベルに、【カラクリ魔導人形】が飛びかかった。

「にゃっ！　危ないじゃないか！」

　残った左腕を広げながらベルに組み付こうとした【カラクリ魔導人形】は、ベルのバールによってそれを阻はばまれるが、金属パーツを大量に使ったその重量に任せて圧のし掛かかり、ベルを仰あお向むけに倒たおしてしまう。

「ベル！　──《クラッキング》！　なっ!?」

　倒れたベルを助けようと【カラクリ魔導人形】の脇腹に連接剣を振るうエミリさんだが、その先端を手首のない右腕に巻き付けた【カラクリ魔導人形】は、逆に連接剣を引っ張った。

「きゃっ!?」

　引かれる連接剣に釣つられて前のめりに倒れるエミリさんに向かって駆かけ出した【カラクリ魔導人形】は、エミリさんの体を左足で蹴り上げると、手首のない右腕で殴おう打だする。

「あぐっ!?」

「エミリちゃん、ベル！」

　マギさんが散開の指示を出し、みんながバラバラに逃げ出してから僅わずか10秒で、各個撃破され始めている。

「ユンくん！　レティーアちゃん！　二人の援護をお願い！」

「はい！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

「──《ラウンドヒール》」

　俺はアーツを使用し、レティーアはエミリさんとベルのＨＰ回復を行う。また、レティーアたちの使役ＭＯＢも、遠距離から【カラクリ魔導人形】を攻せめるが──

『右手首の修復完かん了りよう』

　エミリさんを殴なぐる時に、奪うばわれた右手首を奪い返したらしく、その場で素す早ばやく右腕に装着し直すと、ミスリルセラミック製の手先や腕の外がい殻かくで、こちらの攻撃を次々と迎げい撃げきしていく。

【カラクリ魔導人形】のネジ巻きは、それで一個のアイテムとして判定できるために、ベルが奪だつ取しゆと同時にインベントリに回収できたが、右手首は、それ単体ではオブジェクト扱あつかいなのである。なので、インベントリに回収するには、右腕全部を奪い取る必要があったのだが、それより前に右手首を奪い返される結果となった。

「撃うち落とせない攻撃なら、どうかしら！　はぁぁぁっ！」

　マギさんは、戦槌を肩に担ぐと、一気に【カラクリ魔導人形】へと近寄り振ふり下ろすが、その直前に【カラクリ魔導人形】はマギさんの頭上を飛び越こえて俺とレティーアのいる後衛の位置まで突つき進んでくる。

「しまった！」

「──《クレイシールド》！」

　俺は、時間稼かせぎをするために土つち壁かべを生み出すが、迫せり上がりきる前に飛び越えられてしまった。

「よし、掛かった！　──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

　だが、土壁で足止めができないことも想定して、土壁の上部に狙ねらいを定める。

【カラクリ魔導人形】も空中では回避できず、俺の放った魔法の矢が、次々と殺さつ到とうして四し肢しの球体関節を射い貫ぬくが、それでも動きは止まらない。

『──残り１４０秒』

　自爆までの時間を告げる【カラクリ魔導人形】は、四肢に魔法矢が突き刺さった状態で、レティーアの目の前に降り立つ。

「っ!?」

　咄とつ嗟さに逃げようと背を向けたレティーアの肩を摑つかんで振り向かせると、【カラクリ魔導人形】は僅かな屈くつ伸しんで脚あしに力を溜ため、レティーアの顎あご下にアッパーを打ち込んだ。

　華きや奢しやなレティーアの体が、放物線を描えがいて宙を飛ぶ。

「ヤバイ！　間に合え！」

【カラクリ魔導人形】の一撃でＨＰの半分を失ったレティーアは、今【気絶】状態なので、受け身の体勢が取れない。

　慌あわててレティーアの落ちてくるところに回り込んで受け止めるが、支えきれずに俺も後ろに倒れる。

「レティーア。しっかりしろ！」

　俺が、ポーションと状態異常バツドステータス回復薬を使いレティーアを回復させると、頭を振りながらレティーアが目を覚ます。

　そして──

「っ!?　ない、卵が、ない！」

「レティーア。落ち着け！」

「その中には、私の大事な子がいるの！　返して！」

【カラクリ魔導人形】がレティーアから奪った鞄かばんを開けて【水すい竜りゆうの卵】をそれと判断して取り出し、脇わきに抱かかえている。

『戦闘時の脅威対象の重要物体を確保。奪だつ還かんのため接近した対象捕ほ獲かくのための罠わなとします』

「それは、私の子！　返して！　アキ、ラギ、ヤヨイ！」

　レティーアの指示で、使し役えきＭＯＢたちが一いつ斉せい攻こう勢せいに出る。

【カラクリ魔導人形】は【水竜の卵】を脇に抱えていて、全すべての攻撃を迎撃はできないため、回避重視で避けている。

『──残り１２０秒』

「させないよ！」

　そこに、隠おん密みつ系センスの認にん識しき阻そ害がいによって気配を断ったベルが襲おそい掛かり、バールを振るうも回避されてしまうが、追撃のためにバールを捨てたベルが、ネコグローブでの近接格かく闘とうを始める。

「おりゃおりゃおりゃ！　レティーの卵を返せ！」

　俺が、誤ってベルに当ててしまうのではないかと、弓を射るのを躊躇ためらうほど密着したラッシュを【カラクリ魔導人形】に浴びせるベルだったが、当たればダメージの大きい重たい一撃だけは防ぼう御ぎよされてしまい、中々トドメの一撃にはならない。

『──残り１００秒』

「うぐっ！　捕まえた！　ユンさん、エミリちゃん！」

　カウンターで重い一撃を顎に喰らい仰のけ反ぞるベルだが、そのまま【カラクリ魔導人形】の胴どう体たいに摑みかかる。

　その直後、俺とエミリさんは、頷うなずき合い、攻撃を放つ。

「──《マッドプール》！」

「──《ウィップバインド》！」

　ベルをも巻き込む拘こう束そくスキル。

　俺が、二人のいる足元の地面を泥どろ沼ぬまに変えて動きを封ふうじ、エミリさんの連れん接せつ剣けんが、ベルと一いつ緒しよに【カラクリ魔導人形】を締しめ上げる。その際、体に食い込む連接剣の刃やいばにベルがダメージを受けるが、歯を食いしばり耐たえている。

『──残り90秒』

「ベル、絶対に離はなすなよ」

　ダメージを受けているベルに、ハイポーションを投げてＨＰを回復させる。

　ベルへの射撃の誤射を躊躇うほどの密着度であったが、【カラクリ魔導人形】はゴーレム系の敵ＭＯＢに近いために、ポーションの効果が無効化されるので、躊躇いなくポーションで回復させることができた。

　そして、遂ついにレティーアが──

「ラギ、粘ねん着ちやく糸いとです」

　動きが止まった【カラクリ魔導人形】に、レティーアの指示でラナーバグのキサラギが近づいていき、粘着糸を飛ばして【水竜の卵】の表面にくっつけると、それを引っ張って、奪い返すことに成功した。

【水竜の卵】を持って戻もどって来たキサラギを迎むかえ入れたレティーアは、卵を奪われた恐きよう怖ふと緊きん張ちよう感かんからヘナヘナとその場にへたり込んでしまい、俺とエミリさんがその背中を支える。

「レティーア、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫です。無事に奪い返せて安心したら力が抜ぬけました。それに……」

　きゅるる、と可愛かわいらしくお腹なかが鳴った。

「一度にスキルを沢たく山さん使って満腹度が減りました。お腹空すいて戦えません」

「わかったわ。レティーアは休んでて」

「とりあえず、満腹度が減ってるならこのお菓か子しでも食べてろ」

　エミリさんがレティーアに戦線離り脱だつを勧すすめ、俺がインベントリから作り置きのお菓子の袋ふくろを渡わたす。

　レティーアは、軽く会え釈しやくをして、俺とエミリさんの後方に移動すると、その場に座り込んでお菓子の袋を開く。

「ユンさん！　エミリちゃん！　そんなことより私を助けてよ～！」

『──残り70秒。機密保持と自じ爆ばくによる道連れに、準排はい除じよ対象者を確保』

　淡たん々たんとした機械的な言葉で告げてくる【カラクリ魔導人形】は、目の前にいるベルの体に抱だき付き、体を締め上げる。

「痛い、痛い！　ギブギブ！　誰だれか私を助けて！」

「ベル、あなたはいい人でした。その自己犠ぎ牲せいの精神は忘れません」

「まぁ、レティーアの【水竜の卵】と心中されるのは困るけど、ベルなら別にいいかな」

　なんとも無む慈じ悲ひな、レティーアとエミリさんの発言。

　最後の希望として、潤うるんだ瞳ひとみを俺とマギさんに向けるベルだが──

「何と言うか、申し訳ないと思うけど、今拘束を解くとまた襲われそうだから、ちょっと待って」

「えーん、ユンさんにまで見捨てられたー！」

「大丈夫だから！　あとでちゃんと【蘇そ生せい薬やく】で復活させるから！」

「そういう問題じゃなーい！」

　泣きわめくベルに対して、少しの間、戦せん闘とうに加わらず準備をしていたマギさんが立ち上がる。

「オーケー。こっちの準備はできたわ！」

　インベントリに戦せん槌ついを仕し舞まい込み、新たに鋭するどい円えん錐すい状の武器である突とつ撃げき槍やりを取り出して構えるマギさん。

「まさかの、一緒に串くし刺ざし!?　更さらに慈悲のない仕打ち！」

　ベルは顔を真っ青にして、【カラクリ魔導人形】の締め付けから逃のがれようと暴れるが、足元の泥沼と連接剣による拘束で逃にげられない。

「行くよ！　うぉぉぉぉぉっ！」

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　突撃槍を構えて駆かけ出すマギさんに対して、マギさんには攻撃と速度に二重のエンチャントを、突撃槍には火属性のエンチャントを付ふ与よする。

『最優先排除対象の接近を確認。道連れ対象の変へん更こうを行います』

　ベルを拘束していた【カラクリ魔導人形】は、その手を離し、自分とベルを拘束する連接剣に手を掛ける。

　全身が金属及および陶とう器きでできた【カラクリ魔導人形】には、連接剣の金属片では、大した傷を負わせることはできなかった。

【カラクリ魔導人形】は、連接剣の芯しんに通されたワイヤーを力任せに引き千切ると、目の前のベルを肘ひじ打ちで突き飛ばして、拘束から脱だつ出しゆつする。

「くっ、逃げられた！」

「まだだ！　それ以上は逃がさない！　──《ベアトラップ》！」

　俺は、取得したばかりの大地属性の魔法スキルを発動させる。

　すると、先さき程ほどの泥沼から出た【カラクリ魔導人形】の足元に新しい泥沼ができて泡あわ立だち、その泥沼の中から、石でできた灰色のトラバサミが姿を現す。

　そこから慌てて飛び退のこうとする【カラクリ魔導人形】だったが、泥沼に右足を取られて動けない。その足をトラバサミの鋸のこぎり歯ば状じようの板が左右から挟はさみ込むと、鋭い歯が右足外がい殻かくを貫つらぬいて深く食い込んだ。

「──《クレイシールド》！」

　俺は、更に連続して魔法を使用する。

「ユンくん！　ナイスサポート！」

　地面から斜ななめに生み出された土壁の足場をマギさんが一気に駆け上がり、【カラクリ魔導人形】に向かって足場の天てつ辺ぺんを蹴けった。

　そのまま突撃槍の先せん端たんを【カラクリ魔導人形】の顔面に叩たたきつける。

　突撃槍の一撃を受けて倒たおれかかる【カラクリ魔導人形】に巻き込まれないよう、ベルが転がるようにして横に逃れると、マギさんはそのまま【カラクリ魔導人形】の顔面に突撃槍を押し付けて、仰あお向むけに押し倒す。

『──残り50秒』

　突撃槍を受けた【カラクリ魔ま導どう人形】の顔面は左目が破は壊かいされ、マギさんが飛び掛かかっていった時に掠かすめたのか、頭部の笠かさの一部が抉えぐれている。

「自爆のギリギリまで付き合う義理はないのよ！　そろそろ落ちなさい！」

　マギさんは、突撃槍をインベントリに仕舞い、再び戦槌を取り出すと、頭部のカウントダウンパネル目掛けて振ふり下ろす。

　すぐに起き上がり反撃しようとするも、背中から泥沼に倒れ込んだ【カラクリ魔導人形】は、自重で沈しずむため上う手まく防御することができず、頭部に重い一撃を受ける。

『──ノコり、44ビョウ……』

　声が音割れしたと思うとパネルのカウントダウンが止まり、球体関節部から見える魔法的な動力ラインの動線の光が消え、【カラクリ魔導人形】の全ての機能が停止する。

　そして、ガクガクと音を立てて頭部の笠状パーツが外れ、ボンという音と共に、内側から小さく爆ばく発はつして壊こわれてしまった。







　　　終章　水すい竜りゆうの幼よう獣じゆうとカラクリ魔ま導どう人形







【カラクリ魔導人形】と戦闘した場所から、第一の町を目指して歩き始める俺たち。

「ふぅ、こんなことになるとは思わなかったわ」

　そう言うマギさんの背中には、笠状の頭部パーツが外れた【カラクリ魔導人形】が背負われており、ベルの背中には空腹のレティーアが背負われていた。

「それにしても随ずい分ぶんボロボロになりましたね、【カラクリ魔導人形】」

　起動前には綺き麗れいに着物を着せ、刀を挿さして女侍さむらい風にしたのに、今は戦闘のせいで服はボロボロ、刀は折れて紛ふん失しつ、四し肢しのパーツは外殻も傷付き、魔法的な動力ラインの機能が停止しており取り換かえが必要。

　俺が使った、足止めと攻こう撃げき魔法を兼けん用ようする《ベアトラップ》の所せ為いで、特に右足の破損が酷ひどい。

　更に頭部は、マネキンのようなスキンヘッドで左目が砕くだかれ、顔の一部に罅ひびが走っている。

「これはもう一度修理しないと駄だ目めだね」

　マギさんが呟つぶやくと、エミリさんがやや怯おびえたように、マギさんに背負われている【カラクリ魔導人形】に目を向ける。

「……今度は、暴走、しないわよね」

「うーん。しないんじゃないかしら。実は、この【カラクリ魔導人形】本体はありふれた存在で、あの笠状の頭部パーツが、それを戦闘用にするためのオプションじゃないかと思うんだけど」

　ここから先は想像になるが、【カラクリ魔導人形】を戦闘で使い、他者に鹵ろ獲かくされて不正起動された場合に、戦闘を引き起こして不正起動者を排除し、最終的に自爆して【カラクリ魔導人形】に関する機密情報やパーツを残さないようにした、と。

　そして、その指示を出すのが、あの笠状の頭部パーツではないか。今回それが完全に壊れてしまったので、【カラクリ魔導人形】本体だけなら敵対しないんじゃないか、というのが、マギさんの仮説だ。

「とりあえず最初は頭部パーツを付けなくてもよかったんじゃない？　そうすれば、戦闘なんて起きなかっただろうし……私も自爆の道連れにされそうにならなくて済んだし」

　若じやつ干かん、最後に恨うらみ言ごとを言うベルだが、マギさんはそれが無理であったことを告げる。

「それが、胴どう体たい部に付ふ随ずいしていた頭部は、頭の中が空っぽでね。中身と思おぼしきものは、あの笠状パーツの中にあったのよ」

　どっちみち、起動させるには一度あの笠状の頭部パーツを付けなければならなかったらしい。

「まぁ、なんというか、疲つかれたね」

　俺がそう言うと、マギさんとエミリさんが苦笑いを浮うかべ、レティーアとベルが頷うなずく。

　そうして、第一の町に戻ることができた俺たちは、マギさんの【オープン・セサミ】に立ち寄り、【カラクリ魔導人形】が暴れた後片付けをしてから、再び【カラクリ魔導人形】の修理が完かん了りようする時を楽しみに解散する。

　一番最後まで残った俺は、マギさんと共に、工こう房ぼうで【カラクリ魔導人形】の状態を確かめていた。

「あちゃー、外殻はベコベコ、手先のミスリルセラミックなんて罅割れ放題、何より左目の水すい晶しよう体たいが砕けてるわ」

　そう言って、分かっていたことを改めて確かく認にんして、天てん井じようを仰あおぐマギさん。

「大丈夫ですよ。また一いつ緒しよに修理しましょう」

「うーん」

「どうしました？」

「ユンくんの申し出は有あり難がたいんだけど、今度は私一人で直したいな。なんていうか、改めてスタートラインに立ったような気がするから、今回は一人でやりたいんだ」

　マギさんの言いたいことは何となく分かった。

　素材集めや暴走した【カラクリ魔導人形】など、色々経験した後で、生産職としての自分がどれだけやれるのか知りたいのだろう。

「分かりました」

「ありがとう、ユンくん。ごめんね、わがまま言っちゃって」

「いいんですよ。それに、俺ももうミスリルインゴットを作れますから、後は一人で試行錯さく誤ごしてみます」

　俺がそう宣言すると、おっやる気だね、と微笑ほほえましそうに俺を見るマギさんだが、ふと困ったように視線を彷徨さまよわせて頭を搔かく。

「でも困ったなぁ。壊しちゃった左目の代わりの結けつ晶しよう体たいはどうするかな。とりあえず、それなりの大きさの宝石があれば代用できるけど……」

　確かに、壊れた左目の穴のサイズなどから、宝石で代用するなら最低、中サイズは欲ほしい。

　だが、普ふ通つうの宝石では強度なども足りないだろうから、それなりのレアアイテムが必要になると言うマギさん。

「うーん、【素材屋】のエミリちゃんがＭＯＢの復活に使った【血の宝ほう珠じゆ】を作ってもらおうかしら」

　だが、今から頼たのむとなると、修理には大分時間が掛かるな、と頭を悩なやませるマギさんに、俺が一つ提案をする。

「マギさん、これ使えます？」

「これって──【守しゆ護ご霊れいの紫むらさき水すい晶しよう（中）】じゃない！　でも、いいの!?」

「アンデッド系ＭＯＢを大量に倒して、極ごく小しようサイズの奴やつを集めれば手に入りますから」

　まぁ、アンデッド系は苦手だから、倒しに行く気はさらさらないことは黙だまっておいて、マギさんの返事を待つ。

　数すう瞬しゆん、俺に頼たよっていいものかどうか悩んだマギさんだが、すぐに表情を和やわらげる。

「大事に使わせてもらうね」

「はい。【カラクリ魔導人形】の修理、楽しみにしてますね」

　俺はそう言うと、マギさんに後を任せてログアウトした。




　　　　●




【カラクリ魔導人形】の暴走から数日が経たった。

　その間、マギさんは全力で【カラクリ魔導人形】の再修理を行い、不足する素材の鉱石や粘ねん土ど集めには、俺やエミリさん、レティーア、ベルが手伝ったりしていた。

　出先のセーフティーエリアでレティーアの抱かかえていた【水竜の卵】が孵ふ化かして無事に水竜の幼獣が誕生し、ウヅキと命名された。

「ウーさん。駄目ですよ」

「キュイ！」

　親がドラゴン・ゾンビであるために少々心配したが、一応普通に元気な水竜の幼獣は今、ベルが手に持つ生魚を食べようと追っていく。

　その後ろをレティーアが中ちゆう腰ごしになって追い掛け、捕つかまえて抱だき上げる。

「ああ、レティー。私とウーちゃんとの至福のひとときが」

　マギさんの【オープン・セサミ】貸し切りで開かれる二度目の【カラクリ魔導人形】のお披ひ露ろ目め会に来ていた俺たちは、じゃれ合うレティーアとベルの様子を眺ながめながら、その時を待っていた。

　また、その間に俺は、この日のために【彫ちよう金きん】センスで作っておいた金属パーツを取り出すと、その場で組み上げていく。

「レティーア。ウヅキを連れてきてくれないか？」

「わかりました」

　重たそうに抱えながらウヅキを連れてくるレティーア。

「レティーア。これをウヅキの腹の下につけてくれないか？」

「これは……蛇じや腹ばら鎧よろいですか？」

　水竜のウヅキは、首長竜のような姿をしているために、陸上では、鰭ひれ状の両手足を動かし、お腹なかを引き摺ずるようにして移動する。

　そのためなかなか進まず、石いし畳だたみの多い町中ではお腹が傷付きそうだと思い、薄うすく伸のばした金属板を湾わん曲きよくさせて繫つなげ、腹部を保護する蛇腹鎧を作り上げたのだ。

　更さらに移動しやすいように、小さな車輪も付けてある。

　体を捩ねじっても対応できるように工く夫ふうするのは大変だったが、マギさんのところで鍛きたえてもらった【彫金】センスの力で、何とか作ることができた。

　装着する時は、床ゆかに敷しいた蛇腹鎧に胴体を乗せ、蛇腹鎧がズレないように蛇腹鎧の端はしから伸びるベルトで固定する。

　苦しそうには見えないが、当のウヅキは最初その円つぶらな瞳ひとみで、自身に取り付けられた物を怪け訝げんそうに見ていた。が、バタバタと手足のヒレを動かしている内に、これを付けると今までより断然移動しやすいと気付いたようで、その後は嬉うれしそうにはしゃいで手足のヒレを動かしながら、右へ左へと素す早ばやく動き回っている。

「これでお腹が擦すれることもないな」

「そうですね。ただ、少しだけ育てるのが大変になったかもしれません」

　素早く動くウヅキを捕まえようとするベルと、それに巻き込まれるエミリさんを見て、あはははっ、と俺は乾かわいた笑い声を漏もらす。

　そして、ウヅキにあげた物とは別に、ある物をレティーアに渡わたす。

「それで、レティーアにはこれ」

「ん？　これは、竜の牙きばですか？」

　ウヅキの親であるドラゴン・ゾンビがドロップした【腐ふ敗はい竜りゆうの牙】を研けん磨まして艶つやを出し、保護用の樹じゆ脂しを塗ぬって作った飾かざり紐ひものアクセサリー。











紫し竜りゆう牙がのアミュレット【装そう飾しよく品ひん】

ＭＩＮＤ＋10、ＬＵＫ＋７　追加効果：幸運上じよう昇しよう（小）、ＩＮＴ付加






　ウヅキを育てるレティーアに持っていてほしいと思い作ったアクセサリーだが、ＬＵＫが上昇するという、珍めずらしいアクセサリーができてしまった。

「いいんですか？　ＬＵＫのアクセサリーは貴重ですよね」

「まぁ、俺が持ってるよりレティーアが持ってる方がいいと思ってな。その代わり、しっかりウヅキを育てろよ」

　俺からそれを受け取り、腰元に着けたレティーアは、拳こぶしを握にぎりやる気を見せる。

「はい。立派にウヅキを成せい獣じゆうにして──海で魚を捕まえられるように育てたいと思います！」

「いや、その方向性はどうなの？」

「何か問題でも？　海のお魚美お味いしいですよ」

　いや、まぁ、そうなんだけど……と頭の後ろを搔く俺と、不思議そうに小首を傾かしげるレティーア。

　そんな時、【オープン・セサミ】の工房からマギさんが【カラクリ魔ま導どう人形】を抱えてきた。

「みんな、お待たせ。やっと最終調整ができたわ」

「これが修理し直した【カラクリ魔導人形】ですか」

　前回は、女侍さむらい風の衣い装しようを着せた【カラクリ魔導人形】だったが、今は、ステレオタイプのメイド服を着せている。

　マネキンのようにツルリとしていた頭は、繊せん維い系アイテムを埋うめ込んだのか、綺き麗れいな金きん髪ぱつを生やし、頭頂にヘッドドレスを載のせている。

　罅ひび割れていた顔面や壊こわれた左目も直され、新たに作られたミスリルセラミックの白い外がい殻かくが美しさを際きわ立だてている。

「それじゃあ、起動するね！」

「今度は、暴走しないでくれよ」

　俺たちが祈いのるような気持ちで見守る中、マギさんが【カラクリ魔導人形】の首の後ろにミスリルのネジ巻きを差し込み、回し始める。

　そして、ゆっくりと目を覚ました【カラクリ魔導人形】は、本来の色である碧みどりの眼と新たに作られた紫水晶の瞳のオッドアイで、自分を起動したマギさんを見つめる。

『──マスターの情報領域を消失、新規マスターの登録が可能です』

「おお、今回は不正起動とか言われて襲おそわれない」

『あなたは、新規マスターとなりますか？　なる場合には、名前を登録してください』

「私は、マギよ」

『マスター・マギ。新規登録完かん了りようです。以後、よろしくお願いします』

「よろしくね」

　マスター承しよう認にんが無事に完了し、恭うやうやしくマギさんの前でお辞じ儀ぎをする【カラクリ魔導人形】に対して、緊きん張ちようしながら黙って様子を見守っていた俺たちは、長い吐と息いきを吐はき出す。

「やっと終わりましたね」

「そうだね。手伝ってくれてありがとう、ユンくん。それにみんな」

　そう言ってマギさんが振ふり返り、満面の笑みを見せてくれる。

「うーん。ゴーレム使いの私としては、中々に気になるわね。それで、マギさんはこの子をどう扱あつかうの？」

　エミリさんが、メイド服に身を包む【カラクリ魔導人形】をしげしげと眺めながら、マギさんに尋たずねる。

「助手として使おうかと思ってるの。この子の修理の手伝いでユンくんがここに来てくれてる間、細かい作業を手伝ってくれたりして、本当に楽だったからねぇ。本当はユンくんに何時までもいてほしいんだけど……」
















「俺も楽しかったですよ。たまのお手伝いだからってのもあるでしょうけど……」

　今回の手伝いでは、ミスリルインゴットが自分一人で作れるようにもなり、俺にとっても有意義だった。とはいえ、俺の本職はあくまで生産の【調合】だし、【アトリエール】の管理もあるから、ここ入り浸びたるわけにはいかないもんな。

　俺の返事にマギさんは、ふぅと短い溜ため息いきを吐き出して微笑ほほえんだ。

「だから、助手ね。熱に強い造りの人形だから、高温の炉ろの前でも支障なく動けるだろうしね」

「名前はどうしますか？　名前ないと不便ですよ」

　レティーアの言葉に、マギさんが、待ってましたとばかりに、良い笑みで答える。

「それはもう考えてあるわ」

　そこでマギさんは、【カラクリ魔導人形】に向き直って話し出す。

「【カラクリ魔導人形】の、あなたの新しい名前は……ルフよ」

『当機体の個体名に【ルフ】が登録されました。どうぞ、よろしくお願いします』

　機械的な返答に苦笑いを浮うかべつつ、新しい仲間を迎むかえて嬉しそうなマギさん。

　しかし、そのまま何時までもルフを観察しているわけにはいかないことに気付いたマギさんは、軽く手を叩たたいてみんなの意識を戻もどし、【カラクリ魔導人形】修理完了打ち上げパーティーの開始を告げた。

　俺は以前レティーアに、今度食べたいものを作ってやるからと約束していたので、この場を利用して、当人リクエストのクレープを作り始める。俺が生き地じを焼き、別に用意したカットフルーツや生クリームを、食べる人が自由にチョイスするというセルフ形式だ。

　俺が複数のフライパンを使ってクレープ生地を次々と焼き上げていると、調理時用に纏まとめたポニーテイルが、俺が動く度たびに揺ゆれるのをじっと見つめて、機き嫌げん良さそうにクレープにかぶり付くベルが見えた。

　レティーアは両手でクレープを持ち、エミリさんがその頰ほおに付いた生クリームを拭ふき取ったりして世話をするのを、マギさんが一歩引いた場所から、楽しそうな表情を浮かべて見ている。

　そんな中、パーティー会場の端の方にいる、ルフとウヅキが目に入った。

　ルフは人形特有の無表情な顔でウヅキを見下ろし、ウヅキはルフのオッドアイの、特に紫むらさきの瞳が気になるのか、長い首を持ち上げてルフの顔を見つめている。

　お互たがい何か感じるものでもあったのか、と思い、俺はクスッと笑うと、一体と一いつ匹ぴきのそのファンタジーなシーンを眺ながめる。

「ユンさん、クレープ生地がたりません。追加で30枚」

「レティーアは食べ過ぎよ。そんなにはみ出るほどフルーツを載せないの」

「全く、仕方がないな」

　俺はレティーアとエミリさんの声に意識を引き戻され、再びせっせとクレープ生地を焼く。

【竜の復活】と【カラクリ魔導人形】の件が一段落し、みんな心から楽しそうだ。

　こうして、この日の【カラクリ魔導人形】修理完了打ち上げパーティーは、本格的に始まるのだった。








─ステータス─







ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

副武器：マギさんの包丁、肉にく断だち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）







アクセサリー装備容量（３／10）




・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）

・園芸地輪具（１）







所持ＳＰセンス・ポイント16＋２




【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ39】【魔ま弓きゆうＬｖ23】【空の目Ｌｖ22】【看かん破ぱＬｖ34】【俊しゆん足そくＬｖ26】【魔道Ｌｖ27】【大地属性才能Ｌｖ８】【付ふ加か術じゆつＬｖ50】【調教Ｌｖ34】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ21】




控ひかえ




【調薬師Ｌｖ18】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ36】【生産職の心得Ｌｖ20】

【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】【念動Ｌｖ３】







インフォメーション




・ＮＥＷ：【付加術】のレベルが50に到とう達たつ。上位センスが発生中







新たな仲間──




・レティーアの【水竜の卵】が孵ふ化かし、水竜の幼よう獣じゆう・ウヅキが仲間になった。

・マギが【カラクリ魔導人形】を修理し、ルフと命名して助手に迎えた。












　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。現在、ＯＳＯシリーズは、外伝・白銀の女神を刊行中。ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん様によるコミカライズ版を連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや、本編では描えがかれないミュウたちの可愛い姿やカッコイイ活躍を見ることができます。是ぜ非ひ、手に取って頂けたらと思います。




　今回の12巻は、序じよ盤ばんの一部はＷｅｂの内容を一部流用しましたが、ほぼ書き下ろしの内容となっております。

　そんな12巻の中で特に大変だったのは、【カラクリ魔ま導どう人形】のデザインをどうするか、でした。

　ゲームの中にロボットを登場させる。と考えて最初に思いついたのは、【モンスター・ファーム】のカラクリ型モンスターで、形状はＵＦＯのような形から戦せん闘とう時に人型に変形するモンスターでした。最初は、カラクリ型モンスターっぽく作ろうかと思ったのですが、欲しがる人は一部のマニアだろうと思い断念し、より人型のロボットを考えました。

　次に出てきたのが、メダロットでした。フレームに自由自在に武装パーツを取り付けて自分好みにカスタマイズでき、フレームの骨格で性別が存在する。非常に参考にさせて頂きましたが、メダロットではまだ人には近くない。

　そして、フレームデザインは、ドロッセルお嬢じよう様さまっぽいものを採用しつつ、外がい殻かくで覆おおうことで人っぽさを再現したオートマタのような感じになりました。

　自分だけの美少女ロボットという一種のロマンを再現できてよかったと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一七年　四月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：雨や曇り空の時は、部屋に光が差し込まないためにお昼近くまで寝てしまう堕落系ラノベ作家。春のぬくぬくとした温かさと昼寝好きな私は、きっと前世は猫だったと思います。

雑談：最近、ゼルダの伝説BotWのゲーム実況を見ていますが、久しぶりに自分でもやりたいゲームを見つけました。もしもゲームを買ってしまったら、執筆できなくなりそうで我慢しています。４ヵ月前に買ったゲームも積みゲー状態でやっぱり手が出せません。


















カバー・口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス
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アロハ座ざ長ちよう
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